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序
論 

 
一

、

問

題

提

起 

 

中

国

の

南

宋

時

代

（

一

一

二

七

～

一

二

七

九

）

に

お

い

て

、

印

刷

術

の

発

展

に

よ

り

、

こ

れ

ま

で

殆

ど

印

刷

の

対

象

と

見

做

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

志

怪

小

説

・

異

聞

奇

談
（

１

）

が

大

量

に

編

纂

・

刊

行

さ

れ

た

。
従

来

の
『

搜

神

記

』
、
『

列

仙

傳

』
の

様

に
「

寓

言

」

「

虚

無

幻

茫

」

の

性

格

を

持

つ

志

怪

小

説

に

対

し

て

、

魯

迅

や

程

毅

中

な

ど

が

指

摘

す

る

通

り

、

「

可

信

」

と

「

紀

実

」
（

２

）

、

即

ち

当

時

の

社

会

の

実

在

人

物

と

事

件

を

単

純

に

「

記

録

」

し

、

人

間

関

係

な

ど

を

鮮

や

か

に

描

き

出

す

と

い

う

異

聞

奇

談

集

の

出

現

で

あ

る

。

印

刷

技

術

の

発

達

に

伴

い

、

志

怪

小

説

の

流

布

地

域

が

広

が

り

、

小

説

の

伝

播

が

速

く

な

っ

た

。

ま

た

志

怪

小

説

の

読

者

階

層

の

幅

が

段

々

と

広

が

り

、

皇

后

か

ら

講

談

芸

人

に

至

る

ま

で

熱

心

な

読

者

が

存

在

し

た

。

そ

れ

ら

小

説

集

の

中

で

、

最

も

注

目

さ

れ

る

の

は

、

「

民

間

故

事

集

の

魁
（

３

）

」

と

見

做

さ

れ

た

洪

邁

撰

全

四

百

二

十

巻

『

夷

堅

志

』

で

あ

る

。 

『

夷

堅

志

』

全

四

百

二

十

巻

は

、

南

宋

の

洪

邁

が

生

涯

に

わ

た

っ

て

一

人

で

編

纂

し

た

異

聞

奇

談

集

で

あ

る

。

該

書

は

、

も

と

も

と

は

三

十

二

志

で

、
『

夷

堅

志

初

志

』
・
『
夷
堅
志
支
志
』
・
『
夷
堅
志
三
志
』
・
『

夷

堅

志

四

志

』

の

四

編

に

分

か

れ

、

さ

ら

に

各

編

は

天

干

に

よ

っ

て

甲

か

ら

癸

ま

で

十

小

志
（
『
夷
堅

志

四

志

』
は

二

小

志

の

み

）
に

細

分

さ

れ

て

い

る

。
現

存

す

る

の

は

、
全

体

の

半

数

に

も

満

た

ず

、
初

編
『

夷

堅

志

初

志

』
の

前

四

志
（

甲

志

、
乙

志

、
丙

志

、
丁

志

）
、
第

二

編
『

夷

堅

志

支

志

』
の

七

志
（

支

甲

志

、

支

乙

志

、

支

景

（

丙

）

志
（

４

）

、

支

丁

志

、

支

戊

志

、

支

庚

志

、

支

癸

志

）

と

第

三

編

『

夷

堅

志

三

志

』

の

三

志

（

三

己

志

、

三

辛

志

、
三

壬

志

）
の

あ

わ

せ

て

十

四

志

で

あ

る

。
そ

の

十

四

志

に

は

お

よ

そ

二

千

七

百

余

件

の

南

宋

早

期

の

記

事

が

保

存

さ

れ

て

い

る

。

そ

の

二

千

七

百

余

件

の

記

事

は

洪

邁

が

官

僚

を

し

て

い

た

間

に

、

各

地

で

自

ら

と

親

戚

・

友

人

が

見

聞

し

た

社

会

の

記

事

と

異

聞

を

ま

と

め

て

、
忠

実

に

採

録

し

た

も

の

で

あ

る

。
『

夷

堅

志

』
の

執

筆

に

あ

た

っ

て

、
洪

邁

は

史

官

と

し

て

の

立

場

で

、
従

来

の

志

怪

伝
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奇

小

説

に

含

ま

れ

て

い

た

虚

無

幻

茫

、

寓

言

な

ど

の

話

柄

、

換

言

す

れ

ば

、

信

憑

性

の

低

い

逸

話

を

排

除

し

、

で

き

る

限

り

根

拠

の

あ

る

近

年

の

記

事

を

正

確

に

採

録

し

よ

う

と

し

た

。

そ

の

た

め

、

他

の

史

料

で

は

見

出

せ

な

い

よ

う

な

貴

重

な

肉

声

が

記

録

さ

れ

、

中

国

の

官

撰

史

書

と

は

異

な

る

庶

民

的

・

日

常

的

世

界

を

映

し

出

し

て

い

る

貴

重

な

文

献

資

料

と

さ

れ

る
（

５

）

。

次

表

は

、

『

夷

堅

志

』

三

十

二

志

存

逸

表

で

あ

る

。 

 

表

一 

『

夷

堅

志

』

三

十

二

志

存

逸

表

（

灰

色

部

分

は

散

逸

し

た

志

） 

       

 

『

夷

堅

志

』

の

三

十

二

志

は

、

一

時

期

に

完

成

さ

れ

た

も

の

で

は

な

く

、

洪

邁

の

八

十

歳

の

生

涯

の

ほ

と

ん

ど

を

か

け

て

、

紹

興

末

年

の
『

夷

堅

志

甲

志

』
二

十

巻

を

皮

切

り

に

、
数

年

間

隔

で
（

第

二

編

で

あ

る
『

夷

堅

志

支

志

』
を

入

れ

る

と

数

ヶ

月

間

隔

で

）
逐

次

編

纂
・
出

版

さ

れ

た

。
こ

れ

は

、
成

立

時

期

の

隔

た

り

、
出

版

地

域

の

広

さ

の

点

で

、
小

説

の

出

版

史

に

お

い

て

希

有

の

も

の

で

あ

る

。

特

に

、

初

志

で

あ

る

『

夷

堅

志

甲

志

』

が

読

者

の

間

で

大

い

に

人

気

を

呼

び

、

各

地

の

士

大

夫

た

ち

が

洪

邁

の

も

と

に

異

聞

を

寄

せ

た

た

め

、

従

来

の

小

説

の

成

書

モ

デ

ル

と
異
な
り
、
大
衆
記
事
と
逸
話
を
掲
載
す
る
今
日
の
雑
誌
・
新

聞

の

出

版

モ

デ

ル

に

類

似

し

て

い

夷

堅

志  

初  

志  

甲 志  存  

乙 志  存  

丙 志  存  

丁 志  存  

戊 志   

 

 

己 志  

庚 志  

辛 志  

壬 志  

癸 志  

夷

堅

志  

支

志  

支 甲 志  存  

支 乙 志  存  

支 景 志  存  

支 丁 志  存  

支 戊 志  存  

支 己 志   

支 庚 志  存  

支 辛 志   

支 壬 志   

支 癸 志  存  

夷

堅

志  

三

志  

三 甲 志   

三 乙 志   

三 景 志   

三 丁 志   

三 戊 志   

三 己 志  存  

三 庚 志   

三 辛 志  存  

三 壬 志  存  

三 癸 志   

夷

堅

志

四

志  

四 甲 志   

四 乙 志   
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る

。

し

か

し

な

が

ら

、

そ

の

反

面

、

巻

帙

が

多

く

編

纂

時

期

も

分

散

し

て

い

た

た

め

、

宋

代

に

お

い

て

一

括

上

梓

さ

れ

る

こ

と

は

な

か

っ

た

。

ま

た

当

時

の

読

者

の

中

で

、

『

夷

堅

志

』

の

三

十

二

志

全

部

を

手

に

入

れ

た

人

が

ど

れ

ぐ

ら

い

存

在

し

て

い

た

か

、

確

認

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

。
実

際

に

は

、
南

宋

時

代

を

通

じ

て
『

夷

堅

志

』
全

本

の

現

物

の

存

在

を

示

唆

す

る

記

述

は

極

め

て

少

な

い

。

し

か

も

宋

末

に

至

っ

て

『

夷

堅

志

』

は

す

で

に

甚

だ

し

く

散

逸

し

た

状

態

と

な

り

、

宋

末

元

初

の

陳

櫟

が

当

時

の

状

況

を

「

今

坊

中

所

刊

僅

四

、
五

巻

」
と

述

べ

て

い

る

ほ

ど

で

あ

る

。
元

代

に

編

纂

さ

れ

た
『

宋

史

』
芸

文

志

に

も
『

夷

堅

志

甲

志

』
、
『

夷

堅

志

乙

志

』
、

『
夷
堅
志
丙
志
』
三

志

の

六

十

巻

本
と
『
夷
堅
志
丁
志
』
、
『
夷
堅
志
戊

志

』

、
『

夷

堅

志

己

志

』

、

『

夷

堅

志

庚

志

』

の

八

十

巻

本

の

二

つ

の

残

本

の

み

が

記

さ

れ

て

い

る
（

６

）

。

そ

の

た

め

、

一

般

の

元

、

明

代

の

知

識

人

に

と

っ

て

、

『

夷

堅

志

』

の

足

本

（

全

本

）

は

ど

れ

ほ

ど

存

在

す

る

の

か

に

つ

い

て

知

る

す

べ

は

な

か

っ

た

。

時

に

は

数

巻

の

み

の

選

本

、

或

い

は

い

く

つ

か

の

志

だ

け

が

『

夷

堅

志

』
の

全

体

と

認

識

さ

れ

る

こ

と

も

あ

っ

た

。
例

え

ば

、
元

代

の

沈

天

佑

は
『

夷

堅

志

』
が

三

十

二

志

あ

る

こ

と

を

知

ら

ず

、
自

分

が

持

っ

て

い

る

前

四

志
（

す

な

わ

ち
『

夷

堅

志

甲

志

』
、
『

夷

堅

志

乙

志

』
、
『

夷

堅

志

丙

志

』
、
『

夷

堅

志

丁

志

』
）
を
『

夷

堅

志

』

全

本

だ

と

考

え

た

（

第

三

章

を

参

考

）

。 

従

来
『

夷

堅

志

』
の

編

纂

の

研

究

に

お

い

て

よ

く

利

用

さ

れ

る

の

は

、
現

存

す

る
『

夷

堅

志

』
各

志

の

序

文

で

あ

る

。
洪

邁

は

絶

筆

の

『

夷

堅

志

四

乙

志

』

を

除

く

各

志

に

自

序

を

付

し

て

お

り

、

そ

の

う

ち

十

三

篇

が

現

存

す

る

。

ま

た

幸

い

な

こ

と

に

、

と

も

に

三

十

一

志

の

自

序

の

粗

筋

が

、
南

宋

の

趙

與

時

の
『

賓

退

録

』
に

残

っ

て

い

る

。
こ

の

十

三

篇

自

序

と
『

賓

退

録

』
は

、
各

志

の

成

立

時

期

、

執

筆

動

機

を

探

る

資

料

と

し

て

し

ば

し

ば

利

用

さ

れ

て

き

た

。

確

か

に

、

自

序

は

洪

邁

自

身

が

作

っ

た

も

の

な

の

で

、

信

憑

性

は

も

ち

ろ

ん

、

洪

邁

の

執

筆

時

の

心

境

に

つ

い

て

の

最

も

直

接

的

資

料

で

あ

る

に

違

い

な

い

。

と

は

い

え

、
そ

の

十

三

篇

の

中

に

、

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

と

出

版

に

関

す

る

情

報

は

少

な

く

、

特

に

序

文

の

内

容

に

対

す

る

理

解

の

相

違

に

よ

っ

て

、

後

世

で

大

き

な

意

見

の

食

い

違

い

が

生

じ

て

い

た

。

た

と

え

ば

、

初

志

で

あ

る

『

夷

堅

志

甲

志

』

の

成

立

の

時

期

に

つ

い

て

は

以

下

の

五

つ

の

説

が

あ

る

。

即

ち

、

①

一

一

六

五

年

（

魯

迅

）
（

７

）

、

②

一

一

五

九

年

（

銭

大

昕

、

大

塚

秀

高

、

『

中

国

文

言

小

説

総

目

提

要

』
（

８

）

）

③
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一

一

六

一

年

（

凌

郁

之
（

９

）

）

④

一

一

六

二

年

（

李

剣

国
（

１

０

）

）

⑤

一

一

六

〇

年

頃
（

岡

本

不

二

明

）
（

１

１

）

）

で

あ

る

。
そ

の

た

め

、

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

面

に

つ

い

て

は

様

々

な

角

度

か

ら

考

察

が

必

要

で

あ

る

。 

本

論

の

上

篇

で

は

、

ま

ず

『

夷

堅

志

』

の

記

事

提

供

者

を

取

り

上

げ

て
、
『
夷
堅
志
』
の

編

纂

特

色

、

及

び

編

纂

方

法

な

ど

様

々

な

問

題

に

つ

い

て

明

ら

か

に

し

た

い

。

次

に

上

海

図

書

館

所

蔵

の

明

鈔

本

『

夷

堅

志

乙

志

』

三

巻

に

着

目

し

調

査

し

た

結

果

に

よ

り

、

そ

れ

は

す

で

に

失

わ

れ

た

『

夷

堅

志

乙

志

』

原

刻

本

系

統

の

鈔

本

で

あ

り

、

改

作

さ

れ

る

前

の

原

刻

本

の

テ

キ

ス

ト

を

保

存

し

て

い

る

こ

と

を

明

ら

か

に

す

る

。

原

刻

本

の

テ

キ

ス

ト

を

改

作

し

た

も

の

と

詳

細

に

比

較

検

討

す

る

こ

と

で

、

南

宋

の

出

版

史

に

お

け

る

極

め

て

興

味

深

い

現

象

―

―

「

改

作

」

と

い

う

新

た

な

編

纂

活

動

の

実

態

に

光

を

当

て

る

こ

と

が

で

き

る

。

あ

わ

せ

て

、

改

作

の

背

景

と

し

て

、

南

宋

当

時

の

出

版

環

境

や

政

治

状

況

、

と

く

に

洪

邁

の

故

郷

・

饒

州

の

名

族

の

批

判

が

そ

れ

に

大

き

く

関

わ

っ

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

い

。 
 

次

に

、

本

論

の

下

篇

で

は

、

『

夷

堅

志

』

の

版

本

問

題

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

従

来

の

研

究

が

用

い

た

『

夷

堅

志

』

の

テ

キ

ス

ト

は

、

民

国

の

張

元

済

（

一

八

六

七

～

一

九

五

九

）

が

整

理

し

た

二

〇

六

巻

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』

に

基

づ

い

た

二

〇

七

巻

中

華

書

局

本

で

あ

る

。

こ

の

中

華

書

局

本

の

構

成

は

、

次

の

と

お

り

で

あ

る

。 

 

（

１

）

『

夷

堅

志

甲

志

』

、

『

夷

堅

志

乙

志

』

、

『

夷

堅

志

丙

志

』

、

『

夷

堅

志

丁

志

』

前

四

志

八

十

巻 

（

２

）

『

夷

堅

志

支

志

』

（

残

七

志

）

・

『

夷

堅

志

三

志

』

（

残

三

志

）

後

十

志

一

百

巻 

（

３

）

『

分

類

夷

堅

志

』

か

ら

輯

佚

さ

れ

た

『

夷

堅

志

補

』

二

十

五

巻 

（

４

）

諸

書

か

ら

輯

佚

さ

れ

た

『

夷

堅

志

再

補

』

、

『

夷

堅

志

三

補

』

二

巻 

 

右

の

（

１

）

と

（

２

）

は

現

存

す

る

十

四

志

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

そ

の

十

四

志

の

由

来

は

極

め

て

複

雑

で

あ

り

、

現

存

す 
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る

（

１

）

前

四

志

に

は

、

元

代

に

補

刻

に

よ

り

各

志

に

他

志

か

ら

混

入

さ

れ

た

小

説

が

存

在

し

て

い

る

。

そ

の

た

め

そ

の

内

容

か

ら

各

志

の

成

立

の

時

期

を

推

測

す

る

こ

と

は

危

険

で

あ

る

。

（

２

）

に

お

い

て

は

、

従

来

の

研

究

者

は

張

元

済

の

説

明

を

そ

の

ま

ま

採

用

し

、

そ

の

底

本

を

黄

丕

烈

所

蔵

舊

鈔

本

の

原

本

、

或

い

は

現

在

上

海

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

黄

丕

烈

校

本

と

安

易

に

見

な

し

て

し

ま

い

、

し

か

も

通

行

本

に

保

存

さ

れ

て

い

る

数

条

の

校

勘

記

を

黄

丕

烈

の

校

勘

作

業

の

結

果

と

考

え

て

い

る

が

、

実

は

根

本

的

な

訂

正

を

必

要

と

す

る
（

第

四

章

に

詳

述

）
。
こ

こ

で

は

、
『

夷

堅

志

』
の

現

存

す

る

諸

版

本

と

通

行

本

は

、
現

在

ま

で

如

何

に

伝

承

さ

れ

て

い

る

か

、

及

び

そ

れ

は

ど

の

様

な

校

訂

を

さ

れ

て

い

る

か

、

ほ

か

の

テ

キ

ス

ト

が

混

入

さ

れ

て

い

る

か

ど

う

か

に

つ

い

て

、

そ

の

実

態

を

検

討

し

て

い

き

た

い

。 

最

後

は

、

通

行

本

『

夷

堅

志

』

に

お

い

て

、

張

元

済

に

よ

っ

て

『

新

編

分

類

夷

堅

志

』

、

『

名

医

類

案

』

な

ど

諸

書

か

ら

輯

佚

さ

れ

た

も

の

と

し

て

は

、
（

３

）
と
（

４

）
の

あ

わ

せ

て

二

十

七

巻

が

あ

る

。
し

か

し

な

が

ら

、
当

時

の

整

理

に

お

い

て

、
宋

代

の

重

要

な

類

書

で

あ

る
『

医

説

』
、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

存

在

を

見

逃

し

、
逆

に
『

名

医

類

案

』
の

よ

う

な

二

次

史

料

を

利

用

し

た

の

で

、

そ

の

史

料

面

に

お

い

て

は

、

依

然

と

し

て

考

察

す

る

余

地

が

残

っ

て

い

る

。

あ

わ

せ

て

、

『

夷

堅

志

』

の

早

期

出

版

の

状

況

、

特

に

『

夷

堅

志

』
前

四

志

以

外

の
『

夷

堅

志

支

志

』
、
『

夷

堅

志

三

志

』
は

如

何

に

出

版

さ

れ

た

の

か

、
南

宋

時

代

に

ど

の

よ

う

に

引

用

さ

れ

て

保

存

さ

れ

て

い

た

の

か

、

に

つ

い

て

考

察

し

て

い

き

た

い

。 

 

二

、

本

論

文

に

関

連

す

る

先

行

研

究 

 
 

本

論

は

上

篇

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

、

下

篇

『

夷

堅

志

』

の

諸

版

本

の

研

究

と

い

う

二

つ

の

側

面

に

注

目

し

て

考

察

す

る

が

、

先

行

研

究

と

し

て

以

下

の

も

の

が

挙

げ

ら

れ

る

。 
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上

篇 

『

夷

堅

志

』

の

編

纂 

  

前

節

に

述

べ

た

如

く

、
従

来

の

研

究

は

主

に

洪

邁

自

序

を

め

ぐ

っ

て

、
『

夷

堅

志

』
の

編

纂

に

つ

い

て

研

究

が

進

ん

で

い

る

。
管

見

の

限

り

で

は

、

以

下

の

二

種

の

テ

ー

マ

に

大

別

さ

れ

る

。 

 
 

① 

編

者

洪

邁

の

立

場

か

ら

見

た

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

に

つ

い

て 

② 

『

夷

堅

志

』

三

十

二

志

の

編

纂

時

期

に

つ

い

て 

 

こ

の

①

に

関

す

る

研

究

は

、
大

塚

秀

高
「

洪

邁

と
『

夷

堅

志

』
―

―

歴

史

と

現

実

の

狭

間

に

て

」
（
『

中

哲

文

学

会

報

』
五

号

、
一

九

八

〇

年

）
、
鈴

木

靖
「

洪

皓

と

洪

邁

」
（
『

法

政

大

学

教

養

部

紀

要

』
七

四

号

、
一

九

九

〇

年

）
、
佐

々

木

美

智

子
「
『

夷

堅

志

』
執

筆

動

機

を

め

ぐ

っ

て

」

（

『

中

国

文

学

研

究

』

二

七

号

、

二

〇

〇

一

年

）

、

福

田

知

可

志

「

『

夷

堅

志

』

自

序

を

め

ぐ

る

問

題

点

」

（

『

中

国

学

志

』

、

二

〇

〇

〇

年

）

が

挙

げ

ら

れ

る

。

大

塚

氏

の

論

文

は

洪

邁

が

ど

の

よ

う

な

立

場

で

『

夷

堅

志

』

を

執

筆

し

た

の

か

、

『

夷

堅

志

』

と

従

来

の

志

怪

書

と

の

相

違

点

な

ど

に

つ

い

て

、

先

鞭

を

つ

け

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

論

文

で

は

洪

邁

の

史

官

と

し

て

の

自

己

認

識

と

、

志

怪

小

説

と

し

て

で

は

な

く

、

史

料

を

保

存

し

た

い

と

い

う

洪

邁

の

編

纂

動

機

を

指

摘

し

て

い

る

。

そ

れ

に

引

き

続

き

、

鈴

木

氏

は

、

父

の

洪

晧

が

も

た

ら

し

た

金

国

の

異

聞

か

ら

受

け

た

影

響

が

『

夷

堅

志

』

執

筆

の

動

機

に

関

わ

っ

て

い

る

と

指

摘

し

て

い

る

。

佐

々

木

氏

は

洪

邁

が

生

涯

に

亘

っ

て

『

夷

堅

志

』

の

様

な

大

部

の

志

怪

を

著

わ

し

続

け

た

理

由

を

論

じ

、

そ

の

結

果

と

し

て

、

洪

邁

自

身

が

「

奇

」

な

も

の

を

愛

す

る

こ

と

、

史

官

と

し

て

の

自

意

識

の

存

在

、

洪

邁

の

自

尊

心

と

い

う

三

点

を

挙

げ

た

。

福

田

氏

は

『

夷

堅

志

』

の

現

存

す

る

自

序

十

三

篇

の

う

ち

特

に

六

篇

を

取

り

上

げ

、

洪

邁

の

自

著

に

対

す

る

態

度

の

変

化

、

特

に

心

境

、

及

び

序

自

体

の

性

格

に

つ

い

て

論

述

し

て

い

る

。 
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そ

の

一

方

、
中

国

の

研

究

者

の

関

心

は

、
主

に
『

夷

堅

志

』
三

十

二

志

の

編

纂

時

期

に

つ

い

て

で

あ

る

。
代

表

的

な

も

の

と

し

て

、

李

剣

国
「
『

夷

堅

志

』
成

書

考

―

―

附

論

洪

邁

現

象

」
（
『

天

津

師

範

大

学

学

報

』
、
一

九

九

一

年

第

三

期

）
、
凌

郁

之
「

洪

邁

著

作

繋

年

考

証

」

（

『

文

献

』

、

二

〇

〇

〇

年

第

二

期

）

な

ど

が

あ

げ

ら

れ

る

。 

現

存

す

る

『

夷

堅

志

』

は

十

四

志

の

み

で

あ

り

、

そ

の

編

纂

の

時

期

に

つ

い

て

、

主

に

洪

邁

の

自

序

に

依

拠

し

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

三

十

二

志

の

自

序

の

中

で

、

明

確

に

編

纂

し

た

年

月

を

記

し

て

い

る

の
は
、
『
夷
堅
志
乙
志
』
、
『
夷
堅
志
丙
志
』
、
『
夷
堅
志

支
甲

志

』
、
『

夷

堅

志

支

乙

志

』
、
『

夷

堅

志
支

景

志

』
、
『

夷

堅

志
支

丁

志

』
、
『

夷

堅

志

支

戊

志

』
、
『

夷

堅

志
支

庚

志

』
、
『

夷

堅

志

支

癸

志

』
、
『

夷

堅

志

三

己

志

』
、
『

夷

堅

志

三

辛

志

』
、
『

夷

堅

志

三

壬

志

』
と

い

う

十

二

志

だ

け

で

あ

る

。

そ

の

ほ

か

、

洪

邁

が

自

序

に

曖

昧

に

記

録

し

た

こ

と

に

よ

り

、

『

夷

堅

志

』

の

各

志

の

編

纂

時

期

に

つ

い

て

の

解

明

は

、

現

状

で

は

困

難

で

あ

る

。

李

剣

国
「
『

夷

堅

志

』
成

書

考

―

―

附

論

洪

邁

現

象

」
は

、
自

序

の

み

な

ら

ず

、
収

録

さ

れ

た

小

説

の

情

報

を

利

用

し

、
従

来

の

旧

説

を

是

正

し

た

。
特

に
『

夷

堅

志

甲

志

』
の

成

書

時

期

に

つ

い

て

、
各

氏

が

自

序

に

基

づ

い

て

結

論

を

得

た

①

一

一

六

五

年
（

魯

迅

）
、
②

一

一

六

九

年
（

銭

大

昕

、
大

塚

秀

高

、
『

中

国

古

代

小

説

百

科

全

書

』
）
③

一

一

六

一

年
（

凌

郁

之

）
の

諸

説

を

否

定

し

、
従

来

の

研

究

が

注

目

し

て

い

な

か

っ

た
『

夷

堅

志

甲

志

』
巻

十

八
「

劭

昱

水

厄

」
篇

末

の

小

注

に

注

目

し

て

、
『

夷

堅

志

甲

志

』
の

完

成

時

期

に

つ

い

て

紹

興

三

十

二

年

（

一

一

六

二

）

と

い

う

結

論

を

導

き

出

し

た

。 

凌

郁

之

「

洪

邁

著

作

繋

年

考

証

」

は

『

夷

堅

志

』

を

は

じ

め

洪

邁

の

数

多

く

の

著

作

の

編

著

時

期

を

考

証

し

て

お

り

、

価

値

の

あ

る

労

作

と

言

え

る

。

凌

氏

が

二

〇

〇

六

年

に

作

成

し

た

『

洪

邁

年

譜

』

は

、

洪

邁

の

生

涯

活

動

、

著

述

な

ど

を

時

間

順

に

並

べ

て

お

り

、

洪

邁

研

究

に

お

い

て

重

要

な

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。 

そ

の

一

方

、

『

夷

堅

志

』

は

説

話

記

事

の

末

尾

に

提

供

者

の

名

前

を

記

し

て

お

り

、

そ

の

数

百

人

ほ

ど

の

提

供

者

は

『

夷

堅

志

』

の

成

書

の

取

材

網

と

言

え

る

。

こ

の

説

話

記

事

提

供

者

に

は

じ

め

て

注

目

し

た

大

塚

秀

高

は

論

文

「

洪

邁

と

『

夷

堅

志

』

―

―

歴

史

と

現

実

の

狭

間

に

て

」
（

１

２

）

の

中

で

、
「
『

夷

堅

志

』
が

編

撰

に

当

た

っ

て

整

え

た
「

取

材

網

」
に

つ

い

て

論

ず

べ

き

」
と

指

摘

し
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た

。

の

ち

岡

本

不

二

明

は

『

夷

堅

志

』

の

初

編

の

『

夷

堅

志

甲

志

』

二

十

巻

、

『

夷

堅

志

乙

志

』

二

十

巻

の

説

話

記

事

提

供

者

の

経

歴

、
洪

邁

と

の

関

係

、
提

供

記

事

の

数

な

ど

に

つ

い

て

詳

し

く

考

察

し

た
（

１

３

）

。
そ

の

結

果

、
『

夷

堅

志

甲

志

』
の

場

合

は

、
洪

氏

の

一

族

の

協

力

に

よ

る

異

聞

収

拾

、
饒

州

や

洪

州

と

い

っ

た

地

域

性

、
福

州

と

秘

書

省

で

任

職

し

た

洪

邁

の

人

脈

、
『

夷

堅

志

乙

志

』

は

洪

邁

の

親

戚

筋

、

官

僚

と

し

て

交

際

の

あ

っ

た

人

物

、

将

軍

た

ち

の

二

世

な

ど

が

多

く

の

奇

聞

・

記

事

を

提

供

し

た

こ

と

が

分

か

る

。

大

塚

氏

は

近

年

、

『

夷

堅

志

』

の

多

数

の

説

話

記

事

提

供

者

の

中

か

ら

、

洪

邁

の

三

族

（

父

族

、

母

族

、

妻

族

）

に

絞

っ

て

論

じ

、

洪

邁

と

洪

氏

家

族

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

に

つ

い

て

詳

し

く

考

察

を

行

い

、

最

後

に

『

夷

堅

志

』

の

出

版

元

の

変

化

に

つ

い

て

も

論

じ

て

い

る
（

１

４

）

。 

以

上

の

三

篇

の

論

文

は

、

『

夷

堅

志

』

の

説

話

記

事

提

供

者

に

つ

い

て

、

精

密

な

考

察

を

行

っ

て

お

り

、

そ

こ

か

ら

『

夷

堅

志

甲

志

』

、

『

夷

堅

志

乙

志

』

の

二

志

と

、

洪

氏

家

族

に

属

す

る

説

話

記

事

提

供

者

の

実

態

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。 

 

下

篇 

『

夷

堅

志

』

諸

版

本

の

研

究 

 

宋

末

に

至

っ

て

す

で

に

甚

だ

し

く

散

逸

し

た

状

態

と

な

る

『

夷

堅

志

』

は

、

残

欠

本

、

も

し

く

は

選

本

の

形

で

伝

承

さ

れ

た

。

現

存

す

る

前

四

志

の

祖

本

で

あ

る

宋

刻

元

修

本

八

十

巻

と

、

後

十

志

の

黄

丕

烈

校

抄

本

は

、

世

間

一

般

に

流

布

し

て

い

た

わ

け

で

は

な

く

、

数

少

な

い

蔵

書

家

の

貴

重

書

と

し

て

大

切

に

所

蔵

さ

れ

て

い

た

。

近

代

に

至

る

と

、

商

務

印

書

館

な

ど

新

し

い

出

版

機

構

が

時

流

に

乗

っ

て

誕

生

し

、

後

に

東

方

図

書

館

と

改

称

さ

れ

る

涵

芬

楼

も

、

商

務

印

書

館

の

図

書

館

と

し

て

光

緒

三

〇

年

（

一

九

〇

四

）

に

開

設

さ

れ

た

。

商

務

印

書

館

を

主

宰

し

た

の

は

張

元

済(

一

八

六

七

～

一

九

五

九)

で

あ

り

、

蔵

書

家

に

幅

広

い

人

脈

が

あ

る

出

版

の

大

家

で

あ

る

。

張

元

済

は

知

り

合

っ

た

蔵

書

家

か

ら

借

り

た

貴

重

な

版

本

、

及

び

涵

芬

楼

の

豊

富

な

蔵

書

を

通

じ

て

様

々

な

古

籍

を

影

印

し

て

整

理

し

た

（

例

え

ば

、

『

四

部

叢

刊

』

、

『

百

衲

本

二

十

四

史

』

）

。

一

九

二

七

年

に

張

元

済

が

整

理

し

た

二

〇

六

巻
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『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』
（

以

下

、
商

務

本

と

称

す

）
は

①

甲

、
乙

、
丙

、
丁

四

志

の

八

十

巻

厳

元

照

影

鈔

本

②

後

十

志

の
「

黄

丕

烈

校

藏

一

百

巻

舊

鈔

本

」

を

併

せ

て

整

理

し

て

、

一

般

の

読

者

に

初

め

て

公

開

し

た

も

の

で

あ

る

。

商

務

本

の

跋

文

で

は

張

元

済

が

依

拠

す

る

版

本

の

来

源

と

校

勘

過

程

を

紹

介

し

た

。

今

か

ら

見

れ

ば

、

当

時

の

閲

覧

条

件

と

跋

文

の

体

裁

に

は

限

界

が

あ

り

、

そ

の

説

明

は

厳

密

で

あ

る

と

は

言

い

難

い

。

特

に

商

務

本

は

広

く

流

布

し

て

お

り

、

さ

ら

に

現

在

の

通

行

本

で

あ

る

中

華

書

局

本

は

、

商

務

本

の

テ

キ

ス

ト

に

そ

の

ま

ま

基

づ

い

て

原

文

に

標

点

を

施

し

た

も

の

で

あ

る

の

で

、

こ

の

商

務

本

テ

キ

ス

ト

の

由

来

に

つ

い

て

考

察

が

必

要

で

あ

る

。

例

え

ば

、

従

来

の

研

究

者

は

張

元

済

の

跋

文

に

依

拠

し

て

、

通

行

本

の

後

十

志

の

底

本

は

、

黄

丕

烈

の

蔵

す

る

「

舊

抄

本

」

の

原

本

と

み

な

し

、

ま

た

通

行

本

に

保

存

さ

れ

て

い

る

数

条

の

校

勘

記

を

黄

丕

烈

の

校

勘

作

業

の

結

果

と

考

え

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

筆

者

の

考

察

に

よ

る

と

、

張

元

済

は

上

海

図

書

館

所

蔵

黄

丕

烈

抄

本

を

見

ず

に

、

袁

伯

夔

の

と

こ

ろ

か

ら

借

り

た

も

の

を

「

舊

鈔

本

」

の

原

本

と

見

な

し

て

し

ま

っ

た

。

そ

の

た

め

、

通

行

本

の

後

十

志

の

底

本

に

つ

い

て

、

後

世

で

は

そ

の

認

識

に

大

き

な

混

乱

が

生

じ

た

の

で

あ

る

。 

『

夷

堅

志

』

の

版

本

に

つ

い

て

の

本

格

的

研

究

と

い

え

る

の

は

、

張

祝

平

氏

の

「

『

分

類

夷

堅

志

』

研

究

」

（

『

華

東

師

範

大

学

学

報

』
、

一

九

九

七

年

第

三

期

）

、
「
『

夷

堅

志

』

的

版

本

研

究

」
（

『

古

籍

整

理

研

究

学

刊

』

、

二

〇

〇

三

年

第

二

期

）
、
「

祝

允

明

鈔

本
『

夷

堅

丁

志

』
対

今

本
『

夷

堅

乙

志

』
的

校

補

」
（
『

文

献

』
、
二

〇

〇

三

年

第

三

期

）
と

い

う

三

篇

が

挙

げ

ら

れ

る

。
張

氏

は

、

『

夷

堅

志

』

の

現

存

す

る

版

本

、

歴

代

書

目

の

記

録

な

ど

を

総

合

的

に

考

察

し

た

上

で

、

『

夷

堅

志

』

の

版

本

の

源

流

を

論

じ

た

。

特

に

上

海

図

書

館

所

蔵

祝

允

明

抄

本

に

着

目

し

て

、

現

在

の

通

行

本

の

テ

キ

ス

ト

と

の

様

々

な

異

同

を

指

摘

し

て

お

り

、

価

値

が

高

い

労

作

で

あ

る

。

本

論

は

、

張

氏

の

研

究

を

踏

ま

え

て

、

張

氏

が

ま

だ

考

察

し

て

い

な

い

前

四

志

の

祖

本

で

あ

る

静

嘉

堂

本

、

上

海

図

書

館

所

蔵

黄

丕

烈

校

本

な

ど

の

版

本

に

つ

い

て

文

献

的

に

考

察

を

加

え

、

注

目

さ

れ

て

い

な

い

他

志

小

説

の

混

入

問

題

、

及

び

黄

丕

烈

校

本

の

性

格

の

問

題

な

ど

に

つ

い

て

検

討

す

る

。 

 



- 10 - 
 

三

、

本

論

文

の

構

成

と

目

的 

 

本

論

文

は

、

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

と

諸

版

本

を

対

象

と

す

る

。

す

で

に

序

論

に

お

い

て

は

、

問

題

点

の

提

出

、

先

行

研

究

の

ま

と

め

を

行

っ

た

。
こ

れ

を

承

け

て

上

篇

で

は
『

夷

堅

志

支

志

』
の

記

事

提

供

者

、
及

び
『

夷

堅

志

乙

志

』
に

お

け

る

洪

邁

の

改

作

経

緯

を

考

察

す

る

。

南

宋

の

出

版

の

発

達

に

よ

っ

て

、

以

前

の

小

説

出

版

に

は

な

か

っ

た

編

纂

上

の

現

象

、

人

間

関

係

の

問

題

、

及

び

洪

邁

を

代

表

と

す

る

志

怪

小

説

の

作

者

が

そ

れ

ら

と

ど

う

向

き

合

っ

て

い

た

か

、

作

者

の

創

作

活

動

に

対

し

て

ど

の

様

な

影

響

を

与

え

た

の

か

、

書

籍

の

作

り

手

（

著

者

、

編

者

）

及

び

受

け

手

（

読

者

）

の

認

識

を

も

研

究

対

象

に

加

え

て

検

討

し

て

い

き

た

い

。 

下

篇

で

は

『

夷

堅

志

』

の

現

存

す

る

諸

版

本

を

手

が

か

り

と

し

て

、

通

行

本

に

至

る

ま

で

の

伝

来

ル

ー

ト

を

考

察

し

て

、

従

来

の

研

究

で

は

ま

だ

注

目

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

他

志

収

録

小

説

の

混

入

問

題

、

通

行

本

の

真

の

来

源

、

及

び

校

勘

記

に

保

存

さ

れ

て

い

る

散

逸

し

た

テ

キ

ス

ト

の

情

報

な

ど

、

様

々

な

具

体

的

問

題

に

つ

い

て

明

ら

か

に

し

た

い

。 

 

上

篇 

『

夷

堅

志

』

の

編

纂 

 

第

一

章 

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

と

南

宋

の

出

版

文

化 

 

本

章

で

は

、
『

夷

堅

志

』
に

お

け

る

記

事

の

末

尾

に

記

さ

れ

て

お

り

、
『

夷

堅

志

』
の

成

立

に

関

わ

る

取

材

網

と

い

え

る

数

百

人

ほ

ど

の

記

事

提

供

者

に

注

目

し

、
『

夷

堅

志

』
伝

播

の

ペ

ー

ス

の

速

さ

と

、
伝

播

方

式

の

変

化

が

文

学

作

品

に

も

た

ら

し

た

影

響

に

つ

い

て

考

察

す

る

。

更

に

、
洪

邁

は

提

供

者

が

提

供

し

た

情

報

、
記

事

の

扱

い

に

対

し

て

慎

重

な

姿

勢

を

示

し

て

い

る

こ

と

、
現

在

の

新

聞

メ

デ

イ

ア

に

よ

く

用

い

ら

れ

る

後

続

記

事

、

関

連

記

事

、

匿

名

記

事

と

い

う

出

版

方

式

も

出

て

き

た

こ

と

を

指

摘

す

る

。 
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第

二

章

『

夷

堅

志

』

の

改

作

に

つ

い

て 

 

 

『

夷

堅

志

乙

志

』

が

出

版

さ

れ

た

後

、

こ

の

中

の

い

く

つ

か

の

話

の

人

間

関

係

に

関

連

す

る

問

題

が

指

摘

さ

れ

、

洪

邁

は

や

む

を

得

ず

数

年

後

に

原

刻

本

を

削

除
・
改

作

し

、
新

た

に

刊

行

し

て

い

る

。
残

念

な

が

ら

、
そ

の

原

刻

本

の
『

夷

堅

志

乙

志

』
は

残

っ

て

お

ら

ず

、

改

作

本

の

み

が

、

元

代

に

お

い

て

補

刻

作

業

を

経

て

、

現

在

の

通

行

本

の

前

四

志

の

祖

本

と

な

っ

た

。

上

海

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る
『

夷

堅

志

乙

志

』
三

巻
（

残

）
は

、
明

代

の

祝

允

明

の

自

筆

鈔

本

で

あ

る

。
そ

の

明

鈔

本

は

失

わ

れ

た

原

刻

本
『

夷

堅

志

乙

志

』

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

た

め

、

改

作

さ

れ

て

い

な

い

原

本

の

テ

キ

ス

ト

を

保

存

し

て

い

る

こ

と

に

な

り

、

未

解

明

な

部

分

に

光

を

当

て

る

こ

と

が

で

き

る

貴

重

な

資

料

で

あ

る

。 

本

章

で

は

、

南

宋

出

版

史

に

極

め

て

興

味

深

い

現

象

―

―

「

改

作

」

と

い

う

新

た

な

編

纂

活

動

を

考

察

す

る

と

と

も

に

、

今

ま

で

注

目

さ

れ

て

い

な

い

出

版

史

の

現

象

を

明

ら

か

に

す

る

。 

 

下

篇 

『

夷

堅

志

』

諸

版

本

の

研

究 

 

第

三

章 

『

夷

堅

志

』

前

四

志

の

版

本

―

―

混

入

に

つ

い

て 

 

現

存

す

る

『

夷

堅

志

』

の

十

四

志

は

、

そ

れ

ぞ

れ

に

以

下

の

二

つ

の

源

流

を

持

つ

。 

（

１

）

『

夷

堅

志

甲

志

』

、

『

夷

堅

志

乙

志

』

、

『

夷

堅

志

丙

志

』

、

『

夷

堅

志

丁

志

』

の

八

十

巻

宋

刻

元

修

本

（

存

） 

（

２

）

『

夷

堅

志

支

志

』

（

存

七

志

）

・

『

夷

堅

志

三

志

』

（

存

三

志

）

後

十

志

の

一

百

巻

舊

鈔

本

（

已

佚

） 
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そ

の

う

ち

の

前

四

志

は

元

代

に

刊

行

さ

れ

た

八

十

卷

「

宋

刻

元

修

本

」

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

。

宋

刻

元

修

本

と

は

元

代

の

沈

天

佑

が

南

宋

の
「

閩

本

」
（

前

四

志

収

録

）
の

版

木

に
「

古

杭

本

」
か

ら

若

干

の

小

説

を

補

刻

し

、
新

た

に

印

行

し

た

も

の

で

あ

る

。
と

こ

ろ

が

、

清

代

の

厳

元

照

（

一

七

七

三

～

一

八

一

七

）

が

指

摘

し

た

よ

う

に

、

元

代

に

古

杭

本

よ

り

補

刻

さ

れ

た

小

説

の

中

に

は

も

と

の

前

四

志

の

小

説

だ

け

で

は

な

く

、
数

十

年

後

に

完

成

し

た

他

志
（
『

夷

堅

志

支

志

』
、
『

夷

堅

志

三

志

』
）
の

小

説

も

大

量

に

混

入

し

て

い

た

。
つ

ま

り

、
現

存

す

る

諸

本
『

夷

堅

志

』
の

前

四

志

の

テ

キ

ス

ト

に

は

混

乱

が

あ

る

の

で

あ

り

、
そ

れ

は
『

夷

堅

志

』
を

利

用

す

る

上

で

無

視

で

き

な

い

問

題

で

あ

る

。 

と

こ

ろ

が

、

諸

本

の

祖

本

、

即

ち

現

存

す

る

唯

一

の

宋

刻

元

修

本

は

静

嘉

堂

文

庫

に

入

っ

た

後

（

以

下

、

静

嘉

堂

本

と

称

す

）

、

補

刻

の

情

報

を

留

め

て

い

た

厳

元

照

鈔

本

も

散

佚

し

た

た

め

、

元

代

の

補

刻

に

よ

っ

て

他

志

か

ら

混

入

し

た

小

説

は

ど

の

く

ら

い

を

占

め

て

い

る

か

、

な

ぜ

他

志

の

小

説

が

混

在

し

た

の

か

、

及

び

補

刻

来

源

で

あ

る

「

古

杭

本

」

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

か

な

ど

に

つ

い

て

の

研

究

は

こ

れ

ま

で

全

く

行

わ

れ

て

い

な

い

。 

 

本

章

で

は

、

こ

の

静

嘉

堂

本

の

補

刻

葉

を

手

が

か

り

と

し

て

、

従

来

解

明

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

、

元

代

に

他

志

よ

り

混

入

し

た

小

説

の

数

と

具

体

的

な

篇

目

、
現

存

す

る
『

夷

堅

志

』
の

前

四

志

の

テ

キ

ス

ト

の

真

の

来

源

、
及

び

補

刻

来

源

の
「

古

杭

本

」
は

ど

う

い

う

も

の

で

あ

っ

た

の

か

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

考

察

を

行

う

。 

 

第

四

章

『

夷

堅

志

』

後

十

志

の

版

本

と

定

本

の

形

成 

 

通

行

本

の

『

夷

堅

志

』

の

後

十

志

の

テ

キ

ス

ト

来

源

に

つ

い

て

は

、

上

節

に

述

べ

た

よ

う

に

、

当

時

用

い

ら

れ

て

い

た

底

本

が

散

逸

し

、
し

か

も

張

元

済

の

記

述

が

厳

密

で

は

な

か

っ

た

た

め

に

、
後

世

の

認

識

に

極

め

て

大

き

な

混

乱

を

も

た

ら

し

た

。
と

こ

ろ

で

、

上

海

図

書

館

に

所

藏

さ

れ

て

い

る

黄

丕

烈

校
『

夷

堅

志

』
の

鈔

本

に

つ

い

て

は

、
黄

丕

烈

所

蔵

の
「

舊

鈔

本

」
の

原

本

で

あ

り

、
ま

た
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通

行

本

の

底

本

だ

と

考

え

ら

れ

て

き

た

が

、

今

ま

で

十

分

に

文

献

的

考

証

が

な

さ

れ

て

き

た

と

は

言

え

な

い

。 
そ

こ

で

本

章

は

、

こ

の

鈔

本

に

つ

い

て

文

献

的

考

証

を

加

え

、

通

行

本

の

底

本

（

後

十

志

）

の

成

り

立

ち

過

程

、

上

図

黄

校

本

の

真

の

性

格

、

及

び

そ

の

中

に

保

存

さ

れ

て

い

る

宋

刻

本

と

舊

鈔

本

の

情

報

に

つ

い

て

明

ら

か

に

す

る

。 

 

第

五

章 

『

夷

堅

志

』

と

南

宋

類

書 

 

『

夷

堅

志

』

の

よ

う

な

巻

数

が

厖

大

な

書

物

は

、

一

般

の

読

者

に

と

っ

て

は

入

手

が

困

難

で

あ

っ

た

。

だ

か

ら

宋

・

元

時

代

に

は

『

夷

堅

志

』

か

ら

小

説

を

選

別

し

、

さ

ら

に

分

類

を

施

し

た

『

夷

堅

志

』

の

分

類

選

本

が

世

間

に

流

通

し

て

お

り

、

こ

の

よ

う

な

分

類

選

本

こ

そ

当

時

の

人

々

に

と

っ

て

『

夷

堅

志

』

だ

と

考

え

ら

れ

て

い

た

。

そ

の

ほ

か

、

宋

代

に

出

版

さ

れ

た

医

薬

類

書

に

も

、

膨

大

な
『

夷

堅

志

』
の

小

説

が

保

存

さ

れ

て

い

る

。
本

来

の
『

夷

堅

志

』
に

収

録

さ

れ

て

い

な

が

ら

、
現

在

に

散

逸

し

た

小

説

は

多

く

、

そ

の

医

薬

類

書

の

中

に

、
『

医

説

』
と
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

よ

う

な

当

時

刊

行

さ

れ

た

宋

刻

本

が

い

く

つ

か

存

在

し

て

い

る

の

で

、

最

も

重

要

な

輯

佚

来

源

と

言

え

、

更

に

、

こ

の

記

載

か

ら

『

夷

堅

志

』

の

当

時

の

出

版

事

情

を

窺

う

こ

と

も

で

き

る

。 

通

行

本

『

夷

堅

志

』

に

お

い

て

、

張

元

済

に

よ

っ

て

『

分

類

夷

堅

志

』

、

『

名

医

類

案

』

な

ど

諸

書

か

ら

輯

佚

し

た

も

の

は

、

二

十

七

巻

が

あ

る
（

即

ち

冒

頭

で

述

べ

た
『

夷

堅

志

補

』
二

十

五

巻

と

諸

書

か

ら

輯

逸

さ

れ

た
『

再

補

』
、
『

三

補

』
）
。
し

か

し

な

が

ら

、
張

元

済

は

宋

代

の

重

要

な

医

学

類

書

で

あ

る
『

医

説

』
、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
を

見

逃

し

て

お

り

、
か

え

っ

て
『

名

医

類

案

』
の

よ

う

な

二

次

史

料

を

利

用

し

て

し

ま

っ

た

。
そ

の

ほ

か

、
『

夷

堅

志

』
の

早

期

出

版

の

状

況

、
特

に
『

夷

堅

志

』
前

四

志

以

外

の

各

志

の

出

版

に

つ

い

て

は

、
長

ら

く

不

明

の

ま

ま

で

あ

る

。
本

章

に

お

い

て

は

、
『

夷

堅

志

』
の

選

本

と
『

夷

堅

志

』
を

引

用

し

た

南

宋

分

類

類

書

の

伝

承

関

係

、

引

用

来

源

な

ど

を

考

察

し

て

、

当

時

の

『

夷

堅

志

』

各

志

の

出

版

状

況

を

明

ら

か

に

す

る

。 

以

上

、

本

論

文

は

『

夷

堅

志

』

に

つ

い

て

、

文

献

学

的

方

法

を

用

い

て

考

証

し

、

そ

の

編

纂

と

諸

版

本

に

つ

い

て

総

合

的

に

研

究
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し

た

も

の

で

あ

る

。 

 

  

注 （

１

）

『

夷

堅

志

』

に

収

録

さ

れ

た

異

聞

奇

談

は

、

複

数

の

ジ

ャ

ン

ル

に

属

す

る

の

で

、

本

論

は

ジ

ャ

ン

ル

に

よ

り

異

な

る

呼

称 

（

小

説

、

記

事

、

逸

話

）

を

用

い

る

。 

（

２

）

魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
』
、
「
宋
之
志
怪
與
傳
奇
文
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
と
程
毅
中
『
宋
元
小
説
研
究
』
（
江
蘇
古 

籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
を
参
考
に
し
た
。 

（
３
）
大
塚
秀
高
「
明
代
後
期
に
お
け
る
『
夷
堅
志
』
と
そ
の
影
響
」
（
『
夷
堅
志
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
第
二
一
五
頁
を

参
照
。 

（
４
）
『
夷
堅
志
』

の
各
小

志
は
天
干
の
順

に
よ
っ

て
配
列
さ
れ
て

い
る
が

、
『
夷
堅
志
支

景
志
』

の
序
文
に
よ
る
と
、
洪

邁
は
曾
祖
父
の

諱
（

洪
炳
）
を
避
け

て
、
『

夷
堅
志
支
志
』

か
ら
「

丙
」
を
「
景
」

と
改
字

し
た
と
い
う
。 

（
５
）
伊
原
弘
「
序
言 

臨
安
の
街
角
で
『
週
刊
宋
代
』
を
読
む
と
」
）
（
『
夷
堅
志
の
世
界
』
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
第
四
頁
）
。 

（
６
）
元
脱
脱
等
『
宋
史
』
（
中
華
書
局
、
第
十
五
冊
芸
文
志
、
一
九
八
五
）
、
第
五
二
二
七
頁
。 

（
７
）
魯
迅
「
馬
上
支
日
記
」
一
九
二
六
年
七
月
十
二
日
『
語
絲
』
週
刊
第
八
十
七
期
原
載
。
『
魯
迅
全
集 

第
三
巻
』
（
一
九
八
二
年
、
人 

 
 

 

民
文
学
出
版
社
）
所
収
。 

 

（
８
）
そ
れ
ぞ
れ
銭
大
昕
『
洪
文
敏
公
年
譜
』
（
呉
洪
沢
、
尹
波
主
編
『
宋
人
年
譜
叢
刊
』
第
九
冊
、
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
に
収 

 
 

 

録
）
、
第
五
五
七
〇
頁
。
大
塚
秀
高
「
洪
邁
と
『
夷
堅
志
』
―
歴
史
と
現
実
の
狭
間
に
て
」
（
『
中
哲
文
学
会
報
』
第
五
号
、
一
九
八 
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〇
年
）
。
寧
稼
雨
『

中

国

文

言

小

説

総

目

提

要

』

（

斉

魯

書

社

、

一

九

九

六

）

、

第

一

三

八

頁

。 

（
９
）
凌

郁

之

『

洪

邁

年

譜

』

（

上

海

古

籍

出

版

社

、

二

〇

〇

六

年

）

、

第

一

四

三

頁

。 

（

１ ０
）
李

剣

国

「

『

夷

堅

志

』

成

書

考

」

（

天

津

師

範

大

学

学

報

、

一

九

九

一

年

第

三

期

）

。 

（

１ １
）

岡

本

不

二

明

「
『
夷
堅
志
』
甲
志
二
十
巻
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
（
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
、
二
一
号
、
一
九
九
四
年
）
」 

（

１ ２
）
大
塚
秀
高
「
洪
邁
と
『
夷
堅
志
』
―
―
歴
史
と
現
実
の
狭
間
に
て
」
（
『
中
哲
文
学
会
報
』
五
号
、
一
九
八
〇
年
）
。 

（

１ ３
）
岡
本
不
二
明
「
『
夷
堅
志
』
甲
志
二
十
巻
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
（
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
、
第
二
一
号
、
一
九
九
四
年
）
及

び
「
『
夷
堅
志
』
乙
志
二
十
巻
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
（
『
岡
山
大
学
文
学
部
紀
要
』
、
第
二
三
号
、
一
九
九
五
年
）
。 

（

１ ４
）
大
塚
秀
高
「
『
夷
堅
志
』
は
如
何
に
し
て
成
っ
た
か
―
―
洪
邁
三
族
の
『
夷
堅
志
』
編
纂
に
果
た
し
た
役
割
」
（
『
饕
餮
』
、
第
二 

三
号
、
二
〇
一
五
年
）
。 
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上
篇 

『
夷
堅
志
』
の
編
纂 
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第

一

章 

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

と

南

宋

の

出

版

文

化 

 一
、
洪
邁
と
『
夷
堅
志
』
の
編
纂 

 

ま

ず

、

『

夷

堅

志

』

の

著

者

で

あ

る

洪

邁

に

つ

い

て

そ

の

生

涯

に

つ

い

て

簡

単

に

紹

介

し

て

お

く

。 

洪

邁
（

一

一

二

三

～

一

二

〇

二

）
、
字

は

景

盧

、
号

は

容

斎

、
諡

は

文

敏

、
饒

州

鄱

陽
（

現

在

の

江

西

省

上

饒

市

鄱

陽

県

）
の

人

で

あ

る

。

父

の

洪

皓

は

、

南

宋

建

炎

三

年

（

一

一

二

九

）

に

金

国

に

使

者

と

し

て

赴

き

、

そ

の

ま

ま

十

五

年

に

わ

た

っ

て

北

方

に

抑

留

さ

れ

、

紹

興

十

三

年
（

一

一

四

三

）
つ

い

に

帰

国

を

果

た

し

た

。
当

時

、
忠

臣

の

誉

れ

高

い

人

物

と

言

わ

れ

て

い

た

。
著

作

に

は

金

国

の

見

聞

を

記

し

た

筆

記
『

松

漠

紀

聞

』
が

あ

る

。
洪

邁

は

洪

皓

の

三

男

で

あ

る

が

、
兄

の

洪

适
・
洪

遵

も

文

名

が

高

い

学

者
・
官

員

で

世

に
「

三

洪

」

と

呼

ば

れ

た

。
洪

邁

は

紹

興

十

五

年 
(

一

一

四

五)
 

に

進

士

に

及

第

し

、
地

方

の

知

州

と

起

居

郎

，
中

書

舎

人

な

ど

の

職

を

歴

任

し

て

、

の

ち

淳

熙

十

三

年
（

一

一

八

六

）
に

は

翰

林

学

士

に

昇

進

し

、
監

修

国

史

を

兼

ね

、
四

朝
（

神

宗

・

哲

宗

・
徽

宗

・

欽

宗

）
の

国

史

を

編

纂

し

た

。

編

著

作

の

数

は

多

い

が

、

大

半

は

散

逸

し

て

お

り

、

現

存

す

る

の

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。 

 

①

『

夷

堅

志

』

四

百

二

十

巻

（

現

存

約

二

百

零

七

巻

） 

②

『

容

斎

随

筆

』

七

十

四

巻 

③

『

万

首

唐

人

絶

句

』

一

百

巻

（

編

集

） 

④

『

史

記

法

語

』

、

『

南

朝

史

精

語

』

、

『

経

子

法

語

』

（

編

集

） 

 

こ

の

中

に

は

、
鬼

怪

、
異

聞

、
詩

詞

歌

賦

、
医

薬

に

ま

で

及

ぶ

異

聞

奇

譚

集
『

夷

堅

志

』
と

随

筆

で

あ

る
『

容

斎

随

筆

』
が

あ

り

、
い

ず

れ

も

洪

邁

が

没

す

る

直

前

ま

で

著

述

し

続

け

た

も

の

で

あ

る
（
『

夷

堅

志

』
の

第

四

編

、
『

容

斎

随

筆

』
の

五

筆

は

未

完

成

の

状

態

と

考

え

ら

れ

る

）

。

以

下

、

洪

邁

の

生

涯

と

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

に

関

す

る

事

項

を

ま

と

め

て

、

次

表

に

示

す
（

１

）

。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B7%B3%E7%86%99
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%AE%97_(%E5%AE%8B)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%93%B2%E5%AE%97_(%E5%AE%8B)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%BD%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AC%BD%E5%AE%97
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B9%E6%96%8E%E9%9A%8F%E7%AD%86


- 18 - 
 

                   

年 代  年 齢  履 歴 『夷堅志』関連事項 

宣和五年（1123） 
靖康二年（1127） 
 
建炎三年（1129） 
紹興八年（1138） 
紹興十三（1143） 
紹興十五（1145） 
紹興十七（1147） 
紹興十八（1148） 
紹興二五（1155） 
紹興二八（1158） 

紹興二九（1159） 
紹興三二（1162） 
乾道二年（1166） 
 
乾道六年（1170） 
乾道七年（1171） 
乾道八年（1172） 
淳熙四年（1177） 
淳熙七年（1180） 
紹熙二年（1191） 
紹熙四年（1193） 
紹熙五年（1194） 
慶元元年（1195） 
 
慶元二年（1196） 
  
 
慶元三年（1197） 
 
慶元四年（1198） 
 
 
嘉泰二年（1202） 
 

 

1 歳  

5 歳  

 

7 歳  

1 6 歳  

2 1 歳  

2 3 歳  

2 5 歳  

2 6 歳  

3 3 歳  

3 6 歳  

3 7 歳  

4 0 歳  

4 4 歳  

 

4 8 歳  

4 9 歳  

5 0 歳  

5 5 歳  

5 8 歳  

6 9 歳  

7 1 歳  

7 2 歳  

7 3 歳  

 

7 4 歳  

 

 

7 5 歳  

 

7 6 歳  

 

 

8 0 歳  

 

 

秀州（浙江嘉興市）に生まれる 
北宋の都の開封は金国により陥
落、以後、南宋再興。 
父洪晧は金国に派遣、抑留される 
母の葬に服すために、無錫に行く 
父洪晧は帰国する 
臨安に赴き進士に及第 
父に従い、英州・虔州に遷す 
福州教授の任に赴く 
10 月に父洪晧は没する 
臨安で秘書省校書郎に任ざれる 
兼国史院編修官 
秋、一時免官、郷里の饒州に帰る 
6 月に知吉州に任ぜられる、10 月
に臨安に召される 
知贛州となる 
 
 
知建寧府となる 
秋、建寧府の任を解かれる 
紹興府の任を解かれ、郷里に帰る 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
歿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『甲志』成る 
12 月『乙志』成り、会稽で刻す 
 
 
『丙志』成る 
会稽本を赣州で重刻す 
 
建寧府で前四志を刻す 
 
『壬志』成る 
『癸志』『支甲』成る 
２月：『支乙』成る 
10 月：『支景』成る 
2 月：『支丁』成る 
7 月：『支戊』成る 
12 月：『支庚』成る 
4 月：『支壬』成る 
5 月：『支癸』成る 
4 月：『三志己』成る 
6 月：『三志辛』成る 
9 月：『三志壬』成る 
『四乙志』成る 
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こ
の
表
に
お
い
て
、
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
『
夷
堅
志
甲
志
』
、
『
夷
堅
志
乙
志
』
、
『
夷
堅
志
丙
志
』
の
編
纂
は
長
い
時
間
（
殆
ど
数
年
）
か
か

っ
た
が
、
の
ち
の
『
夷
堅
志
壬
志
』
か
ら
の
編
纂
ペ
ー
ス
は
次
第
に
早
く
な
り
、
と
く
に
慶
元
二
年
二
月
以
後
は
、
ほ
と
ん
ど
三
、
四
ヶ
月
と

い
う
極
め
て
短
い
時
間
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
編
纂
ペ
ー
ス
が
早
く
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
次
節
で
検
討
し
た
い
。 

 
 

二
、
記
事
提
供
者
か
ら
見
た
『
夷
堅
志
』
の
編
纂 

 

『
夷
堅
志
乙
志
』
の
序
文
に
よ
る
と
、
洪
邁
の
記
事
採
録
の
基
準
は
「
遠
く
遡
っ
て
も
一
甲
子
（
即
ち
六
十
年
）
ま
で
、
み
な
記
憶
が
確
か

な
範
囲
内
で
あ
り
、
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
基
づ
く
と
こ
ろ
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
（

２

）
」
。
そ
の
他
、
話
の
信
憑
性
を
高
め
る
た
め
に
、
説

話
記
事
の
末
尾
に
提
供
者
の
名
前
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
数
百
人
ほ
ど
の
提
供
者
は
『
夷
堅
志
』
の
取
材
網
を
形
成
す
る
。
洪
邁
に
情
報
提
供

し
た
者
の
中
に
は
、
科
挙
前
の
夢
・
予
兆
を
解
釈
す
る
読
書
人
、
自
分
の
公
正
な
裁
き
を
社
会
へ
周
知
さ
せ
た
い
地
方
官
、
名
声
を
博
す
る
僧

侶
、
医
術
の
高
さ
を
誇
る
医
者
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
が
存
在
し
、
各
種
の
目
的
を
以
て
、
逸
話
・
記
事
を
採
集
・
創
作
し
て
伝
え
た
。

こ
こ
か
ら
宋
代
社
会
の
意
識
、
生
活
ス
タ
イ
ル
、
特
に
情
報
伝
播
の
実
態
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
、
序
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
夷
堅
志
』
の
編
纂

研
究
に
つ
い
て
は
、
残
っ
て
い
る
『
夷
堅
志
』
各
志
の
序
文
に
注
目
す
る
こ
と
が
多
く
、
記
事
提
供
者
を
通
じ
て
の
『
夷
堅
志
』
の
編
纂
方
式
・

特
色
に
つ
い
て
は
研
究
が
少
な
か
っ
た
。
本
章
は
、
四
大
編
（
『
夷
堅
志
初
志
』
、
『
夷
堅
志
支
志
』
、
『
夷
堅
志
三
志
』
、
『
夷
堅
志
四
志
』
）
の
中

で
最
も
し
っ
か
り
と
保
存
さ
れ
て
い
る
『
夷
堅
志
支
志
』
の
記
事
提
供
者
を
中
心
と
し
て
、『
夷
堅
志
』
の
編
纂
と
記
事
提
供
者
、
編
纂
特
色
、

及
び
編
纂
方
法
な
ど
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

紹
熙
元
年
（
一
一
九
〇
）
十
二
月
、
洪
邁
は
知
紹
興
府
職
を
離
れ
て
故
郷
で
あ
る
饒
州
に
帰
り
、
そ
れ
以
後
の
十
二
年
間
は
ほ
と
ん
ど
故
郷

で
『
夷
堅
志
』
、
『
容
斎
随
筆
』
を
編
集
し
続
け
て
い
た
。
『
夷
堅
志
甲
志
』
、
『
夷
堅
志
乙
志
』
の
記
事
提
供
者
は
主
に
洪
氏
家
族
、
洪
邁
と
交
際

の
あ
る
官
僚
、
及
び
官
僚
の
弟
子
で
あ
る
。
こ
の
十
一
年
間
、
政
治
の
中
心
を
離
れ
て
余
裕
の
あ
る
故
郷
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
洪
邁
は
、
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ど
の
よ
う
に
し
て
記
事
を
提
供
さ
れ
て
、
編
纂
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 （
一
）
「
専
業
」
記
事
提
供
者
に
つ
い
て 

 

洪
邁
が
饒
州
に
帰
っ
た
後
、
収
録
し
た
記
事
は
主
に
饒
州
、
特
に
鄱
陽
県
を
中
心
と
し
て
、
近
く
の
余
干
県
、
浮
梁
県
、
楽
平
県
、
徳
興
県
、

安
仁
県
、
南
康
軍
な
ど
の
記
事
で
あ
り
、
『
夷
堅
志
初
志
』
よ
り
特
定
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
夷
堅
志
支
志
』
の
提
供
者
は

以
下
の
四
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
は
饒
州
に
勤
め
た
地
方
官
で
あ
り
、
例
え
ば
、
知
饒
州
事
、
提
点
坑
冶
鋳
銭
公
事
を
務
め
た

黄
堂
、
江
南
東
路
提
点
刑
獄
を
務
め
た
王
厚
之
、
二
は
洪
邁
の
親
戚
で
あ
り
、
特
に
各
地
で
地
方
官
を
務
め
た
息
子
、
孫
、
姪
孫
、
姪
な
ど
、

三
は
饒
州
の
士
人
、
例
え
ば
、
朱
従
龍
、
張
玘
、
四
は
各
地
を
行
脚
す
る
郎
中
（
医
者
）
と
饒
州
の
寺
院
の
僧
侶
な
ど
で
あ
る
。
各
階
層
の
提

供
者
は
、
様
々
な
階
層
に
つ
い
て
の
記
事
を
提
供
し
、
同
時
代
の
読
者
は
他
の
階
層
、
特
に
名
門
・
高
官
の
秘
事
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
の
う
ち
、
一
人
だ
け
で
十
数
件
、
或
い
は
数
十
件
を
提
供
し
、
ま
た
数
年
に
亘
っ
て
積
極
的
に
各
地
で
取
材
を
行
っ
た
記
事
提
供
者
が
き

わ
め
て
目
を
引
く
。
今
残
っ
て
い
る
『
夷
堅
志
初
志
』
の
前
四
志
を
見
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
記
事
は
提
供
者
が
一
時
的
に
洪
邁
に
伝
え
る
の
で
、

採
集
し
た
記
事
数
は
き
わ
め
て
限
り
が
あ
り
、
『
夷
堅
志
甲
志
』
二
十
巻
の
中
に
収
録
さ
れ
た
最
大
の
提
供
者
で
あ
る
虞
允
文
は
八
件
、
『
夷
堅

志
乙
志
』
に
お
け
る
最
大
の
提
供
者
で
あ
る
辺
維
岳
は
五
件
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
夷
堅
志
丙
志
』
、『
夷
堅
志
丁
志
』
に
至
っ
て
、

特
に
『
夷
堅
志
支
志
』
に
至
っ
て
、
数
十
、
さ
ら
に
百
件
以
上
を
提
供
し
た
者
が
現
れ
る
。
例
え
ば
、
『
夷
堅
志
支
甲
志
』
十
巻
に
お
い
て
、
朱

従
龍
が
三
巻
（
全
三
九
件
）
、
鄧
直
清
も
三
巻
、
『
夷
堅
志
支
庚
志
』
に
お
い
て
、
呉
良
吏
は
三
巻
（
全
四
五
件
）
、
呂
徳
卿
は
二
十
件
を
提
供
し

た
。
『
夷
堅
志
支
志
』
の
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
重
要
な
提
供
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
件
以
上
の
記
事
を
提
供
し
て
い
る
。 

特
に
注
目
す
べ
き
は
、
自
ら
記
事
の
真
偽
の
確
認
、
逸
話
の
関
係
者
へ
の
取
材
を
行
っ
た
「
専
業
」
提
供
者
で
あ
る
。『
支
庚
志
』
巻
六
の
「
潘

統
制
妾
」
は
、
武
官
の
潘
璋
の
妾
が
方
術
に
精
通
し
て
、
あ
る
日
突
然
行
方
不
明
に
な
る
と
い
う
伝
奇
的
性
格
の
話
で
あ
る
。
そ
の
話
の
提
供
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者
で
あ
る
呉
溱
は
鄱
陽
県
の
士
人
で
あ
り
、
湖
北
で
目
撃
者
の
「
秦
生
」
か
ら
潘
璋
と
妾
の
事
を
取
材
し
、
ま
た
江
西
廬
州
で
潘
璋
本
人
と
逢

い
、
そ
の
事
の
詳
細
を
得
た
（
訪
得
本
末
甚
詳
（

３

）
）
。
そ
れ
だ
け
な
く
、
三
年
後
、
呉
溱
は
四
川
で
呉
漢
英
と
い
う
関
係
者
に
、
潘
璋
と
妾
の

以
後
の
行
方
に
つ
い
て
詳
し
く
た
ず
ね
た
。『
夷
堅
志
支
甲
志
』
か
ら
の
各
志
に
お
い
て
、
呉
溱
の
よ
う
な
、
洪
邁
の
代
わ
り
に
、
積
極
的
に
異

聞
奇
談
を
採
集
し
、
さ
ら
に
そ
の
事
件
の
目
撃
者
、
関
係
者
に
訪
ね
て
詳
し
く
調
査
を
し
た
「
専
業
」
記
事
提
供
者
も
続
々
と
出
て
く
る
。
ま

た
複
数
の
記
事
の
来
源
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
を
忠
実
に
洪
邁
に
提
供
し
、
客
観
性
を
保
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
夷
堅
志
支
志
』
で
活
躍
し
た

記
事
提
供
者
で
あ
る
鄭
栗
は
福
建
莆
田
の
人
で
あ
り
、
饒
州
に
勤
め
た
期
間
に
洪
邁
に
多
数
の
福
建
の
記
事
を
提
供
し
た
。『
夷
堅
志
支
庚
志
』

巻
三
「
黄
瓊
州
」
は
、
福
州
の
士
人
で
あ
る
黄
揆
が
不
吉
な
預
言
に
で
あ
い
、
海
南
で
亡
く
な
っ
た
話
で
あ
る
。
鄭
栗
は
そ
の
話
の
末
尾
に
「
黄

之
姪
所
説
微
不
同
（
黄
（
揆
）
の
姪
が
語
る
こ
と
と
僅
か
に
異
な
る
（

４

）
）
」
と
加
え
、
関
係
者
で
あ
る
黄
揆
の
姪
が
話
し
た
別
の
系
統
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
追
加
し
て
い
る
。
ま
た
、『
夷
堅
志
支
甲
志
』
巻
九
「
関
王
幞
頭
」
で
は
、
提
供
者
で
あ
る
朱
従
龍
が
自
分
の
質
疑
も
最
後
に
加
え
て
、

さ
ら
に
「
之
を
蜀
客
に
質
問
す
べ
き
（

５

）
」
だ
と
い
う
。
そ
の
当
時
の
地
方
士
人
と
地
方
官
は
往
々
に
し
て
仕
学
に
よ
り
各
地
を
巡
り
歩
き
、

各
地
の
異
聞
奇
談
を
大
量
に
採
集
し
、
整
理
し
た
。
そ
し
て
饒
州
に
帰
っ
た
際
に
洪
邁
に
提
供
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

（
二
）
『
夷
堅
志
支
志
』
の
編
纂
方
針 

 

増
加
し
た
記
事
提
供
者
は
『
夷
堅
志
』
の
編
纂
に
際
し
て
、
豊
富
な
説
話
を
提
供
し
た
。
そ
の
た
め
、
『
夷
堅
志
』
の

編

纂

ペ

ー
ス
は
極
め

て
早
く
な
っ
た
。 

『
夷
堅
志
支
志
』
の
最
初
の
『
夷
堅
志
支
甲
志
』
の
序
文
は
、
初
編
の
十
志
の
成
書
を
振
り
返
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

『
夷
堅
』
之
書
成
、
其
志
十
、
其
巻
二
百
、
其
事
二
千
七
百
有
九
。
蓋
始
末
凡
五
十
二
年
、
自
『
甲
』
至
『
戊
』
、
幾
占
四
紀
、
自
『
己
』
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至
『
癸
』
、
才
五
歳
而
已
。
其
遲
速
不
侔
如
是
（

６

）
。 

 

『
夷
堅
』
の
書
は
完
成
し
、
其
の
志
は
十
、
其
の
巻
は
二
百
、
其
の
事
は
二
千
七
百
九
で
あ
る
。
凡
そ
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
全
て
五
十 

二
年
で
、
『
甲
』
よ
り
『
戊
』
に
至
る
ま
で
は
、
幾
ど
四
紀
を
占
め
、
『
己
』
よ
り
『
癸
』
に
至
る
と
、
わ
ず
か
五
年
し
か
か
か
ら
な
か
っ 

た
。
其
の
速
い
遅
い
が
等
し
く
な
い
の
は
こ
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

序
文
で
は
、
『
夷
堅
志
甲
志
』
、
『
夷
堅
志
乙
志
』
、
『
夷
堅
志
丙
志
』
、
『
夷
堅
志
丁
志
』
、
『
夷
堅
志
戊
志
』
の
編
纂
が
長
い
時
間
（
約
四
十
八
年
）

か
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
の
ち
の
『
夷
堅
志
己
志
』
か
ら
『
夷
堅
志
癸
志
』
に
か
け
て
の
編
纂
ペ
ー
ス
が
速
い
こ
と
に
感
嘆
し
て
い
る
。『
夷

堅
志
支
甲
志
』
の
成
書
の
わ
ず
か
八
ヶ
月
後
、
第
二
志
で
あ
る
『
夷
堅
志
支
乙
志
』
十
巻
の
編
纂
も
終
わ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
各
志
の
編
纂
期

間
が
次
第
に
早
く
な
り
、
『
夷
堅
志
支
景
志
』
序
文
に
、 

 

歳
兩
月
、
『
支
乙
』
成
、
十
月
、
『
支
景
』
成
、
書
之
速
就
、
視
前
時
又
過
之
（

７

）
。 

 

今
歳
の
二
月
に
、
『
支
乙
』
は
完
成
し
、
十
月
、
『
支
景
』
は
完
成
し
た
。
成
書
は
以
前
に
比
べ
る
と
速
い
。 

 

と
あ
る
。
と
く
に
慶
元
二
年
三
月
以
後
は
、
ほ
と
ん
ど
三
、
四
ヶ
月
と
い
う
極
め
て
短
い
時
間
し
か
要
し
な
か
っ
た
。
そ
の
編
纂
・
出
版
ペ
ー

ス
の
速
さ
の
た
め
か
、
あ
る
記
事
は
昔
の
志
怪
小
説
の
内
容
と
大
体
同
じ
だ
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
洪
邁
は
や
む
を
得
ず
『
夷
堅
志
支

甲
志
』
序
文
で
、
世
の
中
の
事
は
「
有
萬
不
同
」
と
弁
明
し
、
同
じ
事
件
の
異
な
る
記
述
の
意
義
を
強
調
し
た
。
例
え
ば
、
『
夷
堅
志
支
丁
志
』

巻
六
「
証
果
寺
習
業
」
と
『
夷
堅
志
補
』
巻
十
六
採
録
の
「
嵊
県
山
庵
」
の
粗
筋
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
発
生
地
方
（
明
州
と
会
稽
）
と
最
後
の
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結
末
に
は
相
違
が
あ
る
。
洪
邁
は
「
証
果
寺
習
業
」
の
最
後
に
「
姑
復
書
之
、
以
広
異
述
（

８

）
（
ひ
と
ま
ず
再
び
之
を
書
い
て
、
異
な
る
記
述

を
広
げ
る
）
」
と
編
纂
意
見
を
書
い
た
。
そ
の
「
異
述
」
と
は
、
ま
さ
に
逸
話
の
流
伝
に
よ
っ
て
現
れ
る
異
な
る
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
こ
と
で
あ

る
。
異
議
を
受
け
た
洪
邁
は
自
分
の
編
纂
基
準
に
つ
い
て
、
話
の
異
同
を
保
存
す
る
た
め
と
い
う
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
今
日
の

研
究
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
「
以
広
異
述
」
の
編
纂
方
針
を
取
っ
た
か
ら
こ
そ
、
記
事
の
流
伝
に
よ
っ
て
生
じ
た
各
種
貴
重
な
テ
キ
ス

ト
が
現
在
ま
で
『
夷
堅
志
』
の
中
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
の
他
、
以
上
の
よ
う
な
外
部
の
批
判
を
免
れ
る
た
め
に
、
洪
邁
自
身
は
あ
る
記
事
に
対
す
る
自
分
の
疑
問
を
書
き
加
え
て
い
た
。
例
え
ば
、

『
夷
堅
志
支
癸
志
』
巻
八
「
趙
十
七
總
幹
」
で
は
、
洪
邁
が
主
人
公
及
び
そ
の
子
の
知
り
合
い
か
ら
そ
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、

末
尾
に
「
未
聞
夢
異
（

９

）
」
と
疑
い
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
。
ま
た
、
『
夷
堅
志
支
癸
志
』
巻
二
に
収
録
さ
れ
た
「
楊
教
授
母
」
で
は
、

記
事
提
供
者
に
よ
れ
ば
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）
に
主
人
公
で
あ
る
楊
光
が
科
挙
に
合
格
し
た
と
い
う
が
、
洪
邁
が
『
登
科
記
』
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
そ
の
年
に
楊
光
の
名
前
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
末
尾
に
自
ら
の
疑
問
を
記
し
た
。 

要
す
る
に
、
増
加
し
た
専
業
記
事
提
供
者
の
出
現
に
つ
れ
て
、
洪
邁
は
『
夷
堅
志
』
編
纂
初
期
の
採
集
者
の
立
場
か
ら
、
読
者
の
存
在
、
社

会
の
影
響
を
考
え
る
編
纂
者
・
出
版
者
へ
と
変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
夷
堅
支
志
』
の
編
纂
に
お
け
る
大
き
な
変

化
で
あ
っ
た
。 

 

三 

、
『
夷
堅
志
支
志
』
の
編
纂
の
特
色
に
つ
い
て 

 

し
ば
し
ば
『
夷
堅
志
』
と
並
挙
さ
れ
る
北
宋
時
代
の
『
太
平
広
記
』
は
、
漢
代
か
ら
北
宋
初
期
の
異
聞
奇
談
を
収
録
し
た
が
、
宋
一
代
を
通

じ
て
そ
の
流
通
範
囲
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
収
録
さ
れ
た
小
説
は
概
ね
宋
代
以
前
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
夷
堅
志
』
の
初
編

で
あ
る
『
夷
堅
志
初
志
』
の
記
事
は
同
時
代
（
殆
ど
は
南
宋
前
期
）
の
記
事
で
あ
っ
て
、
『
太
平
広
記
』
と
異
な
る
が
、
取
材
の
記
事
は
往
々
に
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し
て
数
年
、
数
十
年
前
の
風
聞
で
あ
り
、
当
時
の
読
者
に
と
っ
て
少
し
古
い
年
代
感
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
夷
堅
志
支
志
』
の

場
合
は
そ
の
年
に
起
こ
っ
た
出
来
事
、
時
に
は
前
の
月
に
発
生
し
た
ば
か
り
の
奇
異
な
事
件
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
発
生
時
間
に
は
緊
迫
感
が
あ

る
。
例
え
ば
、
『
夷
堅
志
支
庚
志
』
巻
一
「
臨
安
税
院
」
は
、
臨
安
府
都
税
院
の
院
吏
員
が
、
同
院
の
神
祠
の
神
を
怒
ら
せ
た
結
果
、
慶
元
二
年

（
一
一
九
六
）
五
月
と
十
月
に
二
回
の
不
祥
事
が
起
き
、
都
税
院
の
役
人
と
監
官
と
も
に
処
分
を
受
け
て
職
を
辞
め
た
と
い
う
話
で
あ
り
、
そ

の
記
事
の
提
供
者
は
ま
さ
に
こ
の
事
件
の
主
人
公
で
あ
る
都
税
院
の
監
官
、
洪
邁
の
甥
の
余
玠
で
あ
る
。『
夷
堅
志
支
庚
志
』
は
慶
元
二
年
（
一

一
九
六
）
十
二
月
に
完
成
し
た
が
、
余
玠
は
同
じ
年
の
十
月
に
臨
安
で
の
職
を
辞
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、
罷
免
さ
れ
た
余
玠
は
臨
安
か
ら
饒
州

に
帰
っ
た
後
、
す
ぐ
に
自
身
の
罷
免
の
経
緯
を
洪
邁
に
伝
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
夷
堅
志
支
志
』
の
編
集
は
、
す
べ
て
洪
邁
の
故
郷
で
あ

る
饒
州
で
行
わ
れ
た
の
で
、
収
録
さ
れ
た
一
部
の
記
事
は
ロ
ー
カ
ル
色
が
強
く
・
細
か
く
て
煩
雑
な
も
の
が
多
い
。
『
夷
堅
志
支
戊
志
』
巻
八

「
雷
震
鶏
」
は
、
慶
元
二
年
六
月
八
日
に
洪
邁
が
い
る
饒
州
で
、
強
い
落
雷
（
大
雷
震
霆
）
に
よ
り
献
上
品
の
鶏
が
殺
さ
れ
た
記
事
で
あ
り
、

饒
州
当
地
の
人
々
は
そ
れ
が
神
の
報
い
だ
と
考
え
た
。
洪
邁
の
序
文
に
よ
る
と
、『
夷
堅
志
支
戊
志
』
は
慶
元
二
年
七
月
の
初
五
日
に
完
成
し
て

お
り
、
即
ち
落
雷
事
件
の
一
月
後
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の
地
方
紙
・
ロ
ー
カ
ル
紙
に
載
せ
る
地
元
の
身
近
な
記
事
の
よ
う
な
も
の
と
同
じ

で
あ
ろ
う
。
『
夷
堅
志
支
癸
志
』
巻
六
の
「
大
孤
山
船
」
、
同
巻
の
「
城
隍
廟
探
雀
」
な
ど
は
す
べ
て
そ
の
類
に
属
す
る
。 

こ
う
し
た
刊
行
ペ
ー
ス
の
早
さ
に
伴
っ
て
生
じ
た
編
纂
方
式
は
画
期
的
で
、
し
か
も
現
在
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
よ
く
用
い
る
後
続
記
事
、
関

連
記
事
、
匿
名
記
事
と
い
う
よ
う
な
性
質
の
記
事
も
出
て
く
る
。 

 （
一
）
後
続
記
事 

 

『
夷
堅
志
支
甲
志
』
巻
八
「
山
陽
癡
僧
」
は
、
紹
興
年
間
に
起
こ
っ
た
楚
州
の
僧
侶
行
欽
の
不
思
議
な
逸
話
で
、
そ
の
結
末
は
主
人
公
で
あ

る
行
欽
が
行
方
不
明
と
な
り
、
記
事
は
終
わ
る
。
し
か
し
、
そ
の
二
年
後
に
完
成
し
た
『
夷
堅
志
支
丁
志
』
巻
九
「
楚
州
癡
僧
後
紀
」
に
、 
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楚
州
癡
僧
行
欽
者
、
『
支
甲
』
載
其
事
、
云
不
知
所
終
。
浮
梁
人
計
晋
道
説
、
数
年
前
（

１

０

）･･････

。 

 

楚
州
の
癡
僧
で
あ
る
行
欽
は
、
其
の
事
が
『
支
甲
』
に
掲
載
さ
れ
て
、
行
方
不
明
と
云
う
。
浮
梁
人
の
計
晋
道
は
言
う
、
数
年
前
に･･････

。 

 

と
あ
り
、
数
年
前
行
方
不
明
に
な
っ
た
行
欽
が
再
び
楚
州
に
出
現
し
、
反
乱
を
計
画
し
た
武
官
を
殺
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
逸

話
は
と
も
に
楚
州
で
起
っ
た
が
、
提
供
者
が
異
な
っ
て
い
る
。「
楚
州
癡
僧
後
紀
」
で
は
「
浮
梁
人
計
晋
道
説
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
本
巻

の
末
尾
に
は
「
此
巻
皆
朱
従
龍
説
」
と
あ
る
。
朱
従
龍
は
『
宋
史
』
に
は
伝
記
が
な
い
が
、
『
夷
堅
志
支
丁
志
』
巻
九
「
塩
城
周
氏
女

」
、『
夷
堅

志
三
己
志
』
巻
四
「
于
允
昇
冤
鬼
」
に
よ
る
と
、
朱
従
龍
は
か
つ
て
楚
州
都
轄
を
務
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
夷
堅
志
』
の
提
供
者
の
記

入
原
則
に
照
ら
せ
ば
、
こ
の
記
事
は
朱
従
龍
が
楚
州
都
轄
を
務
め
て
い
た
際
に
、
計
晋
道
か
ら
行
欽
の
そ
の
後
を
聞
い
て
、
そ
れ
を
洪
邁
に
伝

え
た
と
い
う
採
集
経
路
だ
と
思
わ
れ
る
。 

そ
の
ほ
か
、
後
続
記
事
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
『
夷
堅
志
支
戊
志
』
巻
二
「
孫
知
県
妻
」
で
は
、
丹
陽
県
の
孫
知
県
（
知
県

は
名
前
）
は
自
分
の
ひ
と
き
わ
美
し
い
妻
が
、
実
は
白
蛇
で
あ
っ
た
こ
と
を
発
見
し
た
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
亡
く
な
っ
た
。
一
般
の
志
怪
小
説

で
は
、
そ
の
妻
は
行
方
不
明
に
な
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
そ
の
小
説
に
お
い
て
は
、
「
此
婦
至
慶
元
二
年
（

１

１

）
、
年
恰
四
十
、
猶
存
（
此
の
婦

人
は
慶
元
二
年
で
、
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
で
あ
っ
て
、
な
お
生
き
て
い
る
）
」
と
記
述
す
る
。
『
夷
堅
志
支
戊
志
』
は
ま
さ
に
慶
元
二
年
に
完
成
し

た
の
で
、
洪
邁
は
そ
の
人
間
の
姿
に
化
け
て
現
れ
た
も
の
が
な
お
存
在
す
る
こ
と
を
読
者
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
前
述
し
た
『
夷
堅
志
支

庚
志
』
巻
六
の
「
潘
統
制
妾
」
は
、
そ
の
提
供
者
で
あ
る
呉
溱
が
、
数
年
後
に
四
川
で
内
情
を
知
っ
て
い
る
人
々
を
取
材
し
、「
妾
今
在
父
母
家
、

無
恙
（
妾
は
今
に
両
親
の
家
に
い
て
、
無
事
だ
）
」
と
後
続
の
事
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
身
近
な
怪
異
は
言
う
ま
で
も
な
く
当
時

の
読
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
後
続
記
事
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
し
て
は
、
「
楊
教

授
弟
」
、
「
上
王
二
（

１

２

）
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
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（
二
）
関
連
記
事 

  

『
夷
堅
志
』
は
巻
数
が
膨
大
な
た
め
、
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
全
て
を
入
手
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
南
宋
時
代
に
読
者

を
満
足
さ
せ
る
為
に
、『
夷
堅
志
類
篇
』
、『
新
編
分
類
夷
堅
志
』
な
ど
の
分
類
選
本
が
出
て
く
る
（
第
五
章
に
詳
述
）
。
そ
の
一
方
、『
夷
堅
志
』

の
編
纂
に
お
い
て
、
洪
邁
自
分
も
意
識
的
に
同
じ
類
に
属
す
る
関
連
記
事
を
取
り
上
げ
て
読
者
の
興
味
を
惹
こ
う
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、『
夷
堅
志
支
甲
志
』
巻
十
「
復
州
菜
圃
」
で
は
、
洪
邁
の
兄
の
子
で
あ
る
洪

槔
が
復
州
の
菜
圃
で
女
鬼
と
出
会
っ
た
事
を
述
べ
て
、
最

後
に
「
『
庚
志
』
に
所
載
さ
れ
た
傅
旺
が
夜
に
女
鬼
と
見
た
場
所
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
あ
る
（

１

３

）
。
」
と
書
き
加
え
、
意
識
的
に
読
者
の
恐
怖
心

を
あ
お
ろ
う
と
し
た
。
ま
た
『
夷
堅
志
乙
志
』
巻
一
「
侠
婦
人
」
の
原
文
は
、
侠
婦
人
が
負
心
漢
（
心
変
わ
り
し
た
男
）
で
あ
る
董
国
度
を
殺

し
た
記
事
で
あ
り
、
『
夷
堅
志
補
』
巻
十
四
に
収
録
さ
れ
た
「
解
洵
娶
婦
」
は
同
じ
負
心
譚
に
属
し
て
い
る
の
で
、
洪
邁
は
「
此
蓋
古
剣
侠
、
事

甚
與
董
国
度
相
類
云
（

１

４

）
（
此
れ
は
古
代
の
剣
侠
で
、
甚
だ
董
国
度
と
相
類
す
る
と
云
う
）
」
と
最
後
で
意
見
を
述
べ
て
い
る
。 

 

（
三
）
匿
名
記
事 

  
 

南
宋
時
代
に
お
け
る
印
刷
技
術
の
発
達
に
伴
い
、『
夷
堅
志
』
の
流
布
地
域
が
広
が
り
、
伝
播
が
速
く
な
っ
た
。
と
く
に
『
夷
堅
志
支
志
』
の

各
志
は
、
編
纂
の
期
間
が
短
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
数
ヶ
月
前
の
出
来
事
や
社
会
の
実
在
の
人
物
を
物
語
化
し
た
際
に
は
、
当
時
生
き
て
い

る
知
人
や
家
族
か
ら
の
圧
力
を
受
け
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
実
際
に
『
夷
堅
志
乙
志
』
が
出
版
さ
れ
た
後
、
そ
の
中
の
幾
つ
か
の
記
事
の
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
、
洪
邁
は
や
む
を
え
ず
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
に
、
原
刻
本
の
な
か
の
五
話
を
削
除
し
て
二
話
を
改
易
し
、
新
た
に
刊
行

し
た
。
そ
れ
ら
の
記
事
は
い
ず
れ
も
「
其
究
乃
至
於
誣
善
（
そ
の
最
後
は
善
人
を
中
傷
す
る
に
至
っ
た
）
」
と
い
う
指
摘
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
人
間
関
係
に
関
連
し
て
い
た
た
め
、
社
会
の
圧
力
を
受
け
た
と
推
測
で
き
る
。
改
訂
さ
れ
た
記
事
の
「
侠
婦
人
」
の
テ
キ
ス
ト
も
一
部
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削
除
さ
れ
る
な
ど
の
作
業
を
経
て
お
り
、
そ
の
削
除
テ
キ
ス
ト
の
内
容
は
、
南
宋
の
官
員
の
董
国
度
の
負
心
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、
及
び
董
妾
の

復
讐
、
董
国
度
の
亡
く
な
っ
た
時
の
様
子
な
ど
で
あ
る
（
第
二
章
に
詳
述
）（
１

５

）
。 

『
夷
堅
志
支
甲
志
』
巻
四
の
「
蘄
守
妻
妾
」
は
、
前
述
し
た
「
侠
婦
人
」
の
よ
う
な
妻
が
妾
を
苦
し
め
、
妾
が
復
讐
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
を
暴
い
た
作
品
の
小
注
に
は
「
不
欲
記
姓
名
（

１

６

）
（
名
前
を
書
い
て
欲
し
く
な
い
）
」
と
あ
り
、
官
員
で
あ
る
夫
の
名
前
を
隠

し
、
た
だ
官
職
（
蘄
春
太
守
）
を
書
く
の
み
で
あ
る
。『
夷
堅
志
支
志
』
に
お
い
て
当
時
に
お
け
る
士
人
の
不
名
誉
な
事
に
対
し
て
、
現
在
の
新

聞
報
道
の
匿
名
報
道
と
同
じ
方
法
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
事
提
供
者
を
匿
名
に
す
る
こ
と
は
、
編
纂
者
で
あ
る
洪
邁
の

慎
重
さ
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
記
事
提
供
者
の
要
請
に
よ
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
夷
堅
志
支
景
志
』
巻
九
「
王
県
尉
小
箱
」
は
記
事

提
供
者
の
呂
叔
炤
が
同
僚
の
王
県
尉
の
色
事
を
物
語
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
記
事
の
結
末
に
お
い
て
提
供
者
が
「
王
氏
の
名
前
を
書
い
て

欲
し
く
な
い
（

１

７

）
」
と
記
し
て
い
る
。 

要
す
る
に
、『
夷
堅
志
』
の
伝
播
の
速
さ
と
、
当
時
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
の
指
摘
に
よ
り
、
洪
邁
は
提
供
者
が
提
供
し
た
情
報
、
記
事
の
扱

い
に
対
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
現
在
の
新
聞
メ
デ
イ
ア
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
後
続
記
事
、
関
連
記
事
、
匿
名
記

事
が
出
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
『
夷
堅
志
』
の
編
纂
に
よ
っ
て
洪
邁
の
周
辺
に
多
数
の
記
事
提
供
者
が
出
現
し
た
こ
と
と
関
連
す
る
。
そ
の
人
た

ち
は
洪
邁
の
代
わ
り
に
、
積
極
的
に
異
聞
奇
談
を
採
集
し
、
さ
ら
に
そ
の
事
件
の
目
撃
者
、
関
係
者
に
訪
ね
て
詳
し
く
調
査
し
た
。
こ
の
よ
う

に
専
業
記
事
提
供
者
の
増
加
に
つ
れ
て
、
洪
邁
は
『
夷
堅
志
』
編
纂
初
期
の
採
集
者
の
立
場
か
ら
、
読
者
の
質
問
、
社
会
の
影
響
、
及
び
内
容

の
真
偽
を
考
え
る
編
纂
者
へ
と
立
場
を
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
従
前
の
志
怪
小
説
の
編
纂
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

四
、
南
宋
の
出
版
文
化
と
『
夷
堅
志
』
創
作 

 

宋
代
の
志
怪
小
説
は
、
魯
迅
や
程
毅
中
な
ど
が
指
摘
す
る
通
り
「
可
信
」「
紀
実
」（
１

８

）
、
即
ち
当
時
の
社
会
の
実
在
人
物
と
事
件
を
単
純
に
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「
記
録
」
し
、
人
間
関
係
な
ど
を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
と
い
う
特
性
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
南
宋
時
代
に
お
け
る
印
刷
技
術
の
発
達
に

伴
い
、
志
怪
小
説
の
流
布
地
域
が
広
が
り
、
小
説
の
傳
播
が
速
く
な
っ
た
。
ま
た
志
怪
小
説
の
読
者
階
層
の
幅
が
段
々
広
が
り
、
張
端
義
の
『
貴

耳
集
』
と
羅
燁
の
『
醉
翁
談
録
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
皇
后
か
ら
講
談
芸
人
に
至
る
ま
で
『
夷
堅
志
』
の
熱
心
な
読
者
が
い
た
（

１

９

）
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
、
同
じ
時
代
に
お
け
る
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル
と
し
て
小
説
を
創
作
し
て
出
版
し
た
場
合
は
、
現
実
の
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
更
に
作
者
の
創
作
活
動
に
対
し
て
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
か
。 

南
宋
に
お
け
る
王
銍
の
『
默
記
』
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
（

２

０

）
。

 

 

張
君
房
字
允
方
、
（
略
）
平
生
喜
著
書
、
如
『
雲
笈
七
籤
』
、
『
乗
異
記
』
、
『
麗
情
集
』
（
略
）
。
知
杭
州
錢
塘
、
多
刊
作
大
字
版
携
歸
、
印
行

於
世
。
（
略
）『
乗
異
記
』
既
行
、
君
房
一
日
朝
退
、
出
東
華
門
外
、
忽
有
少
年
拽
君
房
下
馬
奮
擊
、
冠
巾
毀
裂
、
流
血
被
體
、
幾
至
委
頓
。

乃
白
稹
之
子
也
、
問
「
吾
父
安
有
是
事
、
必
死
而
後
已
。
」
觀
者
為
釋
解
、
且
令
君
房
毀
其
版
、
君
房
哀
祈
如
約
、
乃
得
去
。 

 

張
君
房
、
字
は
允
方
。
（
略
）
平
生
著
書
を
好
み
、
『
雲
笈
七
籤
』
、
『
乗
異
記
』
、
『
麗
情
集
』
等
を
著
わ
し
た
。
（
略
）
杭
州
の
錢
塘
県
知
事

を
務
め
た
時
、
大
字
版
を
多
く
刊
刻
し
、
携
え
帰
っ
た
後
、
世
に
刊
行
し
た
。
（
略
）
『
乗
異
記
』
が
既
に
発
行
さ
れ
、
あ
る
日
君
房
が
朝

廷
か
ら
退
出
し
、
東
華
門
外
に
出
た
と
こ
ろ
、
突
然
あ
る
少
年
が
君
房
を
馬
か
ら
引
き
ず
り
下
し
奮
撃
し
た
。（
張
君
房
は
）
冠
と
頭
巾
が

裂
け
、
全
身
血
だ
ら
け
で
、
息
も
絶
え
絶
え
と
な
っ
た
。（
こ
の
少
年
は
）
白
稹
の
子
で
あ
っ
た
。「
私
の
父
が
そ
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

必
ず
殺
し
て
や
る
。
」
観
て
い
た
者
が
仲
裁
に
入
り
、
ま
た
君
房
に
版
木
を
壊
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
君
房
は
約
束
を
果
た
す
と
哀
願
し

て
、
や
っ
と
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 北
宋
の
志
怪
小
説
作
者
の
張
君
房
は
当
時
の
社
会
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
白
稹
を
志
怪
小
説
集
『
乗
異
記
』
に
取
り
入
れ
、
物
語
化
し
た
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た
め
、
白
稹
の
息
子
に
殴
ら
れ
、
書
版
を
壊
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
北
宋
の
出
版
規
模
、
流
行
地
域
は
ま
だ
南
宋
に
及
ば
な
い
が
、

実
在
の
人
物
の
こ
と
を
物
語
化
す
る
と
、
生
き
て
い
る
知
人
や
家
族
、
時
に
は
政
府
か
ら
の
圧
力
を
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

と
り
わ
け
、
南
宋
に
至
り
、
科
挙
及
第
が
文
人
の
生
活
環
境
を
激
変
さ
せ
、
及
第
前
と
及
第
後
の
生
活
に
は
大
き
な
格
差
が
生
じ
、
卑
賤
な
妻
・

恋
人
を
裏
切
る
「
書
生
負
心
（
心
変
わ
り
）
」
と
い
う
話
が
社
会
に
流
行
す
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
「
書
生
負
心
」
の
小
説
と
戯
曲
が
創
作
さ
れ
、

そ
の
内
容
は
特
に
主
人
公
の
親
友
と
知
識
人
の
中
で
、
大
き
な
物
議
を
醸
し
た
。
例
え
ば
、
北
宋
の
状
元
王
俊
民
を
モ
デ
ル
に
創
作
し
た
負
心

を
主
題
と
す
る
南
戯
『
王
魁
傳
』
は
、
大
い
に
流
行
し
た
が
、
後
に
王
俊
民
の
親
友
や
宋
代
士
人
か
ら
の
非
難
を
受
け
た
（

２

１

）

。 

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
の
中
で
、
洪
邁
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
。
前
述
の
編
纂
方
針
の
ほ
か
、『
夷
堅
志
』
三
十
二
志
の
編
纂
過
程

に
お
い
て
、
社
会
、
及
び
読
者
か
ら
の
反
響
を
し
ば
し
ば
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
洪
邁
は
一
志
を
編
纂
す
る
た
び
に
序
文
を
書
い
て
い
る
が
、

そ
の
中
の
い
く
つ
か
に
お
い
て
、
読
者
か
ら
の
質
問
と
質
問
に
対
す
る
返
事
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
次
の
三
つ
の
種
類
の
質
問
が

あ
る
。 

 

① 

小
説
の
真
実
性
に
つ
い
て
の
質
問
（
「
丙
志
序
」
、
「
支
丁
志
序
」
） 

② 

書
名
に
つ
い
て
の
質
問
（
「
辛
志
序
」（
２

２

）
、
「
支
景
志
序
」
） 

③ 

志
怪
小
説
の
価
値
、
及
び
創
作
意
図
に
対
す
る
質
問
（
「
丁
志
序
」
） 

 

読
者
の
批
判
を
免
れ
る
た
め
に
、
洪
邁
は
や
む
を
得
ず
序
文
の
中
で
こ
れ
ら
三
種
類
の
質
問
に
対
し
て
自
身
の
意
図
を
説
明
し
弁
明
し
て
、

読
者
の
理
解
を
求
め
て
い
る
（

２

３

）
。 

南
宋
に
お
け
る
出
版
規
模
の
拡
大
に
伴
い
、
し
か
も
『
夷
堅
志
』
編
纂
ペ
ー
ス
の
加
速
に
よ
っ
て
、
以
前
の
小
説
の
創
作
と
編
纂
に
お
い
て

は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
現
象
、
即
ち
「
読
者
の
存
在
」
と
社
会
の
世
論
に
、
洪
邁
は
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。『
夷
堅
志
』
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の
編
纂
と
い
う
角
度
か
ら
、
南
宋
時
代
の
作
品
と
作
者
と
読
者
の
相
互
作
用
、
作
品
の
受
容
過
程
、
出
版
文
化
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態

の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

 注 

 

（
１
）
『

夷

堅

志

』

各

志

の

序

文

、

須

江

隆

「

社

会

史

料

と

し

て

の

『

夷

堅

志

』

」

（

伊

原

弘

、

静

永

健

編

『

夷

堅

志

の

世

界

』

に
収

録

、

勉

誠

出
版
、
二
〇
一
五
年
）

及

び

李

剣

国

「

『

夷

堅

志

』

成

書

考

」

（

『

天

津

師

範

大

学

学

報

』

、

一

九

九

一

年

第

三

期

）

を

参

照

。 

（
２
）
「
若
予
是
書
、
遠
不
過
一
甲
子
、
耳
目
相
接
、
皆
表
表
有
據
依
者
。
」
（
洪
邁
『
夷
堅
志
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
、
第
一
冊
、

一
八
五
頁
。
） 

（
３
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
、
第
三
冊
、
一
一
八
〇
頁
。 

（
４
）
『
夷
堅
志
』
第
三
冊
、
一
一
五
五
頁
。 

（
５
）
『
夷
堅
志
』
第
二
冊
、
七
八
三
頁
。 

（
６
）
『
夷
堅
志
』
第
二
冊
、
七
一
一
頁
。 

（
７
）
『
夷
堅
志
』
第
二
冊
、
八
七
九
頁
。 

（
８
）
『
夷
堅
志
』
第
三
冊
、
一
〇
一
二
頁
。 

（
９
）
『
夷
堅
志
』
第
三
冊
、
一
二
八
二
頁
。 

（

１ ０
）
『
夷
堅
志
』
第
三
冊
、
一
〇
四
一
頁
。 

（

１ １
）
中
華
書
局
本
で
は
慶
元
三
年
、
四
庫
本
で
は
慶
元
二
年
に
作
る
。
『
支
戊
志
』
は
慶
元
二
年
七
月
に
完
成
さ
れ
た
の
で
、
「
三
」 
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は
「
二
」
の
誤
写
だ
と
思
わ
れ
る
。 

（

１ ２
）
四
庫
本
は
表
題
を
「
王
二
」
に
作
る
。 

（

１ ３
）
『
夷
堅
志
』
第
二
冊
、
七
九
一
頁
。 

（

１ ４
）
『
夷
堅
志
』
第
四
冊
、
一
六
七
六
頁
。 

（

１ ５
）
ま
た
拙
稿
「
上
海
図
書
館
所
蔵
明
抄
本
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
七
集
、
二
〇
一
五
年
）
。 

（

１ ６
）
『
夷
堅
志
』
第
二
冊
、
七
四
二
頁
。 

（

１ ７
）
『
夷
堅
志
』
第
二
冊
、
九
四
八
頁
。 

（

１ ８
）
魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
』
、
「
宋
之
志
怪
與
傳
奇
文
」
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
と
程
毅
中
『
宋
元
小
説
研
究
』
（
江
蘇
古 

籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
を
参
考
に
し
た
。 

（

１ ９
）
張
端
義
『
貴
耳
集
』
巻
上
「
憲
聖
在
南
内
、
愛
神
怪
幻
誕
等
書
。
郭
彖
『
睽
車
志
』
始
出
、
洪
景
盧
『
夷
堅
志
』
継
之
。
」
ま
た
羅 

燁
『
醉
翁
談
録
』
巻
一
「
（
講
談
芸
人
は
）
幼
習
『
太
平
廣
記
』
、
長
攻
歴
代
史
書
。
（
略
）
『
夷
堅
志
』
無
有
不
覧
、
『
琇
瑩
集
』
所
載 

皆
通
。
」 

（

２ ０
）
王
銍
『
默
記
』
、
（
『
全
宋
筆
記
』
第
四
編
三
、
大
象
出
版
社 

二
〇
〇
八
年
）
、
一
六
五
頁
。 

（

２ １
）
岡
本
不
二
明
『
王
魁
説
話
考
』
（
『
東
方
學
』
、
第
八
十
六
輯
、
一
九
九
三
年
）
を
参
照
。 

（

２ ２
）
『
辛
志
』
は
今
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
趙
與
時
「
賓
退
録
」
巻
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
辛
志
』
の
序
文
に
拠
る
。 

（

２ ３
）
「

読

者

曲

而

暢

之

、

勿

以

辞

害

意

可

也

」
（
「

支

丁

序

」
）
、
「

懼

同

志

観

者

以

前

後

矛

盾

致

疑

、

故

識

其

語

」

 

（
「

支

景

序

」
）
。

 

  



 

- 32 - 
 

第
二
章 

『
夷
堅
志
』
の
改
作
に
つ
い
て 

―

上

海

図

書

館

所

蔵

明

鈔

本

『

夷

堅

志

乙

志

』

に

つ

い

て

ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

前

章

冒

頭

の

一

覧

表

に

よ

れ

ば

、
洪

邁

が

乾

道

二

年
（

一

一

六

六

）
に
『

夷

堅

志

乙

志

』
を

会

稽

で

出

版

し

た

後

、
乾

道

八

年
（

一

一

七

二

）
と

淳

熙

七

年
（

一

一

八

〇

）
前

後

二

回

に

わ

た

っ

て
『

夷

堅

志

乙

志

』
を

新

た

に

刊

行

し

た

。
洪

邁

の

序

文

に

よ

る

と

、
乾

道

八

年

（

一

一

七

二

）

の

刊

行

過

程

に

お

い

て

、

原

刻

本

の

い

く

つ

か

の

小

説

の

問

題

点

が

指

摘

さ

れ

、

や

む

を

得

ず

削

除

・

改

作

し

た

こ

と

が

あ

る

。
し

か

し

残

念

な

が

ら

、
『

夷

堅

志

乙

志

』
の

原

刻

本

で

あ

る

会

稽

本

は

後

世

に

伝

わ

っ

て

い

な

い

の

で

、
こ

の

事

件

に

つ

い

て

、

従

来

の

研

究

者

は

洪

邁

の

序

文

に

よ

り

様

々

な

推

測

を

し

て

き

た

。

本

章

は

上

海

図

書

館

所

蔵

明

鈔

本

『

夷

堅

志

乙

志

』
に

つ

い

て

考

察

を

加

え

、
該

鈔

本

の

テ

キ

ス

ト

は

原

刻

本

で

あ

る

会

稽

本

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

上

で

、

こ

れ

ま

で

考

察

さ

れ

て

い

な

い

上

海

図

書

館

所

蔵

明

鈔

本

『

夷

堅

志

乙

志

』

の

作

成

時

期

と

そ

の

意

図

を

明

ら

か

に

し

た

い

。

ま

た

該

鈔

本

を

以

て

現

存

す

る

建

安

本

系

統

の

テ

キ

ス

ト

と

比

較

し

、

様

々

な

削

除

・

改

作

の

箇

所

、

特

に

「

侠

婦

人

」

と

い

う

小

説

の

改

作

経

緯

を

通

し

て

、
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

改

作

事

件

の

実

態

、

及

び

そ

の

理

由

を

具

体

的

に

考

察

し

た

い

。 

 

一

、

は

じ

め

に 

 

『

夷

堅

志

』
の

現

存

す

る

諸

本

、
た

と

え

ば

上

海

図

書

館

所

藏

黄

丕

烈

校

鈔

本
（

１

）

、
或

い

は

通

行

本

で

あ

る

中

華

書

局

本

の

前

四

志

は

、
全

て

元

代

に

刊

行

さ

れ

た
「

宋

刻

元

修

本

」
が

そ

の

源

流

で

あ

る
（

２

）

。
宋

刻

元

修

本

は

、
南

宋

の

建

安

本

の

版

木

を

底

本

と

し

て

印

刷

し

た

も

の

で

、

建

安

本

の

テ

キ

ス

ト

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

。

建

安

本

と

は

南

宋

時

代

に

洪

邁

が

原

刻

本

で

あ

る

会

稽

本
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の

内

容

に

対

し

て

改

作

・

削

除

を

行

い

、

新

た

に

刊

行

し

た

も

の

で

あ

る

。

一

方

、

同

じ

く

南

宋

に

洪

邁

が

編

纂

し

た

会

稽

本

、

及

び

贛

本

は

後

世

に

伝

わ

っ

て

い

な

い

。

そ

の

た

め

、

従

来

の

研

究

に

お

い

て

、

南

宋

に

お

け

る

諸

本

の

相

違

点

、

並

び

に

洪

邁

が

改

作

し

た

本

当

の

原

因

に

つ

い

て

は

ま

だ

考

察

さ

れ

て

い

な

い

。 

そ

の

一

方

、

上

海

図

書

館

に

所

藏

さ

れ

て

い

る

三

巻

（

残

）
『

夷

堅

志

丁

志

』
（

実

際

の

内

容

は

『

夷

堅

志

乙

志

』
（

３

）

）

鈔

本

は

明

代

の

祝

允

明

自

筆

鈔

本

で

あ

る

。

こ

の

鈔

本

に

つ

い

て

の

研

究

は

未

だ

十

分

で

は

な

い

。

管

見

の

限

り

で

は

、

こ

の

鈔

本

に

関

す

る

論

文

は

た

だ

張

祝

平

「

祝

允

明

鈔

本

『

夷

堅

丁

志

』

対

今

本

『

夷

堅

乙

志

』

的

校

補

」
（
『

文

献

』
、

二

〇

〇

三

年

第

三

期

）

だ

け

で

あ

る

。

張

氏

は

上

海

図

書

館

所

藏

明

鈔

本

（

以

下

、

上

図

藏

明

鈔

本

と

称

す

）

を

以

て

通

行

本

の

内

容

と

比

べ

、

様

々

な

異

な

る

部

分

を

指

摘

し

、

更

に

通

行

本

で

残

っ

て

い

な

い

「

興

元

鍾

志

」
、

及

び

「

趙

士

珖

」
、
「

侠

婦

人

」

の

一

部

分

を

輯

逸

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

こ

の

三

巻

残

鈔

本

に

は

自

序

が

な

い

し

、

歴

代

の

書

目

に

も

採

録

さ

れ

て

い

な

い

の

で

、

こ

の

明

鈔

本

の

作

成

時

期

と

背

景

、

及

び

な

ぜ

現

存

す

る

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

と

異

同

が

あ

る

の

か

に

つ

い

て

、

張

祝

平

氏

は

検

討

し

て

い

な

い

。 

そ

こ

で

本

章

で

は

、
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

源

流

を

考

察

し

た

上

で

、

祝

允

明

『

懐

星

堂

集

』

と

上

図

藏

明

鈔

本

の

特

徴

に

基

づ

き

、

こ

れ

ま

で

全

く

考

察

さ

れ

て

い

な

い

上

図

藏

明

鈔

本

の

作

成

時

期

と

そ

の

意

図

を

明

ら

か

に

し

た

い

。

ま

た

上

図

藏

明

鈔

本

を

以

て

現

存

す

る

建

安

本

系

統

の

テ

キ

ス

ト

と

比

較

し

、

様

々

な

削

除

・

改

作

の

箇

所

に

着

目

し

て

、

上

図

藏

明

鈔

本

と

現

存

し

な

い

原

刻

本

と

の

関

係

に

つ

い

て

も

考

え

て

み

た

い

。
最

後

に

、『

夷

堅

志

乙

志

』
の

う

ち

の
「

侠

婦

人

」
と

い

う

小

説

の

改

作

経

緯

を

通

し

て

、

洪

邁

が

改

作

し

た

理

由

を

具

体

的

に

考

察

し

て

み

た

い

。 

 

二

、
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

版

本

源

流 

 

（

一

）

現

存

す

る

『

夷

堅

志

乙

志

』

の

来

源 
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現

在

最

も

完

備

し

た

『

夷

堅

志

』

の

版

本

は

、

張

元

済

が

整

理

し

た

二

〇

六

巻

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』

に

基

づ

い

た

二

〇

七

巻

中

華

書

局

本

（

以

下

、

通

行

本

と

称

す

）

で

あ

る

。

通

行

本

に

お

け

る

前

四

志

の

源

流

は

、

巻

首

の

序

文

と

張

元

済

の

跋

文

に

よ

る

と

（

４

）

、
八

十

巻

厳

元

照

影

鈔

本

で

あ

る

。
（

以

下

、
厳

鈔

本

と

称

す

）
。
更

に

、
厳

鈔

本

が

書

写

し

た

底

本

に

つ

い

て

、
厳

元

照

は

跋

文

で

以

下

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 

乾

隆

壬

子

見

於

蘇

州

山

塘

錢

氏

萃

古

齋

、

以

錢

萬

四

千

得

之

。
（

略

）

此

係

宋

時

閩

本

、

元

人

以

浙

本

修

補

、

見

卷

首

元

人

一

齋

沈

天

佑

序

。
（

略

）

因

重

錄

此

、

以

為

之

副

。

行

款

字

畫

、

補

版

奪

葉

、

一

遵

原

文
（

５

）
。 

 

乾

隆

壬

子

の

年

に

、

蘇

州

山

塘

の

銭

氏

の

萃

古

斎

で

そ

の

本

を

見

て

、

一

萬

四

千

銭

で

手

に

入

れ

た

。
（

略

）

こ

れ

は

宋

時

代

の

閩

本

で

あ

り

、

元

人

が

浙

本

を

以

て

修

補

し

た

こ

と

は

、

巻

首

に

元

人

の

一

斎

沈

天

佑

の

序

文

に

見

え

る

。
（

略

）

よ

っ

て

こ

の

本

を

新

た

に

写

し

、

こ

れ

を

副

本

と

す

る

。

行

款

と

書

体

・

字

様

、

補

版

と

脱

葉

は

全

て

原

文

に

従

う

。 

 

ま

た

、

元

代

の

沈

天

佑

が

八

十

巻

『

夷

堅

志

』

を

刊

行

し

た

際

の

序

文

も

残

っ

て

お

り
（

６

）

、 

 

分

甲

、

乙

、

丙

、

丁

四

志

、

毎

志

有

二

十

卷

。
（

略

）

今

蜀

、

浙

之

板

不

存

、

獨

幸

閩

版

猶

存

於

建

学

。
（

略

）

愚

因

摭

浙

本

之

所

有

、

以

補

閩

本

之

所

無

。 

 

甲

、
乙

、
丙

、
丁

四

志

に

分

け

、
各

志

は

二

十

巻

で

あ

る

。
（

略

）
今

蜀

と

浙

の

刻

版

は

保

存

さ

れ

て

い

な

い

が

、
た

だ

閩

版

は

幸

い

に

も

な

お

福

建

の

官

学

に

保

存

さ

れ

て

い

る

。（

略

）
よ

っ

て

私

は

浙

本

に

有

る

所

を

あ

つ

め

て

、
閩

本

に

無

い

所

を

補

っ

た

。 
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と

述

べ

て

い

る

よ

う

に

、
元

代

の

沈

天

佑

が

南

宋

の
「

閩

本

」
の

版

木

を

底

本

と

し

て

、
浙

本
（

古

杭

本

）
よ

り

若

干

の

小

説

を

補

修

し

、

新

た

に

印

刷

し

た

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

の

版

本

は

厳

鈔

本

が

書

写

し

た

底

本

で

あ

り

、

な

お

か

つ

通

行

本

『

夷

堅

志

』

の

前

四

志

八

十

巻

の

底

本

で

あ

っ

て

、
「

宋

刻

元

修

本

」
と

称

さ

れ

る

。
現

存

す

る

前

四

志

足

本

は

全

て

宋

刻

元

修

本

系

に

属

し

て

い

る

。
そ

の

た

め

、
現

存

諸

本

の
『

夷

堅

志

乙

志

』
テ

キ

ス

ト

の

来

源

は

南

宋

に

お

け

る
「

閩

本

」
に

遡

る

こ

と

が

で

き

る
（

７

）

。
そ

れ

で

は

、

南

宋

の

「

閩

本

」

と

は

ど

の

よ

う

な

も

の

な

の

か

。

南

宋

時

代

に

お

け

る

『

夷

堅

志

乙

志

』

の

刊

行

経

緯

を

確

認

し

て

み

た

い

。 

 

（

二

）
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

刊

行

経

緯 

 

南

宋

乾

道

二

年
（

一

一

六

六

）
に

洪

邁

は

会

稽

で
『

夷

堅

志

乙

志

』
を

刊

行

し

た

。
そ

れ

は
『

夷

堅

志

乙

志

』
の

初

刻

本

で

、
会

稽

本

と

い

わ

れ

る

。
次

い

で

乾

道

七

年
（

一

一

七

一

）
に
『

夷

堅

志

』
の

第

三

志

と

し

て
『

夷

堅

志

丙

志

』
を

出

版

し

た

際

、
洪

邁

は

刊

行

序

文

に

、

次

の

よ

う

に

述

べ

た

。 

 

始

予

萃

『

夷

堅

』

一

書

、

颛

以

鳩

異

崇

怪

、

本

無

意

於

纂

述

人

事

及

稱

人

之

惡

也

。

然

得

於

容

易

、

或

急

於

滿

卷

秩

成

編

、

故

頗

違

初

心

。

如
『

甲

志

』
中

人

為

飛

禽

、
『

乙

志

』
中

建

昌

黄

氏

冤

、

馮

當

可

、

江

毛

心

事
、

皆

大

不

然

、

其

究

乃

至

於

誣

善

。

又

董

氏

俠

婦

人

事

、

亦

不

盡

如

所

説

。

蓋

以

告

者

過

、

或

予

聽

焉

不

審

。

為

竦

然

以

慚

、

既

刪

削

是

正
（

８

）

。 

 

初

め

私

は
『

夷

堅

』
一

書

を

編

纂

し

た

時

、
も

っ

ぱ

ら

怪

異

物

語

を

重

ん

じ

て

集

め

、
も

と

も

と

人

事

を

纂

述

し

人

の

悪

を

称

す

る

意

図

は

な

か

っ

た

。

し

か

し

、
（

話

が

）

容

易

に

得

ら

れ

た

り

、

編

集

を

急

い

だ

り

し

た

た

め

、

そ

れ

故

に

初

心

と

異

な

る

に

至

っ

た

。

例

え

ば

、
『

甲

志

』

の

中

の

「

人

為

飛

禽

」
、
『

乙

志

』

の

中

の

「

建

昌

黄

氏

冤

」
、
「

馮

當

可

」
、
「

江

毛

心

」

な

ど

の

事
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は

、

皆

事

実

で

は

な

く

、

そ

の

究

み

は

善

人

を

中

傷

す

る

に

至

っ

た

。

ま

た

董

氏

の
「

侠

婦

人

」
の

事

も

、

全

て

が

説

か

れ

て

い

る

通

り

だ

と

は

限

ら

な

い

。

お

そ

ら

く

話

者

が

過

っ

た

、

或

い

は

私

が

そ

の

話

を

聞

い

て

も

、

詳

し

く

調

べ

な

か

っ

た

た

め

に

、

ぞ

っ

と

し

て

恥

ず

か

し

く

感

じ

る

。

そ

こ

で

削

除

し

た

り

是

正

し

た

り

し

た

。 

 

こ

れ

に

よ

る

と

、
会

稽

本

が

出

版

さ

れ

た

後

、
そ

の

中

の
「

人

為

飛

禽

」
、
「

建

昌

黄

氏

冤

」
、
「

馮

當

可

」
、
「

江

毛

心

」
、
「

侠

婦

人

」
の

幾

つ

か

の

話

の

問

題

点

が

指

摘

さ

れ

、

洪

邁

は

や

む

を

得

ず

乾

道

七

年

の

序

文

に

述

べ

る

よ

う

に

、

編

集

の

初

心

は

「

怪

異

物

語

を

重

ん

じ

て

集

め

、
も

と

も

と

人

事
（

人

間

社

会

の

出

来

事

）
を

纂

述

し

人

の

悪

を

称

す

る

意

図

は

な

か

っ

た

。
」
と

弁

明

し

た

の

で

あ

る

。

更

に

、

一

年

後

の

乾

道

八

年

（

一

一

七

二

）

に

、

洪

邁

は

指

摘

さ

れ

た

問

題

に

対

処

す

る

た

め

に

、 

 

以

会

稽

本

別

刻

于

贛

、

去

五

事

、

易

二

事

、

其

他

亦

頗

有

改

定

處

。

淳

熙

七

年

七

月

又

刻

于

建

安
（

９

）

。 

 

会

稽

本

を

以

て

別

に

贛

に

刻

し

、

五

事

を

去

り

、

二

事

を

改

易

し

、

そ

の

他

に

も

ま

た

頗

る

改

定

す

る

処

が

あ

っ

た

。

淳

熙

七 

年

七

月

に

さ

ら

に

建

安

に

お

い

て

刻

し

た

。 

 

と

述

べ

て

、

原

刻

本

で

あ

る

会

稽

本

の

中

の

五

話

を

削

除

し

て

二

話

を

改

易

し

、

ほ

か

の

箇

所

も

改

定

し

た

後

、

贛

（

江

西

）

で

新

た

に

刊

行

し

た

こ

と

が

わ

か

る

。
当

初
『

夷

堅

志

乙

志

』
に

収

録

さ

れ

て

い

た
「

人

為

飛

禽

」
、
「

建

昌

黃

氏

冤

」
、
「

馮

當

可

」
、
「

江

毛

心

」
の

物

語

は

い

ず

れ

も

な

く

な

り

、「

侠

婦

人

」
の

話

の

み

残

っ

た

が

、
後

述

す

る

よ

う

に

、「

侠

婦

人

」
の

テ

キ

ス

ト

も

一

部

削

除

さ

れ

る

な

ど

の

作

業

を

経

て

お

り

、

当

初

の

ま

ま

で

は

な

い

事

が

分

か

る

。

こ

の

修

正

さ

れ

た

版

本

は

江

西

で

新

た

に

印

刷

さ

れ

た

の

で

、
贛

本

と

称

さ

れ

る

。
次

に

淳

熙

七

年
（

一

一

八

〇

）
に

洪

邁

が

前

四

志

を

合

わ

せ

て

、
新

た

に

建

安
（

現

在

の

福

建

建

瓯

）
で
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上

梓

し

た

の

が

建

安

本

と

言

わ

れ

る

。
次

の

表

は

、『

夷

堅

志

乙

志

』
の

南

宋

に

お

け

る

諸

版

本

が

成

立

し

た

時

代

と

刊

行

地

で

あ

る

。 

（

表

一

） 

  

     

 『

夷

堅

志

』

に

は

巻

ご

と

に

、

そ

の

巻

に

収

録

さ

れ

た

小

説

数

が

記

録

さ

れ

て

い

る

。

そ

れ

を

『

夷

堅

志

乙

志

』

に

つ

き

調

べ

て

み

る

と

、

次

の

五

巻

部

分

に

違

い

が

あ

る

こ

と

が

わ

か

る
（

１

０

）

。 

 

（

記

録

） 
 

 
 

 
 
 
 
 

（

実

数

） 

①

巻

四 
 

 

十

二

事 
 

 

十

一

事 

（

闕

一

事

） 

②

巻

五 
 

 

十

三

事 
 

 

十

二

事 

（

闕

一

事

） 

③

巻

十

一 
 

十

三

事 
 

 

十

二

事 

（

闕

一

事

） 
 

④

巻

十

六 
 

十

五

事 
 

 

十

四

事 

（

闕

一

事

）
（

１

１

）

 

⑤

巻

十

七 
 

十

六

事 
 

 

十

五

事

 

（

闕

一

事

） 

志 

名 

刊
行
地 

刊
行
時
代 

版 

本 

夷
堅
志
乙
志 

会
稽 

乾
道
二
年 
（
一
一
六
六
） 

 

会
稽
本 

贛 乾
道
八
年
（
一
一
七
二
） 

  

贛
本 

建
安 

淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
） 

 

建
安
本 
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こ

れ

ら

は

、

各

巻

一

事

ず

つ

、

合

計

で

五

事

を

欠

い

て

お

り

、

洪

邁

の

刊

行

序

文

の

「

去

五

事

」

と

符

合

す

る

。 
と

こ

ろ

で

、
建

安

の

刻

本

は

閩

本

と

呼

ば

れ

る

。
ま

た

、
前

述

し

た

よ

う

に

、
宋

刻

元

修

本

の

底

本

は
「

閩

本

」
で

あ

り

、
更

に

宋

刻

元

修

本

の
『

夷

堅

志

乙

志

』
の

序

文

の

附

記

に

、
淳

熙

七

年
（

一

一

八

〇

）
七

月

に

建

安

で

刊

行

し

た

と

あ

る

。
そ

の

た

め

、
宋

刻

元

修

本

の

底

本

の
「

閩

本

」
は

南

宋

の

建

安

本

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。
ま

た

、
冒

頭

に

述

べ

た

如

く

、
現

存

す

る
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

テ

キ

ス

ト

は

全

て

、

宋

刻

元

修

本

系

統

に

属

し

て

お

り

、

即

ち

洪

邁

自

身

が

編

纂

し

た

『

夷

堅

志

乙

志

』

の

三

つ

の

版

本

は

建

安

本

（

閩

本

）

系

統

の

み

後

世

に

傳

わ

っ

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

と

な

る
（

１

２

）

。 

 

三

、

上

海

図

書

館

所

藏

明

鈔

本

と

原

刻

本

『

夷

堅

志

乙

志

』 

 

（

一

）

書

誌

情

報 

 

上

海

図

書

館

に

は

明

代

の

祝

允

明

が

書

写

し

た
『

夷

堅

志

乙

志

』
三

巻
（

残

）
が

所

藏

さ

れ

て

い

る

。
以

下

、
こ

の

鈔

本

の

詳

し

い

書

誌

情

報

を

記

し

て

お

く

。 

当

該

資

料

は

巻

一

・
巻

二

・

巻

三

の

鈔

本

三

十

二

葉

で

、
毎

葉

縦

二

〇

・

八

厘

、
横

二

五

・

八

厘

。
毎

巻

の

巻

首

に
「

夷

堅

丁

志

巻

第

幾 

小

説

数 

呉

祝 

允

明

録

」

と

墨

書

さ

れ

て

い

る

。

各

巻

の

小

説

数

は

「

十

三

事

」
、
「

十

二

事

」
、
「

十

四

事

」

が

注

記

さ

れ

る

が

、

巻

三

に

は

六

条

し

か

残

っ

て

な

い

。

本

文

は

半

葉

十

行

、

行

二

十

字

、

文

中

小

注

と

小

説

の

提

供

者

は

小

字

で

書

写

さ

れ

て

い

る

。
巻

三

の

末
（

三

十

・

三

十

一

・

三

十

二

葉

）
に

夔

叔

文
（

一

五

九

一

）
、
文

從

簡
（

一

六

四

一

）
、
翁

同

龢
（

一

八

九

八

）
な

ど

の

跋

文

が

あ

る

。 

一

方

、

民

国

の

『

壯

陶

閣

書

畫

錄

』

は

上

図

藏

明

鈔

本

を

「

冊

」

と

記

録

し

て

お

り
（

１

３

）

、

上

図

藏

明

鈔

本

は

元

来

三

十

二

枚

で
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綴

じ

ら

れ

、

冊

子

本

と

し

て

流

傳

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 （

二

）

書

写

時

代 

 

上

図

藏

明

鈔

本

は

自

序

が

な

い

た

め

、

張

祝

平

氏

は

鈔

本

の

書

写

ス

タ

イ

ル

に

拠

り

、

書

写

時

代

を

祝

允

明

が

四

十

歳

、

即

ち

弘

治

十

三

年
（

一

五

〇

〇

）
前

後

で

あ

る

と

推

測

し

た

が
（

１

４

）

、
こ

の

鈔

本

の

書

写

さ

れ

た

背

景

と

意

図

に

つ

い

て

は

言

及

し

て

い

な

い

。

祝

允

明

著

『

懐

星

堂

集

』

巻

十

三

の

中

で

、

自

分

の

上

司

で

あ

る

廣

東

提

刑

按

察

司

僉

事

の

黄

昭

へ

宛

て

た

書

簡

に

、 

 

外

有

拙

稿

紀

事

四

冊

呈

覽

、

又

洪

氏

『

夷

堅

』
、

書

二

冊

并

上

、

後

更

續

呈

、

亦

稍

為

公

退

食

解

頤

之

需

耳
（

１

５

）

。 

 

他

に

も

拙

稿

で

あ

る

紀

事

四

冊

を

（

あ

な

た

様

に

）

呈

し

ご

覧

頂

き

、

更

に

洪

氏

の
『

夷

堅

』
を

二

冊

に

書

い

て

、

併

せ

て

呈

上

い

た

し

ま

す

。

そ

の

後

更

に

続

け

て

呈

し

ま

す

が

、

そ

れ

は

ま

た

公

務

の

後

の

笑

い

の

種

に

な

る

だ

け

で

し

ょ

う

。 

 

と

あ

る

。
で

は

、
こ

の

書

簡

の

中

で

述

べ

て

い

る
「

紀

事

四

冊

」
は

ど

の

書

物

を

指

し

て

い

る

の

か

。
祝

允

明

は

自

身

の

著

作

を
『

祝

子

通

』
、

文

集

、
「

紀

事

」
、
「

小

言

」

の

四

類

に

大

別

し

て

い

る
（

１

６

）

。
「

紀

事

」

の

種

類

に

属

す

る

諸

書

の

中

で
（

１

７

）

、

祝

允

明

が

没

す

る
（

一

五

二

七

）
前

に

出

版

さ

れ

、
し

か

も

四

冊

で

あ

る

の

は

、
筆

記

で

あ

る
『

野

記

』
の

み

が

符

合

す

る

。
邸

暁

平
「

祝

允

明

雑

著

版

本

考

辨

」
（
『

文

献

』
、

二

〇

〇

三

年

第

二

期

）

に

拠

る

と

、

明

刻

本

『

野

記

』

は

四

冊

あ

り

、

半

葉

十

行

、

行

十

八

字

で

、

正

徳

六

年

（

一

五

一

一

）

八

月

前

後

に

刊

行

さ

れ

て

い

る

。

こ

れ

は

前

掲

の

書

簡

に

述

べ

ら

れ

た

「

拙

稿

紀

事

四

冊

」

と

符

合

し

て

い

る

。
従

っ

て

、
書

簡

の
「

紀

事

四

冊

」
は
『

野

記

』
の

可

能

性

が

高

い

と

思

わ

れ

る

。
ま

た

前

述

し

た

様

に

、
上

図

藏

明

鈔

本

は

元

々
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「

冊

」

で

装

訂

さ

れ

て

お

り

、

祝

允

明

が

こ

の

鈔

本

を

何

冊

に

装

訂

し

た

か

は

知

り

よ

う

が

な

い

が

、
『

野

記

』

四

巻

（

半

葉

十

行

・

行

十

八

字

）
が

四

冊

に

装

訂

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

考

え

れ

ば

、
上

図

藏

明

鈔

本

の

残

三

巻
『

夷

堅

志

乙

志

』
（

半

葉

十

行

、
行

二

十

字

）

は

二

冊

～

三

冊

に

装

訂

さ

れ

て

い

る

と

考

え

る

の

が

妥

当

で

あ

ろ

う

。

よ

っ

て

上

図

藏

明

鈔

本

は

書

簡

に

述

べ

た

二

冊

「

洪

氏

夷

堅

」（

或

い

は

一

部

分

）
に

他

な

ら

な

い

と

考

え

ら

れ

る

。
祝

允

明

は

正

徳

十

年
（

一

五

一

五

）
か

ら

廣

東

興

寧

県

知

事

に

赴

任

し

、

上

司

の

黄

昭

と

付

き

合

い

始

め

た

。
そ

の

た

め

文

集

中

に

黄

昭

と

の

公

務

往

来

の

書

簡

と

序

文

が

し

ば

し

ば

出

現

し

て

い

る
（
「

與

分

巡

黄

僉

憲

」
、
「

送

憲

副

黄

公

按

察

入

閩

序

」
）
。

黄

昭

が

正

徳

十

二

年

（

一

五

一

七

）

の

夏

に

廣

東

提

刑

按

察

司

か

ら

福

建

按

察

司

副

使

に

遷

っ

た

こ

と

か

ら

考

え

れ

ば

、

上

図

藏

明

鈔

本

が

書

写

さ

れ

た

の

は

、

二

人

が

廣

東

に

同

時

に

い

た

正

徳

十

年

（

一

五

一

五

）

～

正

徳

十

二

年

（

一

五

一

七

）

頃

で

あ

り

、

張

祝

平

氏

が

推

測

し
て
い

る

弘

治

十

三

年
（

一

五

〇

〇

）

で

は

な

か

ろ

う

。
上

図

藏

明

鈔

本

は

祝

允

明

が

上

司

で

あ

る

黄

昭

の

公

務

が

暇

な

時

に

読

ん

で

も

ら

う

よ

う

に

と

書

写

し

た

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

よ

う

。 

 

（

三

）

本

文

の

異

同

に

つ

い

て 

 

張

祝

平

氏

は

す

で

に

上

図

藏

明

鈔

本

と

通

行

本

の
『

夷

堅

志

乙

志

』
の

最

初

の

三

巻

と

の

様

々

な

異

同
・
改

作

を

指

摘

し

て

い

る

。

ま

た

、

冒

頭

で

筆

者

が

考

証

し

た

よ

う

に

、

現

存

す

る

諸

本

は

南

宋

の

建

安

本

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

の

で

、

次

に

問

題

と

な

る

の

は

、

な

ぜ

上

図

藏

明

鈔

本

と

建

安

本

の

テ

キ

ス

ト

に

異

同

が

あ

る

の

か

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

筆

者

は

そ

の

こ

と

を

具

体

的

に

明

ら

か

に

す

る

為

に

、

上

図

藏

明

鈔

本

と

建

安

本

系

統

の

テ

キ

ス

ト

（

底

本

は

『

續

修

四

庫

全

書

』

に

収

録

さ

れ

た

上

海

図

書

館

所

藏

清

鈔

本

に

基

づ

き

、
適

宜

通

行

本

を

参

照

）
を

詳

細

に

比

較

し

た

。
紙

幅

の

都

合

上

、
こ

こ

で

は

八

例

の

み

を

挙

げ

る

こ

と

と

す

る
（

そ

の

他

の

異

同

に

つ

い

て

本

章

の

付

録

部

分

を

参

照

の

こ

と

）
。 
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（
表
二
） 

                

こ

こ

か

ら

、

二

つ

の

版

本

の

異

同

は

、

傳

写

と

印

刷

で

生

じ

た

相

違

や

手

違

い

に

属

す

る

一

般

的

な

版

本

の

差

異

だ

け

で

な

く

、

小

説

に

お

け

る

人

物

の

呼

び

方

、
官

職

、
出

身

な

ど

の

情

報

が

修

正
・
改

作

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。
例

え

ば

、
②

の
「

趙

   ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①  

纔
数
月
、
忽
病
、
瘰
癘
繞

項
如
循
環
、
因
大
欬
、
頭

忽
墜
地
。
距
妾
去
日
曾
不

一
年
。 

董
国
度
負
心
プ
ロ
ッ
ト 

字
斉
年
、
仙
井
人 

本
烏
墩
莫
司
法
庶
女 

將
之
銓
曹
科
理 

蔣
善
昭
字
仲
晦
永
嘉
人 

徐
擇
之
丞
相
帥
北
京 

子
禮
説 

 

上 

図

藏

明

本 

 

纔
數
月
、
卒 

（
無
し
） 

字
斉
年
、
（
無
し
） 

 

本
烏
墩
莫
知
録
庶
女 

將
往
吏
部
料
理 

永
嘉
人
蔣
教
授 

徐
擇
之
丞
相
居
睢
陽 

蔣
丞
相
説 

建 

安 

本 

系 

 一
―
侠
婦
人 

 

一
―
侠
婦
人 

 
 一

―
更
生
佛 

二
―
莫
小
孺
人 

二
―
蒋
教
授 

二
―
蒋
教
授
（
１
９
） 

 

二
―
趙
士
珖 

 

二
―
宜
興
民
（
１
８
） 

 

巻
数
―
小
説
名 
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士

珖

」
の

話

に

お

い

て

、
徐

処

仁
（

字

擇

之

）
の

任

地

が

上

図

藏

明

鈔

本

で

は

北

京
（

北

宋

の

大

名

府

）
で

あ

っ

た

の

が

、
建

安

本

系

テ

キ

ス

ト

で

は

睢

陽

（

北

宋

の

應

天

府

）

と

な

っ

て

い

る

。
『

宋

史

』

巻

三

七

一

徐

処

仁

傳

に

、 

 

（
徐
処
仁
）
起

為

應

天

尹

。

河

北

盜

起

、

徙

大

名

尹
（

２

０

）

。 

 

（
徐
処
仁
は
）
應

天

府

の

知

事

に

任

用

さ

れ

た

が

、

河

北

で

盗

賊

が

起

こ

り

、

大

名

府

の

知

事

に

転

任

し

た

。 

 と

あ

る

の

で

、
徐

処

仁

は

北

京
（

大

名

府

）
と

睢

陽
（

應

天

府

）
の

両

府

と

も

に

任

職

し

た

こ

と

が

わ

か

る

。
か

か

る

地

名

の

改

作

に

伴

っ

て

当

然

な

が

ら

事

件

発

生

の

時

期

も

変

わ

る

こ

と

に

な

る

。

こ

こ

か

ら

、

各

々

の

話

の

詳

し

い

情

報

を

熟

知

し

た

人

間

に

よ

っ

て

テ

キ

ス

ト

が

改

訂

さ

れ

た

こ

と

が

推

測

で

き

る

。

こ

れ

は

冒

頭

で

述

べ

た

洪

邁

自

身

が

改

作

し

た

と

す

る

記

述

と

一

致

す

る

。 

更

に

、

筆

者

は

以

下

の

Ａ

、

Ｂ

、

Ｃ

の

三

つ

の

理

由

か

ら

、

上

図

藏

明

鈔

本

は

南

宋

の

建

安

本

よ

り

更

に

古

い

版

本

系

統

、

と

り

わ

け

洪

邁

が

改

作

し

て

い

な

い

原

刻

本

系

統

に

基

づ

い

て

い

る

可

能

性

が

あ

る

と

判

断

す

る

。 

Ａ 

②
「

趙

士

珖

」
の

小

説

は

、

洪

邁

が

小

説

に

出

て

く

る

人

物

の

徐

敦

立

か

ら

聞

い

た

話

で

あ

る
（

２

１

）

。

前

述

し

た

よ

う

に

、

上

図

藏

明

鈔

本

は

徐

処

仁

が

就

任

し

た

所

を

「

北

京

」

と

記

す

が

、

建

安

本

の

睢

陽

と

は

違

う

。

更

に

、

南

宋

初

年

に

成

書

し

て

い

た

と

さ

れ

る

善

書

『

太

上

感

應

篇

』
（

２

２

）

が

「

趙

士

珖

」

の

話

を

収

録

す

る

が

、

そ

こ

で

は

、
「

北

京

」

と

記

録

さ

れ

る
（

２

３

）

。

こ

こ

か

ら

、

南

宋

初

年

に

上

図

藏

明

鈔

本

と

同

一

の

テ

キ

ス

ト

が

す

で

に

存

在

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

Ｂ 

更

に

注

目

さ

れ

る

の

は

、
表

二

の

⑦

⑧

の
「

侠

婦

人

」
で

あ

る

。
上

図

藏

明

鈔

本

の
「

侠

婦

人

」
を

建

安

本

系

の
「

侠

婦

人

」
の

構

成

と

比

べ

る

と

、
建

安

本

系

に

残

っ

て

い

な

い

主

人

公

と

し

て

の

董

国

度
（

２

４

）

の

負

心

、
及

び

妾

の

復

讐

、
董

国

度

の

亡

く

な

る

様

子

な

ど

の

プ

ロ

ッ

ト

が

保

存

さ

れ

て

い

る

（

次

節

で

詳

述

）
。

前

述

し

た

よ

う

に

、
「

誣

善

」

と

指

摘

さ

れ

た

た

め

、

洪

邁

は

贛

で
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『

夷

堅

志

乙

志

』
を

刊

行

し

た

時

、
五

つ

の

話

を

削

除

し

、
そ

の

他

の

話

に

つ

い

て

も

改

訂

し

た

。
「

侠

婦

人

」
の

物

語

に

つ

い

て

見

る

と

、

上

図

藏

明

鈔

本

で

は

主

人

公

の

不

名

譽

な

プ

ロ

ッ

ト

が

残

っ

て

い

る

が

、

建

安

本

系

に

な

る

と

そ

れ

は

全

て

削

除

さ

れ

る

。

こ

の

こ

と

は

洪

邁

の

記

述

と

一

致

す

る

。 

と

こ

ろ

で

、

次

の

明

代

初

期

の

「

義

侠

歌

」

に

よ

る

と

、

原

刻

本

の

テ

キ

ス

ト

が

明

代

に

ま

だ

流

傳

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る

。 

 

「

義

侠

歌

」 

【

ア

】

德

興

董

国

度 
 

德

興

の

董

国

度

は 

其

字

為

元

卿 
 
 

其

の

字 

元

卿

た

り 

宣

和

舉

進

士 
 

宣

和

に 
進

士

に

挙

げ

ら

れ 

籍

籍

多

文

聲 
 

籍

籍

と

し

て 
文

聲 

多

し 

（

中

略

） 

【

イ

】

卿

妻

曰

余

氏 
 

卿

の

妻

は 

余

氏

と

曰

ひ 

悍

妬

仍

驕

矜 
 
 

悍

妬

に

し

て 

仍

ほ 
驕

矜

た

り 
 

遇

姫

多

亡

狀 
 

姫

を

遇

す

る

に 

多

く

状

亡

し 

禁

懾

如

凍

蠅 
 

禁

懾 

凍

蠅

の

如

し 
 

 

甚

或

加

棰

掠 
 
 

甚

だ

し

く

は

或

ひ

は 

棰

掠

を

加

ふ 

人

諫

了

不

懲 
 

人

諌

め

る

も 

了つ

い

に

懲

り

ず 

卿

力

弗

能

制 
 

卿

の

力 

制

す

る

能

は

ず 

白

昼

若

沈

暝 
 

白

昼

は 

沈

暝

の

若

し 
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姫

因

不

告

去 
 

姫

は

因

り

て

告

げ

ず

し

て

去

り 

飄

若

風

火

昇 
 

飄

る

こ

と 

風

火

の

昇

る

が

若

し
（

２

５

）

 

 

こ

の

詩

は

明

初

の

宋

濂

が
「

侠

婦

人

」
の

話

を

五

言

詩

に

改

編

し

た

も

の

で

あ

る

。【

イ

】
段

に

は

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

に

な

い
「

負

心

」
、「

復

讐

」
の

プ

ロ

ッ

ト

が

出

て

く

る

。
こ

れ

と

祝

允

明

が

書

写

し

た

上

図

藏

明

鈔

本
「

侠

婦

人

」
を

比

べ

る

と

、
プ

ロ

ッ

ト

が

同

じ

で

あ

る

。

そ

の

た

め

、

宋

濂

は

上

図

藏

明

鈔

本

と

同

じ

版

本

系

統

の

テ

キ

ス

ト

に

依

拠

し

て

、

こ

の

詩

を

創

作

し

た

か

も

し

れ

な

い

。

と

す

れ

ば

、

こ

こ

か

ら

原

刻

本

は

明

初

に

も

ま

だ

流

傳

し

て

い

た

可

能

性

が

あ

る

こ

と

に

な

ろ

う

。 

Ｃ 

前

掲

の

表

二

の

①

「

宜

興

民

」

条

の

末

に

、

建

安

本

に

は

記

事

提

供

者

と

し

て

「

蔣

丞

相

説

」

が

記

さ

れ

て

い

る

。
「

蔣

丞

相

」

は

南

宋

の

蒋

芾
（

字

子

禮

）
で

あ

る

。
『

宋

史

』
「

宰

輔

年

表

」
に

よ

る

と

、
蒋

芾

は

乾

道

四

年
（

一

一

六

八

）
二

月

に

右

僕

射

に

任

ぜ

ら

れ

た

。
即

ち
「

丞

相

」
で

あ

る

。
そ

の

任

命

時

間

は

序

文

の

日

付

の

乾

道

二

年

十

二

月

よ

り

後

で

あ

っ

た

。
以

上

に

基

づ

き

、
岡

本

不

二

明

は
「
『

夷

堅

乙

志

』
二

十

巻

の

成

立

過

程

に

つ

い

て

」（
『

岡

山

大

学

文

学

部

紀

要

』
一

九

九

五

年

）
に

お

い

て

、「

蔣

丞

相

説

」

は

『

夷

堅

志

乙

志

』

の

重

印

の

際

に

加

筆

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と

推

定

し

た

。

上

図

藏

明

鈔

本

は

そ

の

推

定

が

正

し

か

っ

た

こ

と

を

裏

付

け

て

い

る

。

原

刻

本

に

基

づ

い

て

書

写

し

た

上

図

藏

明

鈔

本

の

な

か

で

は

、

こ

の

提

供

者

が

「

子

禮

」

と

記

録

さ

れ

て

い

る

。

乾

道

二

年

に

洪

邁

と

蒋

芾

は

共

に

起

居

舍

人

を

勤

め

た

た

め

、

こ

の

時

期

に

洪

邁

が

蒋

芾

よ

り

話

を

聞

き

、

記

録

し

た

と

考

え

ら

れ

る

。
両

人

が

同

じ

官

職

を

勤

め

た

た

め

、
洪

邁

は

直

接

に

蒋

芾

の

字
「

子

禮

」
を

記

し

た

と

推

測

で

き

る

。
し

か

し

、
二

年

後

、
蒋

芾

が

丞

相

に

昇

り

、
の

ち

乾

道

八

年
（

一

一

七

二

）
に

洪

邁

が

原

刻

本

を

改

訂

す

る

に

当

た

り

、
も

と

の

呼

称

を

改

め

て
「

蒋

丞

相

」
と

記

す

こ

と

に

な

っ

た
（

２

６

）

。

そ

の

流

れ

を

ま

と

め

る

と

次

の

通

り

に

な

る

。 

 

①

乾

道

二

年

（
一
一
六
六
）
会

稽

本

を

刊

行

「

子

禮

説

」

と

記

す 
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②

乾

道

四

年

（
一
一
六
八
）
蒋

芾

が

丞

相

に

な

る 
③

乾

道

八

年

（
一
一
七
二
）
贛

本

を

刊

行 

④

淳

熙

七

年

（
一
一
八
〇
）
建

安

本

を

刊

行

「

蒋

丞

相

」

と

記

す
（

２

７

）

 

 

こ

の

呼

び

方

の

改

作

か

ら

、
上

図

藏

明

鈔

本

の

本

文

は

、
建

安

本

、
贛

本

に

先

立

つ

テ

キ

ス

ト

に

由

来

す

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

南

宋

の

三

つ

の

版

本

の

う

ち

、

お

そ

ら

く

原

刻

本

で

あ

る

会

稽

本

の

み

符

合

す

る

と

言

え

る

。 

 

四

、
「

侠

婦

人

」

が

改

作

さ

れ

た

原

因 

 

洪

邁

が

序

文

で

明

確

に

言

及

し

た

削

除

・

改

作

を

し

た

小

説

の

う

ち

、

唯

一

「

侠

婦

人

」

が

現

在

ま

で

伝

わ

っ

て

い

る

。

原

刻

本

系

統

に

属

す

る

上

図

藏

明

鈔

本

に

着

目

す

る

と

、

そ

の

改

作

経

緯

や

原

因

が

明

ら

か

に

浮

か

び

上

が

っ

て

く

る

の

で

、

以

下

に

考

察

し

た

い

。 

 （

一

）
「

侠

婦

人

」

の

先

行

研

究 

 

先

行

研

究

と

し

て

は

福

田

知

可

志

「

女

侠

の

物

語

―

『

夷

堅

志

』
「

侠

婦

人

」

に

つ

い

て

」
（
『

中

国

学

志

』

隋

号

、

二

〇

〇

二

年

）

と

張

祝

平
「

范

成

大
「

侠

婦

人

」
故

事

原

貌

及

其

流

変

考

」
（
『

文

学

遺

産

』
一

九

九

七

年

第

四

期

）
が

挙

げ

ら

れ

る

。
福

田

氏

は
「

侠

婦

人

」

の

女

侠

像

、
『

黄

氏

日

鈔

』

の

節

録

か

ら

見

た

負

心

譚

の

影

響

、

後

世

へ

の

影

響

を

め

ぐ

っ

て

論

述

し

て

い

る

。

一

方

、
張

氏

は

上

図

藏

明

鈔

本

の
「

侠

婦

人

」
を

紹

介

し

、
洪

邁

の

序

文

に

よ

り

、
改

作

原

因

を
「

與

事

實

不

符

」
と
「

誣

善

」
の

二

つ

と

推

測

す
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る

。

更

に

、

後

代

の

小

説

と

戯

曲

の

中

に

見

ら

れ

る

「

侠

婦

人

」

の

改

編

に

つ

い

て

着

目

し

て

い

る

。 

 （

二

）
「

侠

婦

人

」

の

本

文 

 

「

侠

婦

人

」

の

梗

概

を

略

記

す

れ

ば

、

以

下

の

様

で

あ

る

。
（
【

ア

】
、
【

ウ

】
、
【

オ

】

段

の

構

成

は

二

つ

の

版

本

が

一

致

、
【

イ

】

段

は

上

図

藏

明

鈔

本

し

か

残

っ

て

お

ら

ず

、
【

エ

】

段

は

上

図

藏

明

鈔

本

の

テ

キ

ス

ト

で

、

㋓

段

は

改

作

を

経

て

い

る

建

安

本

テ

キ

ス

ト

で

あ

る

。
） 

【

ア

】

主

人

公

の

董

国

度

は

宣

和

六

年

の

進

士

。

単

身

莱

州

膠

水

県

の

主

簿

に

赴

任

し

た

。

中

原

が

金

軍

に

占

領

さ

れ

た

後

、

北

地

に

隠

れ

潜

み

、

知

り

合

っ

た

旅

館

の

主

人

に

妾

を

買

っ

て

も

ら

う

。

そ

の

妾

の

身

元

は

不

明

だ

が

、

董

国

度

の

た

め

に

生

計

を

立

て

た

。
董

国

度

は

昼

夜

南

方

の

家

人

を

懐

か

し

む

様

子

を

妾

に

見

ら

れ

、
自

分

は

宋

国

の

官

員

で

あ

る

と

打

ち

明

け

る

。

妾

は

自

分

の

兄

を

招

き

、

兄

が

「

人

の

た

め

に

働

く

こ

と

を

喜

び

と

す

る

」

性

格

で

あ

る

と

紹

介

し

た

。

妾

の

兄

は

虬

髯

の

行

商

人

と

い

う

姿

で

登

場

し

た

。

彼

の

協

力

を

得

て

、

董

国

度

は

無

事

に

南

方

に

帰

っ

た

。

出

発

前

、

妾

は

袍

を

董

国

度

に

与

え

、

後

で

妾

自

身

も

後

か

ら

兄

に

連

れ

帰

っ

て

も

ら

う

た

め

、

兄

か

ら

の

金

は

受

け

取

ら

な

い

よ

う

に

、

と

董

国

度

に

指

示

を

与

え

る

。

そ

の

後

の

事

は

妾

の

予

測

通

り

に

進

む

。

董

は

妾

に

教

え

ら

れ

た

通

り

、

南

宋

に

帰

っ

た

後

、

妾

兄

か

ら

贈

金

と

し

て

の

二

十

両

を

断

り

、

袍

を

兄

に

示

す

。

兄

は

や

む

を

得

ず

妾

を

連

れ

て

く

る

こ

と

を

約

束

。

の

ち

董

は

袍

の

ほ

こ

ろ

ん

だ

と

こ

ろ

に

詰

っ

て

い

る

金

箔

を

探

し

出

す

。

一

年

後

、

妾

は

兄

に

よ

っ

て

、

無

事

に

帰

る

こ

と

が

で

き

る

。 

【

イ

】
董

の

正

妻

で

あ

る

余

氏

は

い

つ

も

董

妾

を

苦

し

め

た

。
董

国

度

は

打

つ

手

が

な

く

、

病

気

に

な

る

。

董

の

あ

る

「

同

年

」
（

同

じ

年

に

科

挙

の

試

験

に

合

格

し

た

人

）
は

董

国

度

の

不

義
・
負

心

を

咎

め

、
董

妾

と

妾

兄

が

豪

侠

で

あ

る

こ

と

を

指

摘

す

る

。

結

局

は

董

妾

が

行

方

不

明

に

な

っ

た

。 
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【

ウ

】

帰

国

後

、

南

宋

の

権

臣

秦

檜

に

よ

っ

て

、

董

は

京

官

に

任

命

さ

れ

る

。 

【

エ

】
数

月

後

、
董

は

病

気

に

な

り

、
「

頭

忽

墜

地

」
急

死

し

た

。
妾

は

、
そ

の

一

年

前

に

行

方

不

明

に

な

っ

て

い

た

。
（

上

図

藏

明

鈔

本

の

テ

キ

ス

ト

） 

㋓

 

数

月

後

に

急

死

し

た

。

 
 
 
 
 
 
 
 

（

建

安

本

系

改

作

さ

れ

た

テ

キ

ス

ト

） 

【

オ

】

秦

檜

の

助

力

に

よ

っ

て

、

朝

廷

は

董

に

官

職

を

追

贈

し

、

董

の

息

子

に

も

官

職

を

授

け

る

。 

概

括

し

て

述

べ

れ

ば

、

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

は

【

イ

】

段

の

「

負

心

」
、
「

復

讐

」

主

題

を

削

除

し

、
【

エ

】

段

の

董

国

度

が

亡

く

な

る

様

子

の

記

述

が

改

作

さ

れ

て

い

る

。 

 （

三

）
「

侠

婦

人

」

の

信

憑

性

に

つ

い

て 

 

「

侠

婦

人

」

の

本

文

を

考

察

す

る

前

に

、
「

侠

婦

人

」

の

故

事

の

信

憑

性

に

つ

い

て

明

ら

か

に

し

て

お

き

た

い

。 

洪

邁

は
『

夷

堅

志

』
の

多

数

の

話

の

末

に

話

の

出

所

を

記

し

て

い

る

の

で

、
ほ

ぼ

全

て

の

話

の

源

流

が

わ

か

る

。
「

侠

婦

人

」
の

末

に

「

范

至

能

説

」

と

あ

る

。

范

至

能

は

南

宋

の

范

成

大

で

あ

る

。
『

宋

會

要

輯

稿

』

儀

制

十

一

に

以

下

の

記

録

が

あ

る

。 

 

左

宣

教

郎

、

幹

辦

諸

軍

糧

料

院

董

国

度

、

十

年

五

月

贈

朝

奉

郎

。

国

度

先

任

萊

州

膠

水

縣

主

簿

、

泛

海

赴

行

在

、

上

利

害

、

得 

幹

辦

諸

軍

糧

料

院

、

未

幾

卒

、

故

也

。 
 

 
 

左

宣

教

郎

、

幹

辦

諸

軍

糧

料

院

を

勤

め

た

董

国

度

が

、

十

年

五

月

に

朝

奉

郎

を

贈

ら

れ

た

の

は

、

国

度

が

先

に

萊

州

の

膠

水

縣

の

主

簿

に

任

ぜ

ら

れ

、

海

に

泛

べ

て

行

在

所

に

赴

き

、

利

害

を

言

上

し

、

そ

の

後

幹

辦

諸

軍

糧

料

院

と

な

り

、

間

も

な

く

卒

し

た

か

ら

で

あ

る

。 
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こ

の

史

料

を

も

っ

て
「

侠

婦

人

」
と

比

べ

る

と

、
主

人

公

董

国

度

の

人

生

経

歴

は

ほ

ぼ

同

じ

で

あ

る

。
こ

う

し

て

考

え

れ

ば

、
「

侠

婦

人

」

は

実

在

の

人

物

を

モ

デ

ル

と

し

て

、

作

成

さ

れ

た

物

語

で

あ

る

可

能

性

が

高

い

と

思

わ

れ

る

。 

 （

四

）

改

作

の

原

因 

 

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

で

は

削

除

さ

れ

て

い

る

が

、

上

図

藏

明

鈔

本

に

保

存

さ

れ

て

い

る

「

侠

婦

人

」

の

原

文

を

確

認

し

た

い

。 

 【

イ

】
董

妻

余

氏

故

妒

悍

、
雖

知

其

夫

以

妾

力

獲

返

、
不

暇

恤

、
遇

之

多

亡

状

、
或

加

笞

掠

不

少

貸

。
董

不

能

制

而

自

痛

負

妾
、
怏

怏

成

疾

。
「

同

年

」
故

人

問

其

病

、

具

以

本

末

言

。
「

同

年

」
曰
「

君

亦

不

義

矣

。

客

與

妾

豈

世

間

庸

常

人

哉

。

殆

書

傳

所

載

俠

士

也

。

受

人

恩

能

為

盡

死
、
人

或

負

之

則

飛

劍

報

仇

如

殺

狐

兔

耳
。
為

君

計

独

有

置

諸

館
、
待

之

如

二

妻
。
君

婦

復

不

容
、
則

以

情

白

於

朝
、
臨

以

君

命

、

宜

不

敢

。

」
董

牽

拘

未

决

。

妾

一

旦

不

告

去

。

董

喜

且

懼

、

常

忽

忽

若

有

亡

。

秦

丞

相

與

董

有

同

陷

虜

之

舊

、

為

追

敘

向

来

歳

月
、
改

京

秩
、
幹

辦

諸

軍

審

計
。
【

エ

】
纔

数

月

、
忽

病

、
瘰

癘

繞

項

如

循

環

、
因

大

欬

、
頭

忽

墜

地

。
距

妾

去

日

曾

不

一

年

。【

オ

】

秦

丞

相

令

其

母

哀

訟

於

朝

。

自

宣

教

郎

特

贈

朝

奉

郎

、

而

官

其

子

仲

堪

者

、

時

紹

興

十

年

五

月

云

。

范

成

大

説

（

破

線

部

分

は

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

と

同

じ

） 

 改

作
・
削

除

さ

れ

た

部

分

を

便

宜

上

三

段

に

分

け

て

論

述

す

る

。
ま

ず
【

イ

】
段

に

つ

い

て

。
帰

国

後

、
董

の

最

初

の

妻

余

氏

は

い

つ

も

董

の

妾

を

苦

し

め

た

。

董

国

度

は

打

つ

手

が

な

い

た

め

、

怏

々

と

し

て

楽

し

ま

ず

病

気

に

な

っ

た

。

董

の

「

同

年

」

は

董

国

度

の

不

義

・

負

心

を

咎

め

、

ま

た

董

の

妾

と

妾

兄

が

と

も

に

豪

侠

の

人

物

で

あ

る

と

指

摘

す

る

。

結

局

は

董

妾

が

行

方

不

明

に

な

る

。 
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こ

こ

で

最

も

重

要

な

人

物

は

董

国

度

の

負

心

を

非

難

す

る

人

間

と

し

て

登

場

し

て

い

る

「

同

年

」

で

あ

る

。

董

国

度

の

不

義

を

責

め

る
「

同

年

」
の

話

が

削

除

さ

れ

て

し

ま

っ

た

原

文

の

大

部

分

を

占

め

る

。
「

侠

婦

人

」
に

つ

い

て

の

先

行

研

究

で

は

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

全

く

言

及

し

て

い

な

い

。
『

夷

堅

志

』
と

『

宋

會

要

輯

稿

』
に

よ

れ

ば

、

董

国

度

は

宣

和

六

年

に

科

挙

に

及

第

す

る

。
范

成

大

が

編

纂

し

た

地

方

志
『

呉

郡

志

』
巻

二

十

八

に

よ

れ

ば

、
范

成

大

の

父

親

范

雩

も

宣

和

六

年

の

進

士

で
（

２

８

）

、
即

ち

董

国

度

の
「

同

年

」

で

あ

る

。
さ

ら

に

、
董

国

度

は

紹

興

十

年

に

京

官

の

時

期

に

首

都

臨

安

で

突

然

亡

く

な

り

、
そ

の

時

、
范

雩

は
「

諸

王

公

大

小

教

授

」

と

い

う

京

官

に

就

い

て

い

た

た

め
（

２

９

）

、
董

が

亡

く

な

っ

た

際

の

様

子

を

知

る

こ

と

が

で

き

た

と

考

え

ら

れ

る

。
こ

こ

か

ら

、
范

成

大

の

父

親

で

あ

る

范

雩

は
「

侠

婦

人

」
に

登

場

す

る
「

同

年

」
の

可

能

性

が

高

い

と

思

わ

れ

る

。
そ

の

た

め

、
話

の

提

供

者

で

あ

る

范

成

大

は

「

同

年

」

と

主

人

公

の

間

の

話

に

つ

い

て

詳

し

く

記

録

で

き

た

と

思

わ

れ

る

。 

【

エ

】

段

は

董

国

度

が

亡

く

な

る

時

の

様

子

を

描

く

も

の

で

あ

る

。

た

だ

、

建

安

本

に

な

る

と

、
「

才

數

月

、

卒

」

と

故

意

に

簡

潔

な

記

述

に

ま

と

め

て

い

る

。

何

故

そ

の

プ

ロ

ッ

ト

を

省

略

し

た

の

か

。

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

の

中

で

は

、

董

国

度

は

南

宋

に

帰

っ

た

後

、

不

思

議

な

こ

と

に

間

も

な

く

亡

く

な

っ

て

し

ま

う

。

最

も

奇

異

な

の

は

、

帰

国

後

の

プ

ロ

ッ

ト

に

お

い

て

、

小

説

の

前

半

部

で

登

場

し

た

ヒ

ロ

イ

ン

と

し

て

の

妾

に

つ

い

て

、

全

く

言

及

さ

れ

て

お

ら

ず

、

題

目

の

中

の

「

侠

」

と

い

う

主

題

も

展

開

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

で

あ

る

。
読

者

は

小

説

の

展

開

に

違

和

感

を

抱

き

、
少

し

不

十

分

だ

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

を

感

じ

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

一

方

、

董

国

度

が

亡

く

な

る

場

面

も

尋

常

で

な

く

、
「

同

年

」

の

勧

告

か

ら

「

頭

忽

墜

地

」
、
「

距

妾

去

日

曾

不

一

年

」

に

か

け

て

の

描

写

か

ら

見

れ

ば

、

洪

邁

は

董

国

度

が

不

実

の

報

い

を

受

け

た

こ

と

を

暗

示

し

て

い

た

の

で

は

な

い

か

と

推

測

で

き

る

。

そ

う

で

あ

れ

ば

、

妾

が

苦

し

め

ら

れ

て

行

方

不

明

に

な

る

こ

と

を

削

除

し

た

上

で

、

読

者

を

納

得

さ

せ

る

為

に

、

異

常

な

死

亡

を

暗

示

す

る

場

面

に

つ

い

て

も

削

除

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

に

な

る

。

そ

れ

は

洪

邁

が

改

作

を

行

っ

た

原

因

で

あ

ろ

う

。 

【

オ

】

は

董

国

度

が

亡

く

な

っ

た

後

、

秦

檜

に

よ

っ

て

官

職

を

追

贈

さ

れ

、

息

子

も

官

職

を

授

け

ら

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

洪

邁

の

出

身

地

の

鄱

陽

と

董

国

度

の

故

郷

で

あ

る

徳

興

は

同

じ

饒

州

に

属

し

、

董

国

度

の

董

氏

一

族

と

妻

の

余

氏

、

母

の

汪

氏

は

全

て

南

宋
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に

お

け

る

徳

興

の

名

族

で

あ

っ

た
（

３

０

）

。

こ

う

し

た

社

會

背

景

に

お

い

て

、

董

国

度

の

負

心

の

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

を

暴

い

た

作

品

は

、

き

っ

と

世

間

で

、

大

き

な

物

議

を

醸

し

た

こ

と

と

思

わ

れ

る
。 

前

掲

の

序

文

の
「

も

と

も

と

人

事

を

纂

述

し

人

の

悪

を

称

す

る

意

図

は

な

い

。
」
と

い

う

洪

邁

の

弁

解

と
「

善

人

を

中

傷

す

る

に

至

っ

た

」
と

い

う

記

述

か

ら

見

る

と

、
洪

邁

が

指

摘

さ

れ

た

の

は

人

間

関

係

に

つ

い

て

の

問

題

で

あ

ろ

う

。
削

除

さ

れ

た
「

人

為

飛

禽

」

な

ど

の

物

語

は

現

在

ま

で

残

っ

て

い

な

い

が

、

こ

れ

ら

の

物

語

は

「

侠

婦

人

」

の

よ

う

な

実

在

の

人

物

を

物

語

化

し

、

あ

る

い

は

人

の

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

を

暴

い

た

も

の

で

あ

っ

た

可

能

性

が

あ

る

。 

と

こ

ろ

で

、『

夷

堅

志

』
の

中

の
「

解

徇

娶

婦

」
の

話

も

同

様

に

侠

婦

人

が

負

心

漢

を

殺

す

も

の

で

あ

る

。
す

で

に

削

除

さ

れ

た
「

侠

婦

人

」

の

プ

ロ

ッ

ト

と

は

違

う

が

、

洪

邁

は

こ

の

話

の

末

に

、 

 

此

蓋

古

劍

俠

、

事

甚

與

董

国

度

相

類

云
（

３

１

）

。 

此

れ

は

古

代

の

剣

侠

で

、

甚

だ

董

国

度

と

相

い

類

す

と

云

う

。 

 

と

い

う

意

味

深

い

コ

メ

ン

ト

を

つ

け

て

お

り

、

そ

こ

か

ら

洪

邁

自

身

が

削

除

し

た

部

分

は

事

実

で

あ

っ

た

と

認

め

て

い

る

こ

と

が

推

測

で

き

る

。 

董

国

度

が

亡

く

な

っ

た

後

、

権

相

秦

檜

に

よ

っ

て

、

官

職

を

追

贈

さ

れ

、

息

子

も

官

職

を

授

け

ら

れ

る

。

そ

う

し

た

背

景

に

お

い

て

、

洪

邁

が

時

宜

に

適

さ

な

い

、

董

国

度

の

負

心

の

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

を

暴

い

た

作

品

は

、

南

宋

社

會

、

特

に

洪

邁

の

故

郷

で

あ

る

饒

州

の

有

力

家

族

の

間

で

、

大

き

な

物

議

を

醸

し

た

こ

と

は

間

違

い

な

い

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

こ

そ

、

洪

邁

が

「

侠

婦

人

」

を

改

作

し

た

よ

り

深

い

原

因

だ

と

考

え

ら

れ

る

。 
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五

、

終

わ

り

に 
 

 

 
 

最

後

に

、

今

ま

で

述

べ

て

き

た

上

図

藏

明

鈔

本

と

通

行

本

の

源

流

関

係

を

整

理

す

れ

ば

、

次

の

一

覧

表

の

通

り

で

あ

る

。 

宋
・
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
原
刻
本
で
あ
る
会
稽
本
（
佚
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

宋
・ 

乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）
改
作
を
経
た
贛
本
（
佚
）   

 
 
 
 
 
 

宋
・ 

淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
建
安
本 

 

 

元
・ 

沈
天
佑
宋
刻
元
修
本 

 

 
 

清
・ 

厳
元
照
鈔
本 

  

 

民
国
・
張
元
済
校
『
新
校
輯
補
夷
堅
志
』 

 
 
  

通
行
本
で
あ
る
中
華
書
局
本 

 

原
刻
本
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
て
書
写
さ
れ
た
上
図
藏
明
鈔
本  
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上

図

藏

明

鈔

本
『

夷

堅

志

乙

志

』
三

巻

は

、
失

わ

れ

た

原

刻

本
『

夷

堅

志

乙

志

』
の

テ

キ

ス

ト

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

た

め

、
改

作

さ

れ

て

い

な

い

原

刻

本

の

テ

キ

ス

ト

を

保

存

し

、
今

ま

で

未

解

明

な

部

分

に

光

を

当

て

る

こ

と

が

で

き

る

貴

重

な

資

料

な

の

で

あ

る

。

本

章

で

は

、

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

と

の

比

較

を

通

し

て

、

様

々

な

削

除

・

改

作

の

箇

所

か

ら

、

こ

れ

ま

で

全

く

論

及

さ

れ

て

い

な

い

上

図

藏

明

鈔

本

の

書

写

時

期

と

そ

の

意

図

、
及

び

原

刻

本

と

の

関

係

を

考

察

し

た

。
更

に

、
「

侠

婦

人

」
に

つ

い

て

の

内

容

の

分

析

を

通

じ

て

、

洪

邁

が

改

作

し

た

作

業

の

実

態

を

窺

い

知

る

こ

と

も

で

き

た

。

そ

し

て

、

そ

の

原

因

の

一

部

分

は

洪

邁

自

身

が

序

文

で

説

明

し

て

い

る

こ

と

だ

け

で

な

く

、

当

時

の

社

會

の

人

間

関

係

と

政

治

に

も

関

連

し

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

こ

の

よ

う

に

、

上

図

藏

明

鈔

本

の

考

察

に

よ

っ

て

、
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

改

作

経

緯

と

そ

の

原

因

が

明

ら

か

に

で

き

た

と

考

え

る

。 

 

 

注 

（

１

） 

上

海

図

書

館

所

藏

黄

丕

烈

校

鈔

本

に

黄

丕

烈

の

跋

文
「

丁

卯

歳

因

宋

刻

夷

堅

志

甲

乙

丙

丁

四

集

出

、
毎

以

未

得

一

見

為

恨

、

遂

囑

夢

華

錄

副

以

藏

。
既

阮

中

丞

以

宋

刻

贈

余
。
」
、
「

此

影

宋

鈔

夷

堅

志

甲

乙

丙

丁

四

集
、
外

間

希

有

之

書
。
」
と

あ

る

。

こ

の

記

述

に

よ

っ

て

、

そ

の

前

四

志

も

宋

刻

元

修

本

に

基

づ

い

て

影

写

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

と

わ

か

る

。 

（

２

） 

張

元

済

が

編

纂

し

た

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』

は

、
「

宋

刻

元

修

本

」

に

よ

っ

た

鈔

本

を

『

分

類

夷

堅

志

』

の

重

複

部

分

で

校

訂

し

て

い

る

も

の

で

あ

る

。

注

意

さ

れ

た

い

。 

（

３

） 

上

海

図

書

館

所

藏

明

鈔

本

の

題

目

は
『

夷

堅

丁

志

』
と

書

か

れ

て

い

る

が

、
そ

の

実

際

の

内

容

は
『

夷

堅

乙

志

』
で

あ

る

た

め

、

本

稿

で

は

、

便

宜

上

、

上

海

図

書

館

所

藏

『

夷

堅

志

乙

志

』

と

い

う

名

称

を

用

い

る

こ

と

に

す

る

。 

（

４

） 

洪

邁

『

夷

堅

志

』
（

中

華

書

局

、

二

〇

〇

六

年

）
、

校

例

二

頁

の

記

述

に

拠

る

。 

（

５

） 

『

夷

堅

志

』

第

四

冊

、

一

八

三

六

～

一

八

三

七

頁

に

収

録

。 
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（

６

） 

『

夷

堅

志

』

第

四

冊

、

一

八

三

三

頁

に

収

録

。 

（

７

） 
沈

天

佑

の

序

文

に

よ

れ

ば

、

宋

刻

元

修

本

は

閩

版

を

古

杭

本

（

浙

本

）

で

補

刻

し

た

も

の

で

あ

る

。

更

に

「

蜀

、

浙

之

板

不

存

」

に

よ

れ

ば

、

元

代

に

は

古

杭

本

の

版

木

は

存

在

し

て

お

ら

ず

、

残

っ

て

い

た

の

は

印

本

だ

っ

た

で

あ

ろ

う

。 

（

８

） 

『

夷

堅

志

』

第

一

冊

、

三

六

三

頁

。 

（

９

） 

『

夷

堅

志

』

第

一

冊

、

一

八

五

頁

。 

（

１ ０
） 

宋

刻

元

修

本

の

目

録

は

沈

天

佑

の

改

訂

を

経

て

お

り
（

他

巻

の

小

説

も

記

録

さ

れ

た

）
、
建

安

本

の

原

貌

と

違

う

の

で

、
こ

こ

で

は

本

文

の

巻

首

に

記

載

さ

れ

る

小

説

数

を

参

考

に

し

た

。 

（

１ １
） 

『

乙

志

』

巻

十

六

の
「
劉

供

奉

犬

」
条

の

最

後

に

、
厳
元
照

は

「

此

下

宋

本

闕

両

葉

」
と
注

記

す

る

。

実

際

の

小

説

数

は

確

証

を

欠

く

。

こ

こ

で

は

、

実
際
に
存
在
す

る

数

目

を

挙

げ

た

。 

（

１ ２
） 

贛

本

が

現

在

に

残

っ

て

い

な

い

た

め

、

贛

本

と

建

安

本

の

テ

キ

ス

ト

の

異

同

に

つ

い

て

、

こ

こ

で

は

詳

し

く

論

じ

な

い

。 

（

１ ３
） 

裴

景

福

『

壯

陶

閣

書

畫

録

』

巻

九

に

「

明

祝

枝

山

小

楷

夷

堅

丁

志

三

巻

原

冊

」

と

記

録

し

て

い

る

。 

（

１ ４
） 

 

上

図

藏

明

鈔

本

の

末

に

、
明

代

の

文

從

簡

の
「

結

法

精

厳

、
波

畫

蕭

散
（

略

）
當

是

先

生

四

十

左

右

書

」
と

い

う

跋

文

が

あ

り

、

張

祝

平

氏

は

こ

れ

に

よ

り

、

書

写

時

代

を

弘

治

十

三

年

前

後

で

あ

る

と

推

測

し

て

い

る

。 

（

１ ５
） 

祝

允

明

『

懐

星

堂

集

』

巻

十

三

（

文

淵

閣

四

庫

全

書

本

）
。 

（

１ ６
） 

同

上

、

巻

十

二

「

與

朱

憲

副

書

」

に

拠

る

。 

（

１ ７
） 

徐
彗
「
祝
允
明

著

述

考

辨

」
（
『

古

籍

整

理

研

究

学

刊

』
、

二

〇

〇

九

年

第

四

期

）

を

参

考

。 

（

１ ８
） 

上

図

藏

明

鈔

本

は

「

戯

語

却

鬼

」

に

作

る

。 

（

１ ９
） 

上

図

藏

明

鈔

本

は

「

異

女

子

」

に

作

る

。 

（

２ ０
） 

元

脱

脱

等

『

宋

史

』

第

三

三

冊

（

中

華

書

局

、

一

九

八

五

年

）

一

一

五

一

九

頁

。 
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（

２ １
）
「

趙

士

珖

」

の

末

に

「

敦

立

説

」

と

あ

る

。

上

図

藏

明

鈔

本

の

中

に

残

っ

て

い

る

部

分

に

よ

る

と

、

徐

敦

立

は

徐

擇

之

の

息 

子

で

あ

る

。 

（

２ ２
）

王

利

器

「

太

上

感

應

篇

解

題

」
（
『

中

国

道

教

』
、

一

九

八

九

年

第

四

期

）

を

参

考

。 

（

２ ３
）
『

太

上

感

應

篇

』

巻

二

「

恤

孤

」
（

正

統

道

藏

本

）
。 

（

２ ４
）

建

安

本

系

は

全

て

「

董

国

慶

」

に

作

り

、

上

図

藏

明

鈔

本

は

「

董

国

度

」

に

作

る

。

宋

代

の

史

料

『

宋

會

要

輯

稿

』
、
『

建

炎 

以

来

繋

年

要

録

』

は

「

度

」

に

作

り

、

ま

た

『

夷

堅

志

』

補

巻

第

十

四

巻

に

も

「

度

」

に

作

っ

て

い

る

の

で

、

よ

っ

て

建

安

本

を

刊

行

し

た

時

に

「

度

」

を

「

慶

」

に

改

作

し

た

と

思

わ

れ

る

。 

（

２ ５
）
『

列

朝

詩

集

』

甲

集

十

二

巻

（

清

順

治

九

年

毛

氏

汲

古

閣

刻

本

）
。 

（

２ ６
）

ち

な

み

に

、
『

乙

志

』

巻

三

の

「

蒋

教

授

」

と

い

う

小

説

の

中

で

、

記

事

提

供

者

が

「

蒋

子

禮

」

と

記

録

さ

れ

て

い

る

。

洪 

邁

は

収

録

上

の

都

合

に

よ

り

、

同

じ

記

事

提

供

者

に

複

数

の

呼

称

を

用

い

て

い

る

。

例

え

ば

、

范

成

大

と

范

至

能

。 

（

２ ７
）

贛

本

は

現

在

残

っ

て

い

な

い

た

め

、

確

認

で

き

な

い

。

こ

こ

で

は

改

作

の

時

期

を

建

安

本

の

刊

行

時

と

す

る

。 

（

２ ８
）

范

成

大

『

呉

郡

志

』
（

江

蘇

古

籍

出

版

社

、

一

九

九

九

年

）
、

四

一

一

頁

。 

（

２ ９
）

于

北

山

『

范

成

大

年

譜

』
（

上

海

古

籍

出

版

社

、

一

九

八

七

年

）
、

一

四

頁

。 

（

３ ０
）

李

玫

「

科

挙

、

家

族

與

地

方

社

會

―

以

宋

代

徳

興

地

区

為

中

心

的

考

察

」
（

南

昌

大

学

碩

士

論

文

、

二

〇

〇

八

）

を

参

照

。 

李

玫

氏

は

地

方

志

、

家

譜

、

墓

誌

の

資

料

に

よ

っ

て

、

宋

代

に

お

け

る

徳

興

の

張

氏

、

董

氏

、

余

氏

、

汪

氏

な

ど

の

名

族

に

お

い

て

科

挙

、

姻

戚

関

係

を

考

察

し

て

い

る

。 

（

３ １
）

前

掲

注

（

２

）

第

四

冊

、

一

六

七

六

頁

。 

  



 

- 55 - 
 

付
録 

 
 

 

上

海

図

書

館

所

藏

明

鈔

本

と

通

行

本

の

文

字

異

同 

 張

祝

平

氏

は

「

祝

允

明

鈔

本

『

夷

堅

丁

志

』

対

今

本

『

夷

堅

乙

志

』

的

校

補

」
（
『

文

献

』
、

二

〇

〇

三

年

第

三

期

）

で

、

上

図

藏

明

鈔

本

を

通

行

本

の

内

容

と

比

べ

て

、
様

々

な

異

な

る

部

分

を

指

摘

し

、
更

に

通

行

本

で

残

っ

て

い

な

い
「

興

元

鍾

志

」
、
及

び
「

趙

士

珖

」
、
「

侠

婦

人

」

の

一

部

分

を

輯

佚

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

筆

者

は

上

図

藏

明

鈔

本

を

調

査

し

た

際

、

張

氏

の

論

文

に

注

目

さ

れ

て

い

な

い

い

く

つ

か

の

異

同

に

気

づ

い

た

。
特

に

上

図

藏

明

鈔

本

に

お

け

る

巻

一

の
「

羊

冤

」
、
巻

二

の
「

夢

承

天

寺

」
、「

莫

小

孺

人

」
、

及

び

巻

三

の

「

蛙

乞

命

」
、
「

鬼

作

偽

」
、
「

王

夫

人

齋

僧

」
、
「

張

夫

人

婢

」

な

ど

の

小

説

の

テ

キ

ス

ト

に

対

し

て

は

考

察

に

欠

け

て

い

る

。

筆

者

の

調

査

に

よ

る

と

、

両

本

に

は

他

に

も

存

在

し

て

い

る

異

同

が

多

い

。

紙

幅

の

都

合

上

、

以

下

の

数

例

の

み

を

挙

げ

る

こ

と

と

す

る

。 

  

凡

例 

① 

は

両

本

の

文

字

異

同

を

表

す

記

号

で

あ

る

。 

②

―

は

闕

文

、

衍

文

を

表

す

記

号

で

あ

る

。 

③

異

体

字

は

通

行

の

字

体

に

改

め

た

。 
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小説名 上図藏明鈔本       通行本 

更生佛 仙井監蘭池郷民鮮逑者 仙井監蘭池郷民鮮逑＿ 

見三黃衣吏持檄追之 見三黃衣吏持檄來追 

有王者冕旒坐其上 ＿王者旒冕坐其上 

回數步聞有呼之者 回數步間有呼之者 

憑几不言 憑几不語 

臭鬼 政和末太学有士人以清明日與同舍生

出郊縱飲 

政和末年清明日太学士人某與同舍生出

（郊）縱飲 

倏忽復見至追隨不少置 倏忽復見  追隨不少置 

厳君平 明日徙居就之執弟子禮甚謹＿ 明日徙 就之執弟子禮甚謹同室而居 

叟起  便旋道人 捧溺器以進叟訝其

暖道人曰（略） 

叟起將便旋  為捧溺器以進叟訝其暖答

曰（略） 

俠婦人 乃留其家于郷   留  家于郷 

妾曰是吾兄也出迎拜  董與相見 妾曰 吾兄也出迎拜使董  相見 

又疑兩人有謀欲図己 又疑兩人   欲図己 

羊冤 其妻族 有為淮西一邑主簿者 其妻族弟 為淮西一邑主簿   

若有羊鳴床下者 聞羊鳴床下 

而今遽殺我   今遽殺我 

當爾殺我可少貸邪 當爾殺我肯少貸邪 

故欲與爾別忍不應我我死矣 故欲與爾別忍不相應我死矣 

直宿小吏云但見主簿爭時事實無所睹

也 

直宿小史云但見簿説爭時事無所睹也 

每一媒氏至必夢故夫責己至今守志云 每 媒氏至必夢故夫責己竟守志焉 

蛙乞命 命小婢捕之、未竟、湑已熟寐。夢有十

三人哀嚎乞命。  

命小童捕之、＿＿、湑＿熟寐。夢＿十三

人＿＿乞命。 

非能擅生殺＿  非能擅生殺者 

得非所捕群蛙乎  得非＿＿群蛙乎 

呼婢詰之、乃皆置一瓶、＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿。   

呼童詰之、已置一瓶中、驗其數、正十三

枚也。即釋之。時紹興二十九年。張才甫

説。 
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鬼作偽 鬼作偽 竇氏妾父 

徐州人竇公邁、字志從、靖康中買一

妾、滑州人也 

徐州人竇公邁、____靖康中買一妾、滑

___人也 

忽僵仆於地、若有物憑依之者 忽僵仆於地、若有物憑依____ 

汝不幸以死 汝不幸＿死 

妾父乃自郷里来 其父乃自郷里来 

王 夫 人

齋僧 

其妻王夫人、晉卿都尉女孫也 娶王晉卿都尉孫女 

少年時以堕胎死 少年時＿堕胎死 

居於臨安糯米倉巷。 居__臨安糯米倉巷。 

是歳五月十二日 ＿歳五月十二日 

果有上天竺僧 ＿＿上＿竺僧 

被公命飯僧 被＿命飯僧 

因出池紙帖子一 ＿出池紙帖子一 

其云辭 其辭云 

於十五日 ＿十五日 

聞室中喧呼 聞空中喧呼 

我以平生洗頭＿＿ 我以平生洗頭洗足 

陰中積穢水 陰府積穢水 

又卻乳母去 又逐去 

聞瓊王為龍瑞宮大王 聞瓊王主龍瑞宮 

近從他人假大衣特髻 近從它人假大衣特髻 

又責使嫁孀妹 又囑使嫁孀妹 

三僧者言陳興者 三僧＿言陳興者 

苦辭其丰 苦辭其半 

後兩夕 後兩月 

去不復來矣 去＿不來矣 

張掄材父 張掄才父 

嘗見鬼所書齋貼 嘗見＿所書齋貼 

為予言云 ＿＿＿＿ 
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張 夫 人

婢 

嵇仲知海州日、婢侍夫人夜携燈如廁。 在海州時、因侍夫人夜如廁。 

堂中他妾聞之 ＿＿他妾聞之 

將笞責＿婢 將笞責此婢 

是日蓋以疾臥 而是日以疾臥 

乃鬼物也 乃鬼物耳 

張才甫説 張才父説 
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下
篇 

『
夷
堅
志
』
諸
版
本
の
研
究 
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第

三

章

『

夷

堅

志

』

前

四

志

の

版

本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

―

混

入

に

つ

い

て

―

 

  

『
夷
堅
志
』
の
三
十
二
志
は
巻
帙
の
多
さ
と
編
纂
時
期
の
分
散
に
よ
り
、
宋
代
に
お
い
て
は
一
括
上
梓
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
宋
末
に
至
る
と
す
で
に
甚
だ
し
く
散
佚
し
た
状
態
と
な
り
、
宋
末
元
初
の
陳
櫟
が
当
時
の
状
況
を
「
今
坊
中
所
刊
僅
四
、
五
巻
」

と
述
べ
て
い
る
。
現
在
、
宋
代
末
期
か
ら
明
代
中
期
に
か
け
て
の
『
夷
堅
志
』
の
流
伝
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
宮
廷
や
有
数
な
蔵
書
家
の

蔵
書
目
録
に
依
拠
す
る
し
か
方
法
が
な
い
。
例
え
ば
、
明
代
宮
廷
蔵
書
の
殿
閣
で
あ
る
文
淵
閣
の
蔵
書
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
『
文

淵
閣
書
目
』
に
は
、
以
下
の
四
部
の
欠
本
を
記
録
し
て
い
る
。 

  
 

『
夷
堅
志
』
一
部
十
八
冊 

残
闕 

 
 

『
夷
堅
志
』
一
部
十
二
冊 

闕 

 
 

『
夷
堅
志
』
一
部
十
二
冊 

闕 

 
 

『
夷
堅
志
』
一
部
十
二
冊 

闕 

 

ま
た
、
明
代
の
朱
睦

㮮
（
一
五
一
八
～
一
五
八
七
）
の
蔵
書
目
録
『
萬
巻
堂
書
目
』
に
「
夷
堅
志
二
十
巻
」
、
趙
琦
美
（
一
五
六
三
～
一
六 

二
四
）
の
『
脉
望
館
書
目
』
に
「
夷
堅
志
十
一
本
」
、
銭
曾
（
一
六
二
九
～
一
七
〇
一
）
『
述
古
堂
書
目
』
に
「
洪
邁
夷
堅
志
四
十
八
巻
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
詳
し
い
情
報
は
な
い
。
そ
こ
で
、『
夷
堅
志
』
の
テ
キ
ス
ト
が
如
何
に
宋
代
か
ら
現
在
の
通
行
本
ま

で
伝
承
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
『
夷
堅
志
』
の
諸
版
本
に
基
づ
い
て
詳
し
く
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
夷
堅
志
』
は
十
四
志
が
あ
り
、
前
四
志
と
後
十
志
に
分
け
て
、
清
代
後
期
ま
で
長
く
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別
々
の
独
立
し
た
系
統
と
し
て
流
伝
し
て
い
た
。
本
章
と
次
章
に
お
い
て
は
、
現
存
す
る
前
四
志
と
後
十
志
の
版
本
を
考
察
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
流
伝
、
特
に
テ
キ
ス
ト
に
関
連
す
る
様
々
な
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
 

一
、
前
四
志
の
諸
本
と
伝
来 

 

前
章
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
夷
堅
志
』
の
前
四
志
（
『
夷
堅
志
甲
志
』
、『
夷
堅
志
乙
志
』
、『
夷
堅
志
丙
志
』
、『
夷
堅
志
丁
志
』
）

は
す
べ
て
八
十
巻
の
宋
刻
元
修
本
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
現
存
す
る
唯
一
の
宋
刻
元
修
本
は
一
九
〇
七
年
に
日
本
の
静
嘉
堂
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
た
。
静
嘉
堂
所
蔵
宋
刻
元
修
本
八
十
巻
に
つ
い
て
は
、
徐
乾
学
（
一
六
三
一
～
一
七
〇
一
）『
傳
是
楼
宋
元
本
書
目
』
に
「
宋

本
元
印
夷
堅
志
八
十
巻 

二
十
四
本
」
と
汪
士
鐘
『
藝
芸
書
舎
宋
本
書
目
』
に
「
夷
堅
志
甲
乙
丙
丁
四
集
八
十
巻
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
二
〇
一
五
年
五
月
に
静
嘉
堂
文
庫
に
赴
き
静
嘉
堂
本
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
以
上
の
蔵
書
家
以
外
は
、
そ
の
本
に
は
文
徵
明
、

銭
大
昕
、
厳
元
照
、
厳
元
照
の
妾
で
あ
る
張
秋
月
、
厳
傑
（
一
七
六
三
～
一
八
四
三
）
、
何
元
錫
（
一
七
六
六
～
一
八
二
九
）
、
呉
雲
（
一

八
一
一
～
一
八
八
三
）
、
阮
元
（
一
七
六
四
～
一
八
四
九
）
、
阮
元
の
子
で
あ
る
阮
常
生
、
陸
心
源
、
陸
心
源
の
子
で
あ
る
陸
樹
声
の
蔵
書

印
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
静
嘉
堂
本
に
お
い
て
は
、
明
代
の
中
期
か
ら
静
嘉
堂
に
所
蔵
さ
れ
る
ま
で
の
伝
来
ル
ー
ト
が

わ
か
る
。 

ち
な
み
に
、
管
見
の
限
り
、
現
存
す
る
前
四
志
の
八
十
巻
の
足
本
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

Ａ 

静
嘉
堂
所
蔵
宋
刻
元
修
本
八
十
巻
（
静
嘉
堂
本
） 

Ｂ 

阮
元
編
纂
宛
委
別
蔵
叢
書
本
八
十
巻
（
別
蔵
本
） 

Ｃ 

上
海
図
書
館
所
蔵
黄
丕
烈
校
影
宋
鈔
本
の
前
八
十
巻
（
全
一
七
九
巻
、
黄
校
本
） 

http://baike.baidu.com/item/%E9%98%AE%E5%85%83
http://baike.baidu.com/item/%E9%98%AE%E5%85%83
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Ｄ 

清
陸
心
源
刊
十
万
巻
楼
叢
書
本
八
十
巻
（
陸
本
） 

Ｅ 
張
元
済
校
『
新
校
輯
補
夷
堅
志
』
二
百
六
巻
（
商
務
本
） 

Ｆ 

中
華
書
局
本
二
百
七
巻
（
通
行
本
） 

 

現
在
の
通
行
本
で
あ
る
中
華
書
局
本
は
、
張
元
済
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
商
務
本
を
底
本
と
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
商
務

本
の
前
四
志
は
厳
元
照
が
宋
刻
元
修
本
を
録
し
た
鈔
本
に
基
づ
い
て
お
り
、
従
っ
て
通
行
本
と
商
務
本
の
テ
キ
ス
ト
は
、
と
も
に
宋
刻
元

修
本
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
唯
一
の
宋
刻
元
修
本
は
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
前
に
、
阮
元

（
一
七
六
四
～
一
八
四
九
）
、
黄
丕
烈
（
一
七
六
三
～
一
八
二
五
）
、
陸
心
源
（
一
八
三
四
～
一
八
九
四
）
ら
の
手
を
経
て
い
た
。
当
時
は

静
嘉
堂
本
が
『
夷
堅
志
』
の
前
四
志
の
唯
一
の
足
本
で
あ
る
の
で
、
こ
の
三
人
が
各
々
静
嘉
堂
本
に
基
づ
い
て
翻
刻
、
或
い
は
影
写
し
て

お
り
、
そ
れ
が
Ｂ
（
別
蔵
本
）
、
Ｃ
（
黄
校
本
）
、
Ｄ
（
陸
本
）
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
存
す
る
前
四
志
の
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も

静
嘉
堂
本
系
に
属
し
て
い
る
。 

以
上
、
通
行
本
と
現
存
す
る
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
の
来
源
、
及
び
宋
刻
元
修
本
は
如
何
に
明
代
か
ら
現
在
に
伝
来
し
た
の
か
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
宋
刻
元
修
本
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
宋
代
に
如
何
に
刊
行
さ
れ
て
元
代
に
如

何
に
改
修
さ
れ
た
の
か
、
更
に
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
来
源
、
特
に
元
代
に
補
入
し
た
テ
キ
ス
ト
の
信
憑
性
に
つ
い
て
、
我
々
に
は
知
る
方

法
が
な
い
。
筆
者
は
そ
の
宋
刻
元
修
本
の
現
存
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
八
十
巻
『
夷
堅
志
』
を
調
査
し
て

い
る
う
ち
に
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
補
刻
の
書
葉
に
気
づ
い
た
。
本
章
で
は
、
こ
の
静
嘉
堂
本
の
補
刻
葉
を
手
が
か
り
と
し
て
、
元
代
に

混
入
し
た
小
説
の
数
と
具
体
的
な
篇
目
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
作
業
を
通
じ
て
、
現
存
す
る
『
夷
堅
志
』
前
四
志
の
テ
キ
ス
ト
の
真

の
来
源
、
刊
行
経
緯
、
及
び
補
刻
の
来
源
の
「
古
杭
本
」
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
論
じ
、
『
夷
堅
志
』
の
資
料
と

し
て
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 
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二
、
補
刻
に
よ
る
他
志
の
混
入
問
題 

 

静
嘉
堂
本
の
刊
行
時
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
宋
刻
元
修
本
は
、
元
代
の
沈
天
佑
が
南
宋
の
「
閩
本
」（
前
四
志
収
録
）
の
版
木
に
「
古
杭
本
」

よ
り
若
干
の
小
説
を
補
刻
し
、
新
た
に
印
行
し
た
も
の
で
あ
る
（

１

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
代
に
古
杭
本
よ
り
補
刻
さ
れ
た
小
説
の
中
に

は
も
と
の
前
四
志
の
小
説
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
数
十
年
後
に
成
立
し
た
他
志
（
『
夷
堅
志
支
志
』
、
『
夷
堅
志
三
志
』
）
の
小
説
も
大
量
に

混
入
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
現
在
通
行
し
て
い
る
諸
本
『
夷
堅
志
』
の
前
四
志
の
テ
キ
ス
ト
に
は
混
乱
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
は
『
夷

堅
志
』
を
利
用
す
る
上
で
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。 

初
め
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
及
し
た
の
は
清
代
の
厳
元
照
（
一
七
七
三
～
一
八
一
七
）
で
あ
り
、
厳
氏
は
年
代
の
矛
盾
、
補
刻
の
痕

跡
な
ど
に
よ
っ
て
元
人
が
補
刻
し
た
際
に
他
志
の
小
説
が
前
四
志
に
混
入
し
た
と
推
測
し
た
。
ま
た
一
九
二
七
年
に
張
元
済
（
一
八
六
七

～
一
九
五
九
）
が
商
務
印
書
館
で
『
新
校
輯
補
夷
堅
志
』（
以
下
、
商
務
本
と
称
す
）
を
編
纂
し
た
際
、
厳
氏
未
見
の
『
夷
堅
志
支
志
』（
残

七
志
）
、『
夷
堅
志
三
志
』（
残
三
志
）
一
百
巻
鈔
本
を
入
手
し
、
そ
の
中
の
十
五
篇
の
小
説
が
前
四
志
に
重
出
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
厳
元
照
が
指
摘
し
た
補
刻
葉
（
二
十
八
葉
）
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
特
に
『
夷
堅
志
』
の
大
部
分
（
十
八
志
）
が
散
佚

し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
前
四
志
に
混
入
し
た
十
八
志
の
小
説
の
数
や
具
体
的
な
篇
目
、
な
ぜ
他
志
か
ら
の
小
説
が
混
入
し
た
の
か
、
更
に

補
刻
の
来
源
で
あ
る
「
古
杭
本
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
な
ど
に
つ
い
て
の
考
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

厳
元
照
は
静
嘉
堂
本
に
つ
い
て
校
勘
を
施
し
た
際
に
、
年
代
の
矛
盾
に
よ
っ
て
、
七
篇
の
小
説
が
他
志
か
ら
混
入
さ
れ
た
こ
と
を
発
見

し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。 

 

此
志
序
乃
乾
道
二
年
所
撰
、
而
此
所
補
者
則
淳
熙
年
間
事
、
知
是
元
人
妄
取
他
志
之
文
以
入
之
也
（

２

）
。 

此
の
志
の
序
文
は
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
に
撰
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
補
わ
れ
た
の
は
淳
熙
年
間
（
一
一
七
四
～
一
一
八
九
）
の
事
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で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
元
人
が
他
志
の
文
を
妄
り
に
取
っ
て
、
こ
れ
に
入
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
（
括
弧
内
筆
者
） 

 厳
氏
が
指
摘
し
た
七
篇
の
小
説
の
ほ
か
に
、
筆
者
も
前
四
志
中
、
混
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
次
の
九
篇
の
小
説
を
発
見
し
た
。 

 

「
宝
楼
閣
呪
」 

 
 

（
『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
一
） 

「
柳
将
軍
」 

 
 

 
（
『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
一
） 

「
史
丞
相
夢
賜
器
」 
（
『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
六
） 

「
韓
蘄
王
誅
盗
」 

 

（
『
夷
堅
志
乙
志
』
巻
三
） 

「
蛇
犬
斃
」 

 
 

 

（
『
夷
堅
志
丙
志
』
巻
十
二
） 

「
周
昌
時
孝
行
」 

 

（
『
夷
堅
志
丙
志
』
巻
十
五
） 

「
岳
侍
郎
換
骨
」 

 

（
同
上
） 

「
朱
氏
蠶
異
」 

 
 

（
同
上
） 

「
王
㝢
判
玉
堂
」 

 

（
『
夷
堅
志
丁
志
』
巻
十
二
） 

 

以
下
、
こ
の
九
篇
の
小
説
に
お
い
て
時
間
の
矛
盾
・
他
志
と
の
重
複
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。
乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）
に
完
成
し
た

『
夷
堅
志
丙
志
』
巻
十
五
の
「
岳
侍
郎
換
骨
」
、
「
周
昌
時
孝
行
」
、
「
朱
氏
蠶
異
」
に
、
「
紹
熙
二
年
中
秋
夜
」
（
一
一
九
一
）
、
「
淳
熙
間
」

（
一
一
七
四
～
一
一
八
九
）
、「
紹
熙
五
年
」（
一
一
九
四
）
の
年
代
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
三
作
品
は
本
来
前
四
志
の
小
説
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
慶
元
年
間
（
一
一
九
五
～
一
二
〇
〇
）
に
成
立
し
た
某
志
（
『
夷
堅
志
支
志
』
あ
る
い
は
『
夷
堅
志
三
志
』
）
に
属
し
て

お
り
、
元
代
に
至
っ
て
原
刻
の
版
木
中
に
混
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
三
例
は
年
号
の
記
載
に
よ
っ
て
容
易
に
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混
入
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
明
確
な
年
号
の
記
載
が
な
い
小
説
に
つ
い
て
は
、
故
事
の
発
生
し
た
時
間
と
登
場
人
物
に
対

し
て
慎
重
な
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
六
の
「
史
丞
相
夢
賜
器
」
に
は
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
。 

 

史
丞
相
登
科
之
時
年
恰
四
十
矣
。
未
策
名
之
時
、
清
貧
特
甚
。
（
略
）
遂
躋
位
輔
相
、
窮
富
極
貴
三
十
餘
年
（

３

）
。 

 

史
丞
相
が
科
挙
に
及
第
し
た
の
は
ち
ょ
う
ど
四
十
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
及
第
す
る
前
は
、
甚
だ
清
貧
で
あ
っ
た
。（
略
）
遂
に
輔
相

と
な
り
、
三
十
余
年
に
わ
た
っ
て
富
貴
を
極
め
た
。 

 史
丞
相
と
は
南
宋
の
史
浩
（
一
一
〇
六
～
一
一
九
四
）
の
こ
と
で
あ
る
。『
宋
史
』
巻
三
九
六
史
浩
伝
に
よ
る
と
、
史
浩
は
四
十
歳
で
科

挙
に
及
第
し
、
建
王
府
（
宋
孝
宗
の
潜
邸
）
教
授
を
経
て
、
孝
宗
の
即
位
後
ま
も
な
く
紹
興
三
十
二
年
（
一
一
六
二
）
に
参
知
政
事
す
な

わ
ち
「
輔
相
」
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
孝
宗
の
信
頼
の
厚
い
史
浩
は
順
調
な
官
歴
を
全
う
し
、
紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）
の
死
後
、

「
会
稽
郡
王
」
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
史
浩
の
経
歴
は
、
洪
邁
の
「
窮
富
極
貴
三
十
余
年
」
と
い
う
記
述
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

小
説
は
少
な
く
と
も
史
浩
の
死
後
、
す
な
わ
ち
一
一
九
四
年
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
数
十
年
も
前
に
成
立
し
て
い

た
『
夷
堅
志
甲
志
』
中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。『
夷
堅
志
甲
志
』
の
成
書
時
、
史
浩
は
官
途
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
こ
の
一
篇
も
他
志
か
ら
前
四
志
に
混
入
し
た
小
説
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

『
夷
堅
志
乙
志
』
巻
三
の
「
韓
蘄
王
誅
盗
」
は
、
南
宋
の
名
将
で
あ
る
韓
世
忠
が
盗
賊
を
捕
ま
え
る
話
で
あ
り
、
そ
の
中
で
韓
世
忠
を

「
韓
蘄
王
」
と
称
し
て
い
る
。
『
宋
史
』
巻
三
十
四
孝
宗
本
紀
に
よ
る
と
、
韓
世
忠
が
亡
く
な
っ
た
後
、
乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
年
四
月

に
至
っ
て
南
宋
朝
廷
よ
り
「
蘄
王
」
に
追
贈
さ
れ
た
（

４

）
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
夷
堅
志
乙
志
』
は
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
に
成
立
し
て

い
る
の
で
、
「
韓
蘄
王
」
と
い
う
呼
称
が
『
夷
堅
志
乙
志
』
に
現
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。 
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『
夷
堅
志
丙
志
』
巻
十
二
の
「
蛇
犬
斃
」
と
い
う
小
説
は
、
『
宋
史
』
巻
六
十
六
五
行
志
、
『
文
献
通
考
』
巻
三
百
十
二
に
も
収
録
さ
れ

て
お
り
、
い
ず
れ
も
話
の
時
期
は
「
慶
元
二
年
」
（
一
一
九
六
）
と
記
録
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
夷
堅
志
丙
志
』
の
成
書
は
乾
道
七
年

（
一
一
七
一
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
そ
の
小
説
が
元
々
『
夷
堅
志
丙
志
』
に
属
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
宝
楼
閣
呪
」
、
「
柳
将
軍
」
の
二
小
説
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
者
は
洪
邁
の
父
で
あ
る

洪
皓
が
金
国
に
抑
留
さ
れ
た
際
に
集
め
た
話
柄
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
小
説
の
時
期
は
『
夷
堅
志
甲
志
』
の
成
立

時
期
と
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
（
次
節
で
詳
述
）
。 

現
在
『
夷
堅
志
丁
志
』
巻
十
二
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
王
㝢
判
玉
堂
」
は
、
南
宋
の
医
学
類
書
『
医
説
』
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
末
尾
に
「
癸
志
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
の
小
説
は
元
人
が
『
夷
堅
志
癸
志
』
か
ら
混
入
し
た
小
説
と
分
か
る
。 

以
上
の
混
入
は
宋
刻
元
修
本
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
現
存
諸
本
も
宋
刻
元
修
本
の
混
入
を
踏
襲
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
存

す
る
前
四
志
の
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
静
嘉
堂
本
系
に
属
し
て
お
り
、
現
存
す
る
諸
本
は
全
て
そ
の
混
入
問
題
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

厳
元
照
は
静
嘉
堂
本
に
よ
り
抄
録
し
た
鈔
本
（
以
下
、
厳
鈔
本
と
称
す
）
の
中
に
、
元
人
が
補
刻
し
た
葉
に
「
補
」
字
を
注
記
し
た
。

張
元
済
が
商
務
本
を
編
纂
し
た
際
、
静
嘉
堂
本
は
す
で
に
日
本
に
渡
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
商
務
本
の
前
四
志
が
使
用
し
た
底
本
は
、
こ

の
厳
鈔
本
で
あ
る
（

５

）
。
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
静
嘉
堂
本
に
基
づ
い
て
抄
写
・
刊
刻
さ
れ
た
鈔
本
・
刊
本
は
数
種
現
存
す
る
が
、
そ
の

中
で
唯
一
厳
鈔
本
の
み
が
版
心
に
厳
元
照
に
よ
る
「
補
」
字
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
静
嘉
堂
本
に
お
け
る
補
刻
の
情
報
を
伝
え
て

い
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
商
務
本
が
出
版
さ
れ
た
後
、
底
本
で
あ
る
厳
鈔
本
は
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
静
嘉
堂
本
の
補

刻
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
張
元
済
が
録
し
た
厳
元
照
の
校
勘
記
の 

 

此
下
至
某
処
、
厳
本
於
中
縫
處
均
注
「
補
」
字
、
宋
本
作
幾
葉
。 
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こ
こ
か
ら
某
処
ま
で
、
厳
本
（
厳
鈔
本
）
の
中
縫
処
（
の
ど
の
部
分
）
に
は
全
て
「
補
」
字
の
注
記
が
あ
る
。
宋
本
は
幾
葉
に
作
る
。 

 

と
い
う
記
載
が
、
商
務
本
お
よ
び
商
務
本
を
底
本
と
す
る
中
華
書
局
本
に
十
四
条
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
残
っ
て
い
る
校
勘
記

に
よ
る
と
、
約
二
十
八
葉
の
補
刻
葉
が
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
文
に
述
べ
る
よ
う
に
、
沈
天
佑
の
序
文
、
及
び
筆
者
の
調

査
に
よ
る
と
、
こ
の
数
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
。
商
務
本
の
出
版
以
降
、
底
本
で
あ
る
厳
鈔
本
は
散
佚
し
、
ま
た
現
存
す
る
諸
本
は
も
と

の
補
刻
の
痕
跡
を
留
め
て
い
な
い
た
め
、
『
夷
堅
志
』
の
前
四
志
の
混
入
問
題
に
関
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

 

三
、
静
嘉
堂
本
の
補
刻
葉 

 

（
一
）
静
嘉
堂
本
の
刊
行
経
緯 

 

静
嘉
堂
本
の
巻
首
の
序
文
に
は
、
元
人
の
沈
天
佑
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

『
夷
堅
志
』
乃
番
陽
洪
公
邁
之
所
編
也
。
（
略
）
分
『
甲
』
、
『
乙
』
、
『
丙
』
、
『
丁
』
四
志
、
每
志
有
二
十
巻
、
每
巻
十
一
、
二
事
或
十 

三
、
四
事
。
（
略
）
今
蜀
、
浙
之
板
不
存
、
獨
幸
閩
板
猶
存
於
建
學
。
然
點
檢
諸
巻
、
遺
缺
甚
多
。
（
略
）
幸
友
人
周
宏
翁
、
於
文
房 

中
尚
存
此
書
、
是
乃
洪
公
所
刊
於
古
杭
之
本
也
。
（
略
）
似
與
今
來
閩
本
詳
略
不
同
、
而
所
載
之
事
亦
大
同
小
異
。
愚
因
摭
浙
本
之
所 

有
、
以
補
閩
本
之
所
無
。
（
略
）
遂
即
命
工
鏤
板
四
十
有
三
、
始
完
其
編
。 

 

『
夷
堅
志
』
は
番
陽
の
洪
邁
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
『
甲
』
、
『
乙
』
、
『
丙
』
、
『
丁
』
四
志
に
分
け
て
、
毎
志
に 
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二
十
巻
あ
り
、
毎
巻
に
十
一
、
二
事
或
い
は
十
三
、
四
事
を
収
め
る
。
（
略
）
今
、
蜀
と
浙
の
板
木
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ 

幸
い
な
こ
と
に
、
閩
板
だ
け
が
福
建
の
官
学
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
諸
巻
を
調
べ
る
と
、
欠
け
て
い
る
も
の
が
甚
だ
多
い
。 

（
略
）
幸
い
に
友
人
周
宏
翁
の
書
斎
の
中
に
ま
だ
こ
の
本
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
洪
公
が
古
杭
で
刊
行
し
た
本
で
あ
る
。（
略
）
そ 

れ
は
今
の
閩
本
と
詳
略
が
異
な
る
よ
う
だ
が
、
記
載
内
容
は
大
同
小
異
で
あ
る
。
よ
っ
て
私
は
浙
本
（
乃
ち
古
杭
本
）
に
有
る
所
を 

あ
つ
め
て
、
閩
本
に
無
い
所
を
補
っ
た
。
（
略
）
そ
し
て
刻
工
に
命
じ
て
四
十
三
葉
版
木
を
刻
ま
せ
、
や
っ
と
そ
の
編
を
完
成
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
る
と
、
静
嘉
堂
本
は
元
代
の
沈
天
佑
が
「
閩
板
」
に
「
古
杭
本
」
（
古
杭
と
は
宋
代
の
臨
安
を
指
す
）
よ
り
若
干
の
小
説
を
四
十

三
葉
部
分
に
補
刻
し
、
新
た
に
印
行
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
静
嘉
堂
本
の
テ
キ
ス
ト
の
来
源
は
閩
本
と
古
杭
本
の
二
つ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
で
は
、
通
行
本
の
前
四
志
の
八
十
巻
の
中
で
、
閩
本
（
原
刻
）
と
古
杭
本
（
補
刻
）
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
収
録
さ
れ
た
小
説

は
ど
の
ぐ
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
二
）
静
嘉
堂
本
の
補
刻
葉
に
つ
い
て 

 

以
下
、
静
嘉
堂
本
の
書
誌
情
報
を
記
し
て
お
く
。 

冊

数

 
 

二
十
四
冊 
 

刊
記 

 
 

 

無
し 

書
入 

 
 

 

陸
師
道
、
厳
元
照
、
黄
丕
烈
、
錢
大
昕
な
ど
の
跋
文
あ
り 

版
式
（
一
）
左
右
雙
辺
（
約
二
〇
・
一
～
二
〇
・
三×

十
四
・
六
糎
）
有
界 
半
葉
九
行 

毎
行
十
八
字 

注
文
・
小
説
提
供
者
雙
行 

版

心
白
口
雙
魚
尾
、
刻
工
姓
名
あ
り 

字
数
な
し 
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刻
工
姓
名 

余
川
、
黄
中
、
羅
定
、
蔡
方
、
余
文
、
丘
文
な
ど 

補
写
巻
数 

甲
志
巻
五
第
十
二
丁
、
巻
七
第
五
丁
表
、
第
六
丁
裏
、
乙
志
巻
三
第
七
丁
、
丁
志
巻
八
第
八
丁
裏
、
巻
十
五
第
二
丁
裏
、
巻 

二
十
第
六
丁
～
七
丁 

蔵
書
印 

 
 

厳
氏
修
能 

夢
華
審
定 

阮
氏
伯
元 

梅
溪
精
舍
な
ど 

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
こ
の
八
十
巻
中
に
は
、
版
式
（
一
）
と
異
な
る
書
葉
が
各
志
の
正
文
に
不
均
等
に
混
在
し
て
い
る
。
版
式
は
次

の
よ
う
で
あ
る
。 

版
式
（
二
） 

 

左
右
雙
辺
（
約
二
一
・
〇
～
二
一
・
六×

十
四
・
六
糎
）
有
界 

半
葉
九
行 

毎
行
十
八
字 

注
文
・
小
説
提
供
者
雙
行 

版

心
黒
口 

雙
魚
尾
、
刻
工
姓
名
な
し
、
字
数
あ
り 

版
式
（
二
）
の
匡
郭
は
、
版
式
（
一
）
よ
り
約
一
セ
ン
チ
高
く
、
版
心
に
も
次
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
版
式
（
一
）
の
版
心

に
は
、
上
部
に
そ
の
葉
の
文
字
数
の
記
載
が
な
く
、
白
口
で
、
下
部
に
刻
工
名
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
版
式
（
二
）
で
は
上
部
に
字
数
の

記
載
が
あ
り
、
黒
口
で
、
下
部
に
刻
工
名
は
な
い
。 

筆
者
の
調
査
に
よ
る
と
、
静
嘉
堂
本
に
は
版
式
（
二
）
に
属
す
る
も
の
が
、
厳
元
照
が
す
で
に
指
摘
し
た
二
十
八
葉
だ
け
で
は
な
く
、

四
十
三
葉
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
沈
天
佑
の
叙
述
と
一
致
す
る
。
そ
の
四
十
三
葉
に
は
六
十
八
篇
の
小
説
が
含
ま
れ
る
（
表
一
を
参
考
）
。

静
嘉
堂
本
の
序
文
に
よ
る
と
、
静
嘉
堂
本
は
沈
天
佑
が
「
古
杭
本
」
よ
り
若
干
の
小
説
を
補
刻
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の
版
式

（
二
）
の
葉
に
あ
る
小
説
は
元
代
に
補
刻
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。 

こ
こ
で
、
調
査
し
た
補
刻
葉
の
丁
数
、
そ
の
中
に
収
録
さ
れ
る
小
説
、
及
び
す
で
に
判
明
し
た
他
志
か
ら
混
入
さ
れ
た
小
説
を
ま
と
め

る
と
、（
表
一
）
の
と
お
り
で
あ
る
（

６

）
。（
△
…
現
存
す
る
他
志
と
重
複
す
る
小
説
、
〇
…
厳
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
年
代
矛
盾
を
含
む

小
説
、
◎
…
筆
者
が
指
摘
し
た
年
代
矛
盾
を
含
む
小
説
、
太
字
は
厳
元
照
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
補
刻
葉
。
） 

（
表
一
）
静
嘉
堂
本
の
補
葉
、
そ
の
収
録
小
説
及
び
重
出
、
年
代
矛
盾
の
小
説 
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卷
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卷
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卷
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卷
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卷
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卷
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六

十

八
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陳

氏

妻 
謝

生

霊
柑 

許

德

和
麥 

新

廣

祐
王 

詹

小

哥 

晁
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水
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杜

默
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項
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石 

王
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玉
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金
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徐
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蛇

犬

斃 
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△

 
 

  
  

 
 

△

 

 
 

 

重
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△

 

  

十

五

篇 

   
   

〇

 
 
  

  
 

  

 

矛
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◎ 
   

◎ 
 

◎ 

 

  

◎ 
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卷
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卷
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卷
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録

小
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王
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眉 

潮
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鬼 
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王
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二
医 

花

果

異 

島
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婦
人 

査

市

道
人 

仁

和

県
吏 

周

世

亨
寫

経 

金

釵

辟
鬼 

搜

山

大
王 

史

丞

相
夢

賜

器 

兪

一

郎
放

生 

張

婦

人 

宗

立

本
小

児 
齊

宜

哥
救

母 
孫

九

鼎 

柳

将

軍 

宝

楼

閣
呪 

王

天

常 

黒

風

大
王 

韓

郡

王
薦

士 

収

録

小
説 

重

出 

    

重
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△

 
 

△

 
 

△

 
 

△

 

 

 

△

 
   

△
 

  

△

 

  

△

 
 

△

 

 
 

   

△
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〇
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〇
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◎ 

矛

盾
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こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
他
志
と
の
重
複
に
よ
り
混
入
が
判
明
し
た
十
五
篇
の
小
説
（
表
一
、
△
印
部
分
）
、
厳
元
照
（
表
一
、
〇

印
部
分
）
と
筆
者
（
表
一
、
◎
印
部
分
）
が
年
代
矛
盾
を
見
つ
け
出
し
た
小
説
十
五
篇
は
す
べ
て
版
式
（
二
）
の
四
十
三
葉
中
に
含
ま
れ

て
い
る
。
そ
の
中
の
も
と
の
出
処
が
わ
か
る
十
五
篇
の
小
説
は
そ
れ
ぞ
れ
『
夷
堅
志
支
甲
志
』
、
『
夷
堅
志
支
戊
志
』
、
『
夷
堅
志
支
庚
志
』
、

『
夷
堅
志
三
己
志
』
、
『
夷
堅
志
三
辛
志
』
、
『
夷
堅
志
三
壬
志
』
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
最
も
早
い
『
夷
堅
志
支

甲
志
』
は
紹
煕
五
年
（
一
一
九
四
）
に
完
成
し
て
お
り
、
最
も
遅
い
『
夷
堅
志
三
壬
志
』
は
慶
元
四
年
（
一
一
九
八
）（
７

）

の
成
立
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
小
説
が
南
宋
の
淳
熙
七
年
（
一
一
八
〇
）
刊
行
の
閩
本
（

８

）

に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
沈
天
佑
の

序
文
に
よ
る
と
、
の
ち
の
元
代
に
「
古
杭
本
」
に
よ
っ
て
補
入
さ
れ
た
部
分
に
違
い
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
元
代
の
補
刻
こ
そ
が
、
前

四
志
テ
キ
ス
ト
の
混
乱
を
生
じ
た
原
因
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
夷
堅
志
』
前
四
志
の
小
説
を
利
用
し
た
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
を
再
検
討
し
、
更
に
そ
の
結
論
に
対
し
て
再
考
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
従
来
の
研
究
者
は
『
夷
堅
志
甲
志
』

巻
一
の
「
柳
将
軍
」
、
「
宝
楼
閣
呪
」
二
事
が
洪
邁
の
父
で
あ
る
洪
皓
が
金
国
に
抑
留
さ
れ
た
際
に
、
旧
知
で
あ
る
孫
九
鼎
の
所
よ
り
集
め

た
話
柄
で
あ
り
、
洪
邁
が
父
か
ら
聞
い
た
北
方
の
話
に
甚
だ
興
味
を
抱
い
た
こ
と
が
、『
夷
堅
志
』
執
筆
の
重
要
な
契
機
の
一
つ
だ
と
い
う

（

９

）
。
そ
の
根
拠
は
『
夷
堅
志
甲
志
』
の
「
宝
楼
閣
呪
」
の
文
末
注
に
、 

 

兩
事
皆
孫
九
鼎
言
、
孫
亦
有
書
紀
此
事
甚
多
、
皆
近
年
事
。 

 

二
事
（
「
柳
将
軍
」
「
宝
楼
閣
呪
」
）
は
皆
な
孫
九
鼎
の
言
な
り
、
孫
（
九
鼎
）
亦
た
書
有
り
て
此
の
事
を
紀
す
こ
と
と
甚
だ
多
し
、
皆

な
近
年
の
事
な
り
。 
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と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
厳
元
照
が
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
静
嘉
堂
本
の
中
に
は
、
「
柳
将
軍
」
、
「
宝
楼
閣
呪
」
の
正
文
は
補
刻
葉

（
『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
一
の
第
二
、
第
三
丁
）
に
あ
り
、
そ
の
末
注
は
原
刻
葉
（
第
四
丁
）
の
冒
頭
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
柳
将
軍
」
「
宝
楼

閣
呪
」
二
篇
の
小
説
は
元
人
に
よ
り
補
刻
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
原
刻
葉
の
末
注
に
言
う
「
両
事
」
が
こ
の
二
篇
を
指
す
と
は
考
え
づ
ら

い
。
更
に
、
そ
の
二
小
説
の
内
容
は
末
注
の
「
皆
な
孫
九
鼎
の
言
な
り
」
、
「
皆
な
近
年
の
事
な
り
」
と
一
致
し
な
い
。
『
三
朝
北
盟
会
編
』

巻
二
四
四
、
『
夷
堅
志
甲
志
』
巻
一
「
孫
九
鼎
」
に
よ
る
と
、
孫
九
鼎
は
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
か
ら
金
国
に
抑
留
さ
れ
て
、
金
国
で
状

元
で
及
第
し
、
秘
書
少
監
と
な
り
、
そ
の
後
終
生
金
国
に
滞
在
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
宝
楼
閣
呪
」
は
南
宋
の
士
人
で
あ
る
袁
昶
が
紹
興
三

年
（
一
一
三
三
）
に
府
学
で
呪
文
に
よ
り
魔
抜
け
を
行
っ
た
話
柄
で
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
南
宋
の
事
で
あ
り
、
北
方
金
国
の
事
で
は
な
い
。

ま
た
「
柳
将
軍
」
は
北
宋
官
員
の
蒋
静
が
饒
州
の
安
仁
県
県
令
を
つ
と
め
た
際
に
、
当
地
の
「
淫
祠
」
を
撤
去
す
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ

て
お
り
、
そ
の
事
は
『
宋
史
』
蒋
静
伝
に
も
記
載
さ
れ
、
哲
宗
年
間
の
事
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
は
『
夷
堅
志
甲
志
』
の
成

書
時
期
と
数
十
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
末
注
の
「
皆
な
近
年
の
事
な
り
」
と
符
合
す
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
こ
か
ら
、
原
刻
『
夷
堅
志
甲

志
』
巻
一
の
中
に
孫
九
鼎
が
提
供
し
た
記
事
が
二
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
記
事
が
沈
天
佑
の
持
っ
て
い
た
版
木
に
欠
け
て
お
り
、
や
む

を
得
ず
「
古
杭
本
」
よ
り
、
発
生
時
間
が
早
か
っ
た
二
つ
の
小
説
を
選
ん
で
、
原
刻
の
末
注
の
前
に
補
刻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

そ
の
補
刻
の
痕
跡
は
の
ち
の
諸
本
に
残
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
従
来
の
研
究
者
は
そ
の
二
篇
の
小
説
を
金
国
の
こ
と
と
判
断
し
た
の
で

あ
ろ
う
。 

 

（
三
）
古
杭
本
所
収
の
小
説
に
つ
い
て 

 

前
節
の
考
察
を
承
け
て
、
も
う
一
つ
新
た
な
問
題
が
生
じ
る
。
補
刻
の
四
十
三
葉
に
含
ま
れ
る
六
十
八
篇
の
小
説
は
す
べ
て
他
志
に
由

来
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
古
杭
本
の
中
に
は
前
四
志
の
小
説
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
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る
。
沈
天
佑
の
序
文
に
よ
る
と
、
補
刻
の
小
説
は
、
古
杭
本
に
あ
っ
て
、
原
刻
の
閩
本
に
は
な
か
っ
た
小
説
（
摭
浙
本
之
所
有
、
以
補
閩

本
之
所
無
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
建
学
よ
り
入
手
し
た
閩
本
の
版
木
に
は
多
く
の
欠
損
が
あ
っ
た
（
遺
缺
甚
多
）
と
い
う

こ
と
か
ら
、
沈
天
佑
が
底
本
と
し
た
「
閩
板
」
は
、
版
面
の
摩
滅
・
損
傷
、
版
木
の
遺
失
等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
甚
だ
多
く
欠
け
て
い
た

閩
本
の
版
木
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
静
嘉
堂
本
の
補
刻
葉
を
仔
細
に
検
討
し
た
結
果
、
一
部
が
原
刻
葉
に
刻
さ
れ
、
一
部
が
補
刻
葉

に
刻
さ
れ
た
小
説
が
二
十
篇
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
二
十
篇
の
小
説
は
、
本
来
閩
板
に
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
欠
損
に
よ
り
同

一
の
小
説
本
文
を
「
古
杭
本
」
よ
り
補
刻
し
て
完
全
な
も
の
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
元
代
に
補
刻
さ
れ
た
六
十

八
篇
の
小
説
は
、
以
下
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。 

 【
ア
】
前
四
志
の
小
説
、
二
十
篇 

【
イ
】
支
志
、
三
志
の
小
説
、
三
十
篇 

【
ウ
】
そ
の
他
、
十
八
篇
（
出
処
は
ま
だ
確
認
で
き
な
い
） 

 

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、『
夷
堅
志
』
前
四
志
の
小
説
を
利
用
し
た
従
来
の
研
究
に
つ
い
て
、
そ
の
依
拠
す
る
テ
キ
ス
ト
が
何
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
再
検
討
、
更
に
そ
の
結
論
に
対
し
て
厳
密
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

四
、
混
入
の
原
因 

 

こ
れ
ま
で
の
考
察
の
結
果
を
、
沈
天
佑
が
序
文
で
述
べ
た
補
刻
の
状
況
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
な
ら
、
版
式
（
二
）
の
書
葉
こ
そ
が
ま
さ

に
元
代
の
沈
天
佑
が
補
刻
し
た
部
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
書
葉
の
テ
キ
ス
ト
の
来
源
は
、
沈
天
佑
が
記
述
す
る
「
古
杭
本
」
で
あ
っ
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た
と
い
え
る
。
で
は
、
そ
の
古
杭
本
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
な
ぜ
沈
天
佑
は
数
十
年
後
に
出
版
さ
れ

た
『
夷
堅
志
支
志
』
、
『
夷
堅
志
三
志
』
の
小
説
を
、
前
四
志
に
混
入
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず

古
杭
本
の
性
格
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

前
掲
し
た
沈
天
佑
の
序
文
を
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
曖
昧
で
意
味
深
長
な
の
は
「
古
杭
本
」
に
関
す
る
記
載
で
あ
る
。
沈
天
佑
は

「
閩
本
」
に
つ
い
て
、
初
志
の
甲
乙
丙
丁
の
四
志
に
属
し
、
各
志
は
二
十
巻
か
ら
な
る
こ
と
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
（

１

０

）
。
そ
れ
に

対
し
て
、
「
古
杭
本
」
に
対
す
る
沈
天
佑
の
言
及
は
具
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
「
古
杭
本
」
の
内
容
は
「
閩
本
」
と
「
詳
略
が
異
な

る
よ
う
だ
」
、
「
大
同
小
異
」
で
あ
る
と
だ
け
述
べ
て
い
る
。
ま
さ
に
沈
天
佑
の
「
古
杭
本
」
に
関
す
る
記
載
に
よ
っ
て
、
前
四
志
の
混
入

の
原
因
に
対
し
て
解
明
が
困
難
な
現
状
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。
洪
邁
が
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
に
書
い
た
『
夷
堅
志
乙
志
』
の

序
文
の
中
に
、 

 

今
鏤
板
于
閩
、
于
蜀
、
于
婺
、
于
臨
安
、
蓋
家
有
其
書
（

１

１

）
。 

 

今
（
甲
志
は
）
閩
、
蜀
、
婺
、
臨
安
に
お
い
て
開
版
さ
れ
、
概
ね
家
ご
と
に
そ
の
本
が
あ
る
。 

 

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
沈
天
佑
は
序
文
で
言
う
よ
う
に
「
古
杭
本
」
を
以
上
の
「
臨
安
」
本
と
見
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
『
夷
堅

志
乙
志
』
序
文
に
は
『
夷
堅
志
甲
志
』
の
出
版
が
大
成
功
を
収
め
、
福
建
、
四
川
、
金
華
、
臨
安
で
次
々
に
刊
刻
さ
れ
た
状
況
が
記
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
洪
邁
が
『
夷
堅
志
乙
志
』
の
序
文
で
述
べ
て
い
る
臨
安
で
刊
刻
さ
れ
た
本
と
は
、
『
夷
堅
志
甲
志
』
一
志
の

み
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
点
（
乾
道
六
年
、
一
一
七
〇
）
で
は
、
『
夷
堅
志
丙
志
』
と
『
夷
堅
志
丁
志
』
は
い
ま
だ
完
成
し

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
か
ら
も
成
書
の
時
期
か
ら
も
、
序
文
で
述
べ
て
い
る
『
夷
堅
志
甲
志
』
の
「
臨
安
」
本
は
『
甲
』
『
乙
』
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『
丙
』
『
丁
』
の
四
志
を
備
え
た
閩
本
と
大
同
小
異
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た
、
前
節
に
お
け
る
考
察
に
よ
れ
ば
、
「
古
杭
本
」
に
は
も

と
も
と
支
志
・
三
志
に
属
す
る
小
説
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）
以
前
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
「
臨
安
」
本
の
中

に
数
十
年
後
の
『
夷
堅
志
支
志
』
（
一
一
九
四
～
一
一
九
七
年
）
や
『
夷
堅
志
三
志
』
（
一
一
九
七
～
一
一
九
八
年
）
の
小
説
が
含
ま
れ
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
よ
っ
て
、
沈
天
佑
の
い
う
「
古
杭
本
」
は
、
洪
邁
が
『
夷
堅
志
乙
志
』
序
文
で
述
べ
た
「
臨
安
」
本
と
同
じ
も
の

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

「
古
杭
本
」
に
全
部
で
何
篇
の
小
説
が
収
録
さ
れ
て
い
た
の
か
は
、
現
在
、
具
体
的
に
知
る
す
べ
は
な
い
。
し
か
し
、
『
夷
堅
志
』
の
支

志
・
三
志
の
中
か
ら
、
わ
ず
か
に
数
十
篇
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
「
古
杭
本
」
は
実
は
『
夷
堅
志
』
（
初
志
・
支
志
・
三

志
）
の
選
本
の
一
種
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（

１

２

）
。
ち
な
み
に
、
古
杭
本
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
晁
瑮

が
編
纂
し
た
私
家
藏
書
目
録
『
晁
氏
寶
文
堂
書
目
』
の
「
類
書
」
の
項
目
中
に
、
「
夷
堅
志 

杭
刻
」
と

い

う

記

録

が

あ

る
（

１

３

）
。
た
だ

残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
書
目
は
十
分
な
情
報
を
記
載
し
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
の
杭
州
で
刊
刻
さ
れ
た
「
類
書
」
本
の
『
夷
堅
志
』
が
古

杭
本
で
あ
る
か
ど
う
か
、
我
々
に
は
知
る
す
べ
が
な
い
。
元
代
に
入
っ
て
以
降
、『
夷
堅
志
』
三
十
二
志
の
流
伝
は
稀
少
に
な
っ
た
た
め
（

１

４

）
、
沈
天
佑
が
収
集
に
努
め
て
も
、
わ
ず
か
に
前
四
志
の
「
閩
本
」
の
版
木
と
古
杭
本
し
か
探
し
あ
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た

刊
行
し
た
時
の
序
文
に
よ
る
と
、
沈
天
佑
は
「
閩
本
」
の
版
木
と
「
古
杭
本
」
を
対
照
し
て
、
「
古
杭
本
」
に
あ
っ
て
閩
本
に
な
い
小
説
を

発
見
し
た
。
だ
が
、「
古
杭
本
」
中
に
収
め
ら
れ
た
小
説
が
、
本
来
ど
こ
に
由
来
す
る
か
を
知
る
す
べ
は
沈
天
佑
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
出
版
に
際
し
て
、
各
志
の
版
木
の
破
損
状
況
に
よ
っ
て
、
そ
の
小
説
を
各
志
の
正
文
中
に
補
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
三
十
年
あ
ま
り
も

遅
れ
て
成
立
し
た
『
夷
堅
志
支
志
』
、
『
夷
堅
志
三
志
』
の
小
説
が
前
四
志
に
混
入
す
る
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
が
、
沈
天
佑
が
「
古
杭
本
」
の
情
報
を
曖
昧
に
記
録
し
た
真
の
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

五
、
終
わ
り
に 
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本
章
は
、
現
在
の
『
夷
堅
志
』
前
四
志
の
来
源
で
あ
る
宋
刻
元
修
本
に
つ
い
て
、
文
献
的
に
考
察
を
行
っ
た
。
宋
刻
元
修
本
の
刊
修
の

経
緯
、
テ
キ
ス
ト
の
来
源
、
特
に
厳
元
照
と
張
元
済
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
元
代
に
混
入
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
補
刻
葉
を
通
し
て
、

元
代
に
混
入
し
た
小
説
の
数
と
具
体
的
な
篇
目
に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
考
察
を
行
い
、
元
人
に
よ
る
小
説
混
入
の
状
況
を
明
ら
か
に
し

た
。
最
後
に
、
元
代
に
補
刻
さ
れ
た
小
説
テ
キ
ス
ト
の
来
源
で
あ
る
古
杭
本
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
元
代
に
混
入
さ
れ

た
書
葉
は
厳
元
照
が
指
摘
し
た
二
十
八
葉
だ
け
で
は
な
く
、
四
十
三
葉
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
六
十
八
篇
の
小
説
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
古
杭
本
は
沈
天
佑
が
言
う
よ
う
な
早
期
（
一
一
六
六
年
以
前
）
に
洪
邁
が
臨
安
で
刊
行
し
た
『
夷
堅
志
甲

志
』
の
臨
安
本
で
は
な
く
、
『
夷
堅
志
三
志
』
刊
行
後
（
一
一
九
八
年
以
降
）
に
出
版
さ
れ
た
初
編
（
初
志
）
・
二
編
（
支
志
）
・
三
編
（
三

志
）
の
選
本
の
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
沈
天
佑
が
閩
本
を
修
補
し
た
際
に
、
そ
の
小
説
が
本
来
ど
こ
に
由
来

す
る
か
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
他
志
の
小
説
を
前
四
志
に
混
入
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
現
存
す
る
諸
本

は
す
べ
て
静
嘉
堂
本
に
基
づ
い
て
抄
写
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
も
と
の
補
刻
の
痕
跡
を
留
め
て
お
ら
ず
、
小
説
混
入
の
具
体
的
状

況
に
対
し
て
解
明
が
困
難
な
現
状
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

  注 

 

（
１
） 

閩
本
と
南
宋
諸
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
２
） 

洪
邁
『
夷
堅
志
』
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
、
第
一
冊
、
二
〇
五
頁
に
収
録
。 

（
３
） 

『
夷
堅
志
』
第
一
冊
、
四
五
頁
。 

（
４
） 

元
脱
脱
等
『
宋
史
』
第
三
冊
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
六
四
三
頁
。 
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（
５
） 

張
元
済
が
商
務
本
の
跋
文
に
述
べ
た
「
宋
本
不
知
散
落
何
處
、
（
略
）
曁
厳
氏
所
錄
副
本
八
十
巻
、
均
歸
吾
友
湘
潭
袁
伯
夔
。

今
存
天
壤
間
僅
此
矣
。
（
略
）
伯
夔
既
以
所
蔵
厳
、
黄
兩
本
假
余
、
乃
盡
發
涵
芬
樓
所
蔵
參
互
校
讎
。
」
に
よ
る
と
、
商
務
本

の
前
四
志
八
十
巻
の
底
本
は
厳
鈔
本
で
あ
る
。 

（
６
） 

表
一
に
収
録
し
た
小
説
は
、
長
さ
に
よ
っ
て
複
数
の
丁
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
。 

（
７
） 

『
夷
堅
志
』
各
志
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
凌
郁
之
『
洪
邁
年
譜
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。 

（
８
） 

前
掲
注
（
１
）
及
び
『
静
嘉
堂
宋
元
版
図
録
解
題
篇
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）
、
四
八
頁
を
参
照
。 

（
９
） 

胡
伝
志
「
『
続
夷
堅
志
』
：
『
夷
堅
志
』
的
異
域
迴
響
」
（
『
江
淮
論
壇
』
、
二
〇
〇
三
年
第
一
期
）
を
参
照
。 

（

１ ０
） 

静
嘉
堂
本
の
刊
行
序
文
に
、
「
分
甲
乙
丙
丁
四
志
、
毎
志
有
二
十
巻
、
毎
巻
十
一
、
二
事
或
十
三
、
四
事
。
」
と
あ
る
。 

（

１ １
） 

『
夷
堅
志
』
第
一
冊
、
一
八
五
頁
。 

（

１ ２
） 

『
夷
堅
志
』
は
巻
数
が
厖
大
な
た
め
、
一
般
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
南
宋
時
代
に
は
、

『
夷
堅
志
』
中
か
ら
選
別
し
、
さ
ら
に
分
類
を
施
し
た
『
夷
堅
志
』
の
選
本
が
流
通
し
た
。
現
在
知
ら
れ
る
南
宋
の
分
類
本
に

は
、
次
の
三
種
が
あ
っ
た
。
①
何
異
分
類
本
十
巻
、
②
陳
日
華
分
類
本
三
巻
、
③
葉
祖
榮
『
新
編
分
類
夷
堅
志
』
五
十
一
巻
。 

（

１ ３
） 

晁
瑮
『
晁
氏
寶
文
堂
書
目
』
（
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
七
）
、
八
八
頁
。 

（

１ ４
） 

宋
末
に
至
っ
て
『
夷
堅
志
』
は
す
で
に
甚
だ
し
く
散
佚
し
た
状
態
と
な
り
、
宋
末
元
初
の
陳
櫟
が
当
時
の
状
況
を
「
今
坊
中

所
刊
僅
四
、
五
巻
」
と
述
べ
て
い
る
。
元
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
宋
史
』
藝
文
志
に
も
六
十
巻
本
と
八
十
巻
本
の
二
つ
の
残
本
の

み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
元
人
の
沈
天
佑
は
『
夷
堅
志
』
は
さ
ら
に
二
十
八
志
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
自
分
が
持
っ

て
い
る
前
四
志
の
閩
本
を
『
夷
堅
志
』
足
本
だ
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

（

附

記

）

静
嘉
堂
本
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
五
月
に
静
嘉
堂
文
庫
に
赴
き
、
調
査
を
行
っ
た
。
二
〇
一
五
年
十
二
月
に
静
嘉
堂
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文
庫
の
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
が
九
州
大
学
に
所
藏
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
の
補
充
調
査
は
、
こ
の
九
大
所
藏
マ
イ
ク
ロ
を

用
い
た
。
静
嘉
堂
文
庫
と
九
大
図
書
館
の
館
員
の
方
々
に
、
こ
こ
で
謹
ん
で
謝
意
を
表
し
ま
す
。 
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第
四
章
『
夷
堅
志
』
後
十
志
の
版
本
と
定
本
の
形
成 

 
一

、

は

じ

め

に 

 

現

在

最

も

完

備

し

た

『

夷

堅

志

』

の

テ

キ

ス

ト

は

、

張

元

済

が

整

理

し

た

二

〇

六

巻

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』

に

基

づ

い

た

二

〇

七

巻

中

華

書

局

本

で

あ

る

。

中

華

書

局

本

の

テ

キ

ス

ト

の

来

源

は

、

以

下

の

四

部

分

に

分

け

ら

れ

る

。 

 

（

１

）

甲

、

乙

、

丙

、

丁

四

志

の

八

十

巻

厳

元

照

影

鈔

本 

（

２

）
『

支

志

』
・
『

三

志

』

後

十

志

の

黄

丕

烈

校

蔵

一

百

巻

鈔

本 

（

３

）
『
分

類

夷

堅

志

』

か

ら

輯

佚

さ

れ

た

『

支

補

』

二

十

五

巻 

（

４

）

諸

書

か

ら

輯

佚

さ

れ

た

『

再

補

』
、
『

三

補

』 

 

こ

の

四

部

分

は

そ

れ

ぞ

れ

伝

来

ル

ー

ト

を

持

つ

。
本

章

で

は

、
後

十

志

の

テ

キ

ス

ト

の

伝

承

に

注

目

し

て

、
（

２

）
黄

丕

烈

校

本

の

源

流

を

明

ら

か

に

し

た

い

。 

前

章

で

考

察

し

た

よ

う

に

、
『

夷

堅

志

』
の

現

存

す

る

各

志

の

う

ち

に

、
前

四

志

の

来

源

に

つ

い

て

は

、
祖

本

で

あ

る

静

嘉

堂

本

が

存

し

て

い

る

た

め

、

そ

の

伝

来

ル

ー

ト

は

確

か

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

後

十

志

の

鈔

本

テ

キ

ス

ト

に

関

し

て

は

、

通

行

本

の

編

纂

者

で

あ

る

張

元

済

の

記

述

に

よ

り

、

そ

の

鈔

本

系

統

の

流

伝

ル

ー

ト

に

つ

い

て

、

後

世

の

認

識

に

極

め

て

大

き

な

混

乱

を

も

た

ら

し

た

の

で

あ

る

。 

は

じ

め

て

後

十

志

の

鈔

本

に

つ

い

て

論

述

し

た

の

は

、
明

代

中

期

に

お

け

る

学

者

の

胡

応

麟
（

一

五

五

一

～

一

六

〇

二

）
で

あ

る

。
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胡

応

麟

の

筆

記
『

少

室

山

房

類

稿

』
巻

一

〇

四
「

読

夷

堅

志

」
の

中

に

、
自

分

は

長

ら

く
『

夷

堅

志

』
を

探

し

て

い

た

が

不

成

功

に

終

わ

っ

た

こ

と

を

述

べ

て

、

ひ

き

続

き

以

下

の

よ

う

に

叙

述

し

た

。 

 

余

向

從

王

參

戎

処

得

鈔

本

洪

志
、
其

首

撰

甲

至

癸

百

卷

皆

亡
、
僅

支

甲

至

支

癸

十

帙

耳
。
迨

其

中

己

辛

壬

等

帙
、
又

三

甲

中

書
、

蓋

支

志

亡

其

三

、

而

三

志

亡

其

七

矣

。 

 

私

は

嘗

て

王

參

戎

の

処

か

ら

洪

邁

『

夷

堅

志

』

の

鈔

本

を

得

た

が

、

そ

の

書

首

に

、

甲

志

か

ら

癸

志

に

至

る

百

巻

が

全

て

亡

逸

し

、
た

だ

支

甲

か

ら

支

癸

に

至

る

十

帙

の

み

が

あ

る

と

い

う

。
恐

ら

く

そ

の

中

の

己

志

、
辛

志

、
壬

志

な

ど

の

帙

は

、
ま

た

三

甲

（

即

ち

三

志

）

の

書

で

あ

ろ

う

。

恐

ら

く

支

志

の

う

ち

三

志

が

亡

逸

し

、

三

志

の

う

ち

七

志

が

亡

逸

し

た

の

だ

ろ

う

。 

 胡

応

麟

が

萬

暦

十

一
（

一

五

八

三

）
年

に

參

戎

を

務

め

た

王

思

延

の

と

こ

ろ

か

ら

得

た

こ

の
『

夷

堅

志

支

志

』
七

志

、
『

夷

堅

志

三

志

』

三

志

共

一

百

巻

の

鈔

本

は

、

現

存

す

る

諸

本

及

び

通

行

本

の

後

十

志

と

同

じ

特

徴

を

持

っ

て

い

る

。

ま

た

周

亮

工

『

書

影

』

巻

二

の

叙

述

に

よ

る

と

、
胡

応

麟

が

持

っ

て

い

た

、
百

巻
「

旧

鈔

本

」
は

の

ち

に

同

邑

の
「

貧

士

」
章

無

逸

が

所

蔵

す

る

と

こ

ろ

と

な

っ

た
（

１

）

。 

そ

の

一

方

、
萬

暦

二

十

九

年
（

一

六

〇

一

）
に
『

新

刻

夷

堅

志

』
と

い

う

も

の

も

金

陵

で

出

版

さ

れ

て

お

り

、
こ

れ

は
『

夷

堅

志

支

志

』
七

志

、
『

夷

堅

志

三

志

』
三

志

か

ら

成

り

立

っ

て

い

る

の

で

、
そ

の

構

成

は

胡

応

麟

の

所

蔵

鈔

本

と

一

致

す

る

。
胡

応

麟

鈔

本

と

『

新

刻

夷

堅

志

』

と

の

関

係

に

つ

い

て

、

張

祝

平

氏

は

『

新

刻

夷

堅

志

』

が

胡

応

麟

鈔

本

に

基

づ

い

て

刊

行

し

た

と

推

定

さ

れ

て

い

る

。

両

者

の

構

成

が

一

致

し

て

い

る

こ

と

か

ら

見

て

、

そ

の

二

種

は

同

じ

来

源

を

持

っ

て

い

た

可

能

性

が

高

い

。 

清

代

に

至

る

と

、

以

下

の

二

種

の

後

十

志

の

テ

キ

ス

ト

が

出

て

く

る

。 
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①

乾

隆

四

十

三

年

周

棨

耕

煙

草

堂

本

二

十

巻 
②

黄

丕

烈

に

所

蔵

さ

れ

た

旧

鈔

本

一

百

巻 

 本

章

で

は

こ

の

二

種

類

の

テ

キ

ス

ト

か

ら

通

行

本

の

底

本

に

至

る

ま

で

の

伝

承

状

況

、

及

び

従

来

の

旧

説

に

つ

い

て

改

め

て

考

え

直

し

た

い

。 

 

二

、

問

題

提

起 

 

中

華

書

局

本

は

張

元

済

が

整

理

し

た
『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』
（

以

下

、
商

務

本

と

称

す

）
を

底

本

と

し

、
そ

の

原

文

に

標

点

を

施

し

て

い

る

。

そ

れ

ゆ

え

に

、

本

章

で

は

一

九

七

五

年

に

影

印

さ

れ

た

商

務

本
（

２

）

を

基

本

テ

キ

ス

ト

と

し

て

、

適

宜

、

中

華

書

局

本

を

参

照

し

て

考

察

を

す

る

。 

商

務

本

の

張

元

済

の

編

纂

序

文

に

よ

れ

ば

、

商

務

本

の

後

十

志

の

底

本

は

張

元

済

の

友

人

袁

伯

夔

の

所

蔵

だ

っ

た

「

黄

丕

烈

旧

鈔

本

百

巻

」

で

あ

り

、

ま

た

黄

丕

烈

の

校

語

も

そ

の

ま

ま

商

務

本

に

収

録

さ

れ

て

い

る

。

張

元

済

が

用

い

た

底

本

（

袁

伯

夔

蔵

本

）

の

亡

佚

に

よ

り

、

通

行

本

の

底

本

の

来

源

、

黄

丕

烈

の

校

勘

に

つ

い

て

は

張

元

済

の

説

に

依

拠

す

る

し

か

方

法

が

な

か

っ

た

。 

そ

の

一

方

、
黄

丕

烈

校

一

八

〇

巻
『

夷

堅

志

』
鈔

本

は

上

海

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

。
従

来

、
こ

の

鈔

本

に

つ

い

て

は

、
文

献

学

的

考

証

が

十

分

加

え

ら

れ

て

お

ら

ず

、

研

究

者

は

張

元

済

の

記

述

に

基

づ

い

て

そ

の

鈔

本

を

黄

丕

烈

所

蔵

旧

鈔

本

の

原

本

、

さ

ら

に

通

行

本

の

底

本

で

あ

る

袁

伯

夔

鈔

本

だ

と

考

え

て

き

た

（

下

文

に

詳

述

）
。 

し

か

し

、

そ

の

鈔

本

に

は

黄

丕

烈

に

よ

る

数

多

い

校

語

が

保

存

さ

れ

て

い

る

が

、

こ

の

校

語

は

全

く

通

行

本

に

見

え

ず

、

こ

れ

は

張

元

済

の

説

と

合

致

し

な

い

。

さ

ら

に

、

そ

の

校

語

に

は

、

す

で

に

残

っ

て

い

な

い

宋

刻

本

系

統

と

旧

鈔

本

の

異

文

が

保

存

さ

れ

て
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い

る

。

従

っ

て

、

該

鈔

本

が

こ

れ

ま

で

考

え

ら

れ

て

い

る

袁

伯

夔

鈔

本

だ

と

言

え

る

の

か

ど

う

か

を

含

め

て

、

そ

の

来

歴

に

つ

い

て

大

い

に

疑

問

が

あ

る

。 

商

務

本

の

後

十

志

の

底

本

に

つ

い

て

、

張

元

済

が

書

い

た

跋

文

で

以

下

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 
 

 

乾

嘉

之

際
、
呉

縣

黄

丕

烈

蔵

書

最

夥
、
先

後

得

宋

本

支

甲
、
支

壬
、
支

癸

若

干

卷
、
又

旧

鈔

支

甲

至

支

戊

五

十

巻
、
支

庚
、
支

癸 

二

十

巻

、
三

志

己

、
辛

、
壬

巻

各

十

巻
。
宋

本

不

知

散

落

何

處
、
而

旧

鈔

百

卷

曁

厳

氏

所

錄

副

本

八

十

卷
、
均

帰

吾

友

湘

潭

袁

伯 

夔

。(

略)

伯

夔

既

以

所

蔵

厳

、

黃

兩

本

假

余

、

乃

盡

發

涵

芬

楼

所

蔵

參

互

校

讎
（

３

）
。 

 

乾

嘉

年

間

の

際

に

、
呉

縣

の

黄

丕

烈

の

蔵

書

が

最

も

多

く

、
そ

の

間

に

宋

本
『

支

甲

』
、
『

支

壬

』
、
『

支

癸

』
若

干

巻

、
ま

た
『

支 

甲

』

か

ら

『

支

戊

』

ま

で

の

五

十

巻

、
『

支

庚

』
、
『

支

癸

』

二

十

巻

、
『

三

志

己

』
、
『
（

三

志

）

辛

』
、
『
（

三

志

）

壬

』

は

各

々

十 

巻

の

旧

鈔

本

を

得

た

。
宋

本

は

ど

こ

に

散

佚

し

て

い

る

か

を

知

ら

ず

、
旧

鈔

本

百

巻

と

厳

氏
（

厳

元

照

）
が

録

し

た

副

本

八

十

巻 

は

い

ず

れ

も

私

の

友

人

で

あ

る

湘

潭

の

袁

伯

夔

の

所

有

に

帰

し

て

い

る

。（

略

）
伯

夔

は

所

蔵

の

厳

、
黄

両

鈔

本

を

私

に

貸

し

て

、 

そ

こ

で

涵

芬

楼

所

蔵

を

（

厳

、

黄

両

鈔

本

）

と

互

い

に

校

合

し

た

。 

 

要

約

す

れ

ば

、

張

元

済

が

友

人

袁

伯

夔

の

所

蔵

だ

っ

た

「

黄

丕

烈

旧

鈔

本

百

巻

」

を

借

り

う

け

、

商

務

印

書

館

の

涵

芬

楼

所

蔵

の

諸

本

と

校

合

し

た

と

す

る
（

今

の

通

行

本

に

残

っ

て

い

る

張

氏

の

校

語

は

当

時

の

校

合

作

業

の

結

果

で

あ

る

）
。
即

ち

商

務

本

の

底

本

は

黄

丕

烈

蔵

「

旧

鈔

本

百

巻

」

で

あ

る

。

さ

ら

に

書

首

の

「

夷

堅

志

校

例

」

の

中

に

、

黄

丕

烈

の

校

勘

に

つ

い

て

、 

  
 

篇

中

校

注

、

引

厳

元

照

所

校

者

曰

「

厳

校

」
、

黄

丕

烈

所

校

者

曰

「

黄

校

」
、

其

未

知

為

何

人

所

校

者

則

曰

「

原

校

」
。

厳

、

黄

兩
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氏

均

校

勘

專

家

、

下

筆

審

慎

、

凡

所

校

訂

悉

數

采

列
（

４

）

。 

  
 

篇

中

の

校

注

は

、
厳

元

照

が

校

勘

し

た

も

の

を

引

用

す

る

と
「

厳

校

」
と

曰

い

、
黄

丕

烈

に

よ

っ

て

校

勘

し

た

も

の

を
「

黄

校

」

と

曰

い

、

校

者

不

明

の

も

の

を

「

原

校

」

と

曰

う

。

厳

、

黄

兩

氏

と

も

に

校

勘

の

専

門

家

で

あ

り

、

筆

を

下

す

の

は

慎

重

な

の

で

、

そ

の

校

訂

し

た

と

こ

ろ

を

全

て

採

録

し

て

い

る

。 

 

と

述

べ

て

、

黄

氏

の

校

語

を

全

て

採

録

し

た

と

い

う

。 

で

は

、

所

謂

「

黄

丕

烈

蔵

旧

鈔

本

」

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

の

か

。

商

務

本

の

付

録

に

収

録

さ

れ

て

い

る

黄

丕

烈

の

序

文

に

、 

 

余

所

蔵

宋

刻

有

夷

堅

支

甲

一

至

三

三

卷
、
七

八

両

卷
、
皆

小

字

棉

紙

者
、
夷

堅

支

壬

三

至

十

共

八

卷
、
夷

堅

支

癸

一

至

八

共

八

卷
、

皆

竹

紙

大

字

者
、
近

又

得

夷

堅

志

乙

一

至

三

三

巻
（

略

）（

旧

鈔

本

）
支

甲

至

支

戊

五

十

卷
、
支

庚
、
支

癸

二

十

卷
、
又

三

志

己

十

卷

、

三

志

辛

十

卷

、

三

志

壬

十

卷
（

５

）

。 

 

私

が

所

蔵

し

た

宋

刻

本

は
『

夷

堅

支

甲

』
巻

一

か

ら

巻

三

ま

で

の

三

巻

、
巻

七

、
巻

八

の

二

巻

、
全

て

小

字

で

棉

紙

で

あ

り

、『

夷

堅

支

壬

』

巻

三

か

ら

巻

十

に

至

っ

て

共

に

八

卷

、
『

夷

堅

支

癸

』

巻

一

か

ら

巻

八

に

至

っ

て

共

に

八

卷

で

あ

り

、

み

ん

な

竹

紙

で

大

字

で

あ

る

。

最

近

、

ま

た

『

夷

堅

乙

志

』

の

巻

一

か

ら

巻

三

ま

で

の

三

巻

、
（

略

）
『

支

甲

』

か

ら

『

支

戊

』

ま

で

の

五

十

卷

、

『

支

庚

』
、
『

支

癸

』

二

十

卷

、

更

に

『

三

志

己

』

十

卷

、
『

三

志

辛

』

十

卷

、
『

三

志

壬

』

十

卷

か

ら

な

る

旧

鈔

本

を

得

た

。 
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と

あ

る

。

以

上

の

各

種

の

記

述

に

よ

り

、
従

来

の

研

究

に

お

い

て

は

、

通

行

本

の

底

本

（

所

謂

「

黄

丕

烈

旧

鈔

本

百

巻

」
）

を

黄

丕

烈

の

跋

文

に

述

べ

た

「

旧

鈔

本

」

の

原

本

と

見

做

し

て

し

ま

い

、

し

か

も

通

行

本

に

保

存

さ

れ

て

い

る

数

条

の

校

勘

記

を

黄

丕

烈

の

校

勘

作

業

の

結

果

と

考

え

た

。

そ

の

た

め

「

黄

丕

烈

蔵

旧

鈔

本

」
、
「

黄

丕

烈

校

訂

旧

鈔

本

」
、
「

黄

丕

烈

校

旧

鈔

本

」

と

い

う

様

々

な

呼

び

方

が

あ

る

。

し

か

し

、

現

在

の

通

行

本

の

中

に

、

張

元

済

が

引

用

し

た

所

謂

「

黄

校

」

の

校

語

が

非

常

に

少

な

い

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る

。

こ

れ

ま

で

述

べ

て

き

た

よ

う

に

、

黄

丕

烈

自

身

が

蔵

し

て

い

た

宋

刻

本

の

残

本

は

以

下

の

三

種

で

あ

る

。 

 

（

一

）
『

夷

堅

志

支

甲

志

』

一

～

三

、

七

、

八

巻 

（

二

）
『

夷

堅

志

支

壬

志

』

三

～

十

巻

、
『

夷

堅

志

支

癸

志

』

一

～

八

巻 

（

三

）
『

夷

堅

志

乙

志

』

一

～

三

巻

、 

 前

四

志

に

属

す

る

（

三

）
『

夷

堅

志

乙

志

』

の

三

巻

を

除

く

と

、

後

十

志

の

校

勘

資

料

と

し

て

は

少

な

く

と

も

（

一

）
、
（

二

）

の

合

計

二

十

一

巻

の

宋

刻

本

が

あ

げ

ら

れ

る

。

し

か

る

に

、

こ

の

二

十

一

巻

を

確

認

す

る

と

「

黄

校

」

が

四

箇

所

存

在

し

て

い

る

の

み

で

あ

る
（

６

）

。
そ

の

う

ち

の

三

箇

所

は
「

黄

校

、
疑

誤

」
と

い

う

記

載

し

か

な

く

、
ま

た

異

文

を

何

も

記

し

て

い

な

い

。
こ

の

事

象

は

校

勘

の

常

識

に

反

す

る

こ

と

と

考

え

ら

れ

る

。 

以

上

の

問

題

は

、

通

行

本

の

底

本

の

亡

佚

に

よ

り

、

長

ら

く

解

明

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

。

そ

の

一

方

、

上

海

図

書

館

に

は

黄

丕

烈

校

一

八

〇

巻
『

夷

堅

志

』
鈔

本
（

以

下

、
上

図

黄

校

本

と

称

す

）
が

所

蔵

さ

れ

て

お

り

、
毎

巻

に

数

多

く

の

黄

丕

烈

の

校

語

が

存

在

し

て

い

る

。

こ

の

抄

本

に

つ

い

て

、
『

中

国

古

籍

総

目

』

は

た

だ

「

清

黄

丕

烈

校

並

跋

」

と

著

録

し

て

い

る

だ

け

で

あ

る
（

７

）

。

従

来

の

研

究

は

お

お

む

ね

張

元

済

の

記

述

に

基

づ

い

て

お

り

、

例

え

ば

、

大

塚

秀

高

氏

の

「

明

代

後

期

に

お

け

る

『

夷

堅

志

』

と

そ

の

影

響

」

に

お

い

て

は

、
「

袁

伯

夔

鈔

本

は

現

在

上

海

図

書

館

に

蔵

さ

れ

る

が

、

他

に

甲

乙

丙

丁

四

志

の

丁

丙

跋

新

鈔

本

…

…

」
（

８

）
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と

指

摘

し

、

上

海

図

書

館

本

は

正

に

袁

伯

夔

鈔

本

（

即

ち

通

行

本

の

底

本

）

だ

と

認

識

さ

れ

て

い

る

。

張

祝

平

氏

は
「
『

夷

堅

志

』

的

版

本

研

究

」
（
『

古

籍

整

理

研

究

学

刊

』
、

二

〇

〇

三

年

第

二

期

）

に

お

い

て

は

、
『

夷

堅

志

』

の

各

種

版

本

を

分

析

し

て

、

上

図

黄

校

本

を

袁

伯

夔

鈔

本

（

即

ち

通

行

本

の

底

本

）

と

認

識

し

て

い

る

。 

以

下

は

該

鈔

本

の

性

質

及

び

通

行

本

と

の

関

係

に

つ

い

て

考

察

を

加

え

た

い
（

９

）

。 

 

三

、

上

図

黄

校

本

に

つ

い

て 

 

 

以

下

、

行

文

の

便

宜

上

、
（

一

）

上

図

黄

校

本

の

書

誌

情

報

、
（

二

）

上

図

黄

校

本

の

書

写

時

間

、
（

三

）

校

語

か

ら

見

た

上

図

黄

校

本

の

性

格

、
（

四

）

校

語

か

ら

見

た

「

宋

本

」
、
「

時

刻

本

」

に

つ

い

て

、

詳

し

く

考

察

を

加

え

た

い

。 

 

（

一

）

書

誌

情

報 

当

該

鈔

本

は
『

夷

堅

志

支

甲

志

』
、
『

夷

堅

志

支

乙

志

』
、
『

夷

堅

志

支

景
（

丙

）
志

』
、
『

夷

堅

志

支

丁

志

』
、
『

夷

堅

志

支

戊

志

』
、
『

夷

堅

志

支

庚

志

』
、
『

夷

堅

志

支

癸

志

』
、
『

夷

堅

志

三

己

志

』
、
『

夷

堅

志

三

辛

志

』
、
『

夷

堅

志

三

壬

志

』

の

鈔

本

九

十

九

巻

で

、

毎

葉

縦

二

九

・

六

厘

、
横

三

三
・

〇

厘
（

１

０

）

。
毎

志

の

首

に

当

志

序

文

、
当

志

目

録

、
「

夷

堅

某

志

巻

第

幾 

幾

事

」
と

墨

書

さ

れ

て

い

る

。

毎

志

は

十

巻

だ

が

、
『

夷

堅

志

三

己

志

』
の

巻

十

が

欠

け

て

い

る

。
毎

半

葉

十

行

、
行

二

十

字

、
文

中

に

小

注

と

小

説

の

提

供

者

が

小

字

で

書

写

さ

れ

て

い

る

。 

『

夷

堅

志

支

甲

志

』

巻

首

に

黄

丕

烈

跋

文

と

朱

印

記

「

蕘

圃

／

過

眼

」
、

目

録

末

の

次

行

に

、
「

臨

安

府

洪

橋

南

陳

家

経

鋪

抄

録

」

と

あ

り

、

ま

た

『

夷

堅

志

支

癸

志

』

の

末

に

黄

丕

烈

の

跋

文

と

朱

印

記

「

黄

／

丕

烈

」

と

あ

る

。 

校

訂

は

、
墨

筆

、
濃

朱

筆

と

淡

朱

筆

三

つ

が

認

め

ら

れ

る

。
ま

た
『

夷

堅

志

支

景

志

』
巻

二

～

巻

十

の

巻

末

の

尾

題

の

下

に
「

校

」
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と

題

し

て

、
『

支

乙

』

巻

七

・

巻

八

・

巻

十

、
『

夷

堅

志

三

壬

志

』

巻

十

の

下

に

「

覆

校

」

と

題

し

て

い

る

。
『

夷

堅

志

支

癸

志

』

巻

七

の

尾

題

の

次

行

に
「

蘇

文

定

夢

游

仙

」
の

脱

文

を

補

入

し

、
ま

た
「

此

一

段

脱

文

、
據

近

刻

増

、
案

文

義

當

有

。
」
（

淡

朱

筆

）
、
「

続

以

宋

刻

校

此

段

、

復

正

近

刻

之

誤

、

此

可

據

矣

。

」
（

濃

朱

筆

）

の

校

語

、

及

び

朱

印

記

「

蕘

圃

／

手

校

」

が

あ

る

。 

 （

二

）

上

図

黄

校

本

の

抄

写

時

間 

 

上

図

黄

校

本

を

調

査

す

る

と

、

清

聖

祖

玄

燁

、

高

宗

弘

曆

、

仁

宗

顒

琰

三

人

の

諱

を

避

け

て

闕

画

・

改

字

と

し

て

い

る

の

が

わ

か

る

（

例

え

ば

「

河

中

西

巌

竜

」

の

「

釋

玄

然

」

の

玄

、
「

茅

君

山

隠

士

」

の

「

復

問

歳

暦

」

の

「

暦

」
、
「

巌

州

女

子

」

の

「

琰

」

字

な

ど

）
。
そ

の

一

方

、
清

宣

宗

の

諱

の

寧

を

避

け

て

い

な

い

。
こ

こ

か

ら

、
そ

の

鈔

本

の

抄

写

時

期

は

清

仁

宗

が

在

世

し

た

嘉

慶

年

間
（

一

七

九

六

～

一

八

二

〇

）

と

推

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

黄

丕

烈

も

嘉

慶

年

間

に

活

躍

し

た

の

で

、

嘉

慶

年

間

に

書

写

し

た

こ

の

鈔

本

は

黄

丕

烈

の

所

蔵

し

た

、

比

較

的

古

い

「

旧

鈔

本

」

の

原

本

そ

の

も

の

で

は

な

い

こ

と

が

わ

か

る

。

ま

た

上

図

黄

校

本

の

『

夷

堅

志

支

癸

志

』

巻

十

の

尾

題

の

後

に

次

の

よ

う

な

黄

丕

烈

の

跋

文

が

一

つ

あ

る

が

、

こ

れ

は

商

務

本

に

収

録

さ

れ

て

い

な

い

。 

 

余

喜

蓄

宋

刻

、

間

收

旧

鈔

。
（

略

）

適

郡

中

有

訪

及

洪

氏

著

述

者

、

遂

輟

贈

之

、

此

事

已

越

三

載

矣

、

後

知

余

尚

有

鈔

本

夷

堅 

支

并

三

志

合

併

本

在

、

又

央

友

購

之

、

余

亦

允

其

請

。
（

略

）

乙

亥

孟

夏 

復

翁 

印 

 

私

は

宋

刻

本

を

収

蔵

す

る

こ

と

を

好

む

。
た

ま

に

旧

鈔

本

を

収

蔵

す

る

。
（

略

）
ち

ょ

う

ど

郡

の

中

に

洪

氏
（

即

ち

洪

邁

）
の

著 
 

 

述

を

求

め

る

者

が

い

る

。

そ

こ

で

（

鈔

本

）

を

彼

に

贈

っ

た

。
こ

の

こ

と

は

す

で

に

三

年

を

越

え

、
（

こ

の

人

が

）

の

ち

に

私

が 

更

に

『

夷

堅

支

志

』

と

『

三

志

』

の

合

併

す

る

鈔

本

を

持

っ

て

い

る

こ

と

を

知

っ

て

、

ま

た

友

人

を

頼

ん

で

こ

れ

を

購

入

し

よ 

http://baike.baidu.com/view/113243.htm
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う

と

し

た

。

私

は

ま

た

彼

の

願

い

を

認

め

る

。
（

略

）

乙

亥

孟

夏 

復

翁 

印 

 

要

約

す

れ

ば

、
黄

丕

烈

は

嘉

慶

二

十

年
（

乙

亥

、
一

八

一

五

）
頃

に

、
所

蔵

の

一

百

巻

旧

鈔

本

を

同

郡

の

あ

る

人

に

寄

贈

し

て

、
そ

の

過

程

を

上

図

黄

校

本

に

記

録

し

て

い

た

。

こ

の

記

述

に

よ

る

と

、

上

図

黄

校

本

の

抄

写

時

代

は

言

う

ま

で

も

な

く

旧

鈔

本

原

本

の

転

送

前

、
即

ち

嘉

慶

二

十

年
（

一

八

一

五

）
の

前

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。
あ

わ

せ

て

避

諱

に

よ

る

と

、
そ

の

鈔

本

は

嘉

慶

元

年
（

一

七

九

六

）
～

嘉

慶

二

十

年
（

一

八

一

五

年

）
頃
（

即

ち

黄

丕

烈

が

三

十

四

歳

～

五

十

二

歳

）
に

書

写

し

た

も

の

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

（

三

）

校

語

か

ら

見

た

上

図

黄

校

本

の

性

格 

  

そ

れ

で

は

、

一

体

上

図

黄

校

本

は

黄

丕

烈

蔵

旧

鈔

本

の

原

本

と

ど

の

よ

う

な

関

係

を

持

つ

の

だ

ろ

う

か

。

黄

丕

烈

が

上

図

黄

校

本

の

『

夷

堅

志

支

景

志

』

巻

十

の

尾

題

の

下

に

、 

 

是

書

原

本

向

多

誤

字

、

聊

從

時

刻

參

校

、

錄

時

遵

改

、

已

與

原

本

大

不

同

、

錄

誤

者

正

之

。 

復

翁 

 

こ

の

書

の

原

本

は

元

々

誤

字

が

多

い

の

で

、

時

刻

本

に

よ

り

校

訂

し

て

、

抄

録

す

る

時

に

改

め

た

。

そ

の

た

め

す

で

に

原

本

と 

大

い

に

異

な

る

。

誤

っ

て

録

し

た

と

こ

ろ

を

正

し

た

。

復

翁

（

黄

丕

烈

の

号

） 

 

と

い

う

校

語

を

記

し

て

お

り

、

即

ち

こ

の

鈔

本

は

旧

鈔

本

の

原

本

で

は

な

く

、

旧

鈔

本

に

基

づ

い

て

新

た

に

鈔

録

し

た

も

の

だ

と

い

う

こ

と

が

わ

か

る

。

こ

れ

は

鈔

本

の

書

写

時

間

に

も

合

致

し

て

い

る

。

旧

鈔

本

そ

の

も

の

は

亡

佚

し

た

が

、

こ

こ

に

唯

一

そ

の

旧

鈔

本

の

姿

が

保

存

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。 
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（

四

）

上

図

黄

校

本

の

校

語

か

ら

見

た

「

宋

本

」
、
「

時

刻

本

」 

  

次

に

、
黄

丕

烈

の

跋

文

と

校

語

に

お

い

て

、
よ

く

見

ら

れ

る

校

本

と

し

て

の
「

時

刻

本

」
（

ま

た

は
「

近

刻

」
）
と
「

宋

本

」
に

つ

い

て

考

察

を

加

え

た

い

。 

 

歴

代

の

書

目

か

ら

見

れ

ば

、
黄

丕

烈

の

生

前

に

存

在

し

て

い

た
『

夷

堅

志

』
後

十

志

の

刻

本

は

二

つ

あ

り

、
即

ち
（

一

）
明

萬

暦

年

間

の

呂

胤

昌

訂

、

唐

晟

刻

本

（

以

下

、

明

刻

本

と

称

す

）
（

二

）

清

乾

隆

四

十

三

年

周

棨

刊

行

の

耕

煙

草

堂

本

（

以

下

、

草

堂

本

と

称

す

）

で

あ

る

。

そ

の

二

つ

の

刻

本

と

上

図

黄

校

本

の

関

係

に

つ

い

て

、

張

祝

平

氏

の
「
『

夷

堅

志

』

的

版

本

研

究

」
（
『

古

籍

整

理

研

究

学

刊

』
、

二

〇

〇

三

年

第

二

期

）

に

は

、

以

下

の

よ

う

に

結

論

付

け

て

い

る

。 

 

清

乾

隆

四

十

三

年

周

棨

耕

煙

草

堂

本

『

夷

堅

志

』

二

十

卷

、

實

即

據

萬

曆

唐

晟

本

和

黄

丕

烈

影

宋

鈔

本

所

刻

。 

 

即

ち

、

清

乾

隆

四

十

三

年

の

草

堂

本

の

祖

本

は

上

図

黄

校

本

と

萬

曆

本

で

あ

る

と

し

、

そ

の

理

由

は

、

張

祝

平

氏

が

上

図

黄

校

本

に

つ

い

て

草

堂

本

と

明

刻

本

の

目

次

を

照

ら

し

合

わ

せ

た

結

果

、

草

堂

本

は

明

刻

本

、

上

図

黄

校

本

よ

り

い

く

つ

か

の

小

説

が

欠

け

て

い

る

と

考

え

た

か

ら

で

あ

る

。 

 

し

か

し

な

が

ら

、
前

章

で

の

考

証

の

よ

う

に

、
避

諱

に

よ

る

と

上

図

黄

校

本

の

抄

写

時

期

は

嘉

慶

時

期
（

一

七

九

六

～

一

八

二

〇

）

で

あ

り

、

上

図

黄

校

本

が

そ

の

二

十

年

前

の

乾

隆

四

十

三

（

一

七

七

八

）

に

出

版

さ

れ

た

草

堂

本

の

底

本

で

あ

っ

た

こ

と

は

あ

り

え

な

い

。

で

は

、

一

体

そ

の

「

時

刻

」

と

は

い

つ

の

こ

と

を

指

す

の

で

あ

ろ

う

か

。

黄

丕

烈

が

上

図

黄

校

本

の

跋

文

に

、 

 

毎

見

近

時

坊

刻

称

『

夷

堅

志

』

者

、

大

都

發

源

於

是

（

旧

鈔

本

を

指

す

）
、

而

面

目

又

異

矣

。 
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最

近

の

書

坊

が

刊

刻

し

て

『

夷

堅

志

』

と

称

す

る

も

の

は

、

大

体

そ

の

源

流

は

こ

れ

（

旧

鈔

本

）

で

あ

る

が

、
（

旧

鈔

本

の

）
姿 

と

は

ま

た

異

な

る

。 

 と

記

述

し

て
「

近

刻

」
に

言

及

し

て

い

る

が

、
詳

し

く

述

べ

て

い

な

い

。
し

か

る

に

、
そ

の
「

時

刻

」
、
「

近

刻

」
本

に

関

連

す

る

校

語

を

仔

細

に

吟

味

す

れ

ば

、

張

祝

平

氏

の

結

論

と

は

異

な

り

、

黄

丕

烈

が

利

用

し

た

「

時

刻

」

本

は

そ

の

数

年

前

に

刊

行

さ

れ

た

草

堂

本

な

の

で

あ

る

。
以

下

、
中

国

国

家

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

清

陳

乃

乾

校

訂

草

堂

本
（
１
１
）
、
内

閣

文

庫

蔵

萬

暦

唐

晟

刻

本
（

紅

葉

山

文

庫

旧

蔵

）

を

利

用

し

て

、

そ

の

問

題

を

明

ら

か

に

し

た

い

。 

上

図

黄

校

本

の

『

支

景

』

巻

十

「

劉

之

翰

」

の

末

尾

に

、 

 

原

失

半

葉

二

行

、

従

時

刻

補

。 

元

々

は

半

葉

と

二

行

を

失

っ

て

お

り

、

時

刻

本

よ

り

補

っ

た

。 

 

と

い

う

校

語

が

あ

る

。

こ

の

半

葉

と

二

行

に

は

、
「

向

友

正

」

の

小

説

の

末

尾

一

行

と

「

劉

之

翰

」

の

全

文

が

あ

り

、

そ

れ

ら

を

「

時

刻

」

か

ら

補

刻

し

た

と

い

う

こ

と

が

わ

か

る

。

そ

れ

を

草

堂

本

と

明

刻

本

に

照

ら

し

合

わ

せ

る

と

、

以

下

の

よ

う

な

異

同

が

あ

る

。 

  
 

    

明  

刻  

本  

草

堂

本  

時

刻

本  

翹 （12） 

首  

撫  

長  

松  

矯

首

撫

長

松  

矯

首

撫

長

松  

自   

唱  

采  

蓮  

新  

曲  

自

唱

采

芝  

新

曲  

自

唱

采

芝  

新

曲  
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こ

こ

か

ら

、
「

時

刻

」
の

テ

キ

ス

ト

は

明

刻

本

と

は

違

い

、
草

堂

本

と

一

致

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。
さ

ら

に

草

堂

本

が

明

刻

本

と

上

図

黄

校

本

と

最

も

大

き

く

違

う

の

は

、
そ

の
『

夷

堅

志

支

戊

志

』
巻

九

に
「

同

州

白

蛇

」
篇

以

下

の

十

八

篇

小

説

が

あ

る

こ

と

で

、

そ

れ

ら

は

明

刻

本

と

上

図

黄

校

本

と

も

に

存

在

し

て

い

な

い
（

１

３

）

。

そ

の

異

同

は

次

の

通

り

で

あ

る

。 

  

各

本

の

『

夷

堅

志

支

戊

志

』

巻

九

の

構

成 

              

明 刻 本  上 図 黄 校 本  草 堂 本  

同 州 白 蛇  

蔡 京 孫 婦  

海 鹽 巨 鰍  

董 漢 州 孫 女  

嘉 州 江 中 鏡  

黄 師 憲 嘉 兆  

胡 邦 衡 詩 讖  

雷 斧  

同 州 白 蛇  

蔡 京 孫 婦  

海 鹽 巨 鰍  

董 漢 州 孫 女  

嘉 州 江 中 鏡  

黄 師 憲 嘉 兆  

胡 邦 衡 詩 讖  

雷 斧  

同 州 白 蛇  

安 氏 冤  

蔡 州 禳 災  

謝 侍 御 屋  

陸 氏 負 約  

蚌 中 觀 音  

衡 山 民  

蔡 州 小 道 人  

苦 竹 郎 君  

真 仙 堂 小 兒  

赤 松 觀 丹  

任 迥 春 遊  

劉 崇 班  

異 僧 符  

蒙 僧 首  

郭 權 入 冥  

雷 斧  

郴 圃 鯽 魚  

蟻 穴 小 亭  

花 木 異  
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一

覧

表

を

見

る

と

、
「

同

州

白

蛇

」

と

「

雷

斧

」

は

共

通

す

る

が

、

そ

れ

以

外

は

明

刻

本

と

上

図

黄

校

本

が

同

じ

で

、

草

堂

本

は

そ

れ

ら

と

全

く

違

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。

即

ち

『

夷

堅

志

支

戊

志

』

の

巻

九

の

構

成

は

（

一

）

草

堂

本

（

二

）

明

刻

本

と

上

図

黄

校

本

、

こ

の

二

種

に

分

か

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

で

は

、
所

謂
「

時

刻

」
本

は

ど

の

よ

う

な

構

成

で

あ

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。
上

図

黄

校

本
『

支

戊

』
巻

九

の
「

同

州

白

蛇

」
篇

の

下

に

、 

 

自

此

條

後

、

時

刻

所

有

諸

條

俱

不

同

、

惟

「

雷

斧

」

一

條

與

此

合

。 

 

こ

の

條

か

ら

後

は

、
時

刻

本

の

す

べ

て

の

諸

條

は
（

上

図

黄

校

本

）
と

全

く

違

う

、
た

だ
「

雷

斧

」
一

條

だ

け

は

こ

れ

と

合

致

し

て 

い

る

。 

 と

あ

り

、
こ

こ

か

ら

、
こ

の
「

時

刻

」
本

の

構

成

に

つ

い

て

の

記

述

は

、
明

刻

本

と

合

致

せ

ず

、
草

堂

本

と

一

致

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。
以

上

の

よ

う

に

、
上

図

黄

校

本

の

校

本

で

あ

る
「

時

刻

」
本

と

は

、
実

際

に

乾

隆

四

十

三

年
（

一

七

七

八

）
に

刊

行

さ

れ

た

草

堂

本

な

の

で

あ

る

。
換

言

す

れ

ば

、
嘉

慶

元

年
（

一

七

九

六

）
～

嘉

慶

二

十

年
（

一

八

一

五

年

）
頃

に

、
黄

丕

烈

が

自

分

で

所

蔵

し

た

旧

鈔

本

を

底

本

と

し

て

、

二

十

年

ほ

ど

前

に

出

版

さ

れ

た

草

堂

本

と

校

合

作

業

を

行

っ

た

、

と

推

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。 

 

次

に

「

宋

本

」

と

い

う

校

本

を

確

認

し

て

み

よ

う

。

黄

丕

烈

の

跋

文

に

よ

れ

ば

、
黄

丕

烈

所

蔵

の

宋

本

は

、
『

夷

堅

志

支

甲

志

』

の

五

巻

、『

夷

堅

志

支

壬

志

』
の

八

巻

、『

夷

堅

志

支

癸

志

』
の

八

巻

が

存

在

し

て

い

る

。
以

上

の

各

種

の

残

宋

刻

本

を

ま

と

め

る

と

、
以

下

の

通

り

で

あ

る

。 
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し

か

し

残

念

な

が

ら

、

現

在

そ

の

四

種

の

宋

本

は

い

ず

れ

も

残

っ

て

い

な

い

。

特

に

『

夷

堅

志

支

壬

志

』

は

旧

鈔

本

に

も

現

在

の

諸

本

に

も

残

っ

て

お

ら

ず

、

所

謂

孤

本

の

亡

佚

は

、

非

常

に

残

念

で

あ

る

。 

そ

の

一

方

、
上

図

黄

校

本

の
『

夷

堅

志

支

甲

志

』
の

五

巻

、
及

び
『

夷

堅

志

支

癸

志

』
の

八

巻

に

は

他

巻

よ

り

数

多

く

の

校

語

が

存

在

し

て

い

る

。

そ

れ

を

淡

朱

筆

と

濃

朱

筆

の

二

種

に

分

け

る

と

、

淡

朱

筆

で

記

録

さ

れ

て

い

る

の

は

、

近

刻

（

草

堂

本

）

に

よ

る

も

の

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

例

え

ば

、
『

夷

堅

志

支

癸

志

』

巻

七

の

「

蘇

文

定

夢

游

僊

」

篇

の

天

頭

に

、

黄

丕

烈

が

淡

朱

筆

で 

 

 
 

案

、

近

刻

「

神

府

」

下

接

「

堂

之

」

云

云

。 

  
 

案

ず

る

に

、

近

刻

（

時

刻

）

の

「

神

府

」

の

後

に

、
「

堂

之

」

云

々

が

あ

る

。 

 

と

記

し

て

い

る
（

１

４

）

。

そ

の

一

方

、
「

支

癸

」

巻

七

の

巻

首

に

濃

朱

筆

で

、 

 

此

段

復

校

宋

刻

、

用

朱

筆

。 

 

初

志  

乙

志  

巻一～
巻三 

支

志  

支  

甲

志  

巻一～
巻三、
巻七、
巻八 

支  

壬  

志  

巻三～
巻十 

支  

癸

志  

巻一～
巻八 
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こ

の

一

段

は

再

び

宋

刻

本

を

以

て

校

訂

し

、

朱

筆

を

用

い

る

。 

 

と

記

し

て

い

る

。

ま

た

「

蘇

文

定

夢

游

僊

」

と

い

う

小

説

に

お

い

て

は

、

上

図

本

に

は

四

百

数

十

字

の

脱

文

が

存

在

し

て

い

る

。

通 

行

本

に

お

い

て

は

、

張

元

済

が

葉

祖

栄

の

『

分

類

夷

堅

志

』

か

ら

そ

の

欠

け

て

い

る

部

分

を

補

っ

て

い

た

。

そ

の

一

方

、

黄

丕

烈

が

初

校

で

は

草

堂

本

か

ら

そ

の

欠

け
て
い
る
部
分
を
補
っ
て

、

校

語

に

、 

  
 

此

一

段

脱

文

、

據

近

刻

増

、

案

文

義

當

有

。 

  
 

こ

の

一

段

の

脱

文

は

近

刻

本

よ

り

補

っ

た

。

案

ず

る

に

、

文

義

か

ら

ま

さ

に

あ

る

べ

し

。 

 

と

い

う

よ

う

に

淡

朱

筆

で

記

載

さ

れ

て

い

る

。

更

に

、

濃

朱

筆

で

数

箇

所

を

訂

正

し

て

文

末

に

、 

  
 

続

以

宋

刻

校

此

段

、

復

正

近

刻

之

誤

、

此

可

據

矣

。 

  
 

続

い

て

宋

刻

本

を

以

て

こ

の

一

段

を

校

訂

し

て

、

近

刻

本

の

誤

り

を

正

す

、

こ

れ

は

拠

る

べ

き

で

あ

る

。 

 

と

記

し

て

い

る

。

こ

こ

か

ら

、

黄

丕

烈

が

二

回

校

合

を

し

た

こ

と

が

わ

か

る

。

一

回

目

は

、

草

堂

本

を

旧

鈔

本

と

校

合

し

、

淡

朱

筆 

の

校

語

は

そ

の

時

の

も

の

で

あ

る

。

二

回

目

は

宋

刻

本

で

校

勘

を

行

っ

て

お

り

、

濃

朱

筆

の

校

語

は

そ

の

時

期

の

も

の

で

あ

る

。

宋

本

が

亡

逸

し

て

い

る

の

で

、

こ

の

校

語

は

『

夷

堅

志

』

の

文

献

的

研

究

に

と

っ

て

極

め

て

重

要

だ

と

い

え

よ

う

。 
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四

、

上

図

黄

校

本

と

通

行

本

と

の

関

係 

 

通

行

本

の

底

本

で

あ

る

袁

伯

夔

本

の

散

逸

に

よ

り

、

上

図

黄

校

本

か

ら

袁

伯

夔

本

に

い

た

る

ま

で

に

、

ほ

か

の

傳

写

・

校

訂

が

あ

る

の

か

ど

う

か

、

我

々

が

知

る

方

法

は

な

い

。

そ

こ

で

、

上

図

黄

校

本

に

着

目

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

旧

説

に

つ

い

て

改

め

て

考

え

直

し

、

通

行

本

の

底

本

に

つ

い

て

考

察

を

加

え

た

い

。 

以

下

は

『

夷

堅

志

支

甲

志

』

巻

一

の

第

一

篇

「

張

相

公

夫

人

」

を

例

と

し

て

、

上

図

黄

校

本

の

本

文

（

旧

鈔

本

に

よ

る

）
、

黄

丕

烈

の

校

語

（

草

堂

本

と

宋

刻

本

に

よ

る

）
、

通

行

本

（

商

務

本

）

の

テ

キ

ス

ト

を

比

較

し

た

も

の

で

あ

る

。 
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こ

こ

か

ら

、
通

行

本

の

テ

キ

ス

ト

は

、
実

際

に

旧

鈔

本

を

底

本

と

し

て

黄

氏

の

校

語

を

用

い

て

校

訂

さ

れ

た

が

わ

か

る

。
そ

れ

で

は

、

ど

う

し

て

通

行

本

の

中

に

そ

の

校

語

が

全

く

見

え

ず

、

ま

た

何

の

説

明

も

な

さ

れ

て

い

な

い

の

だ

ろ

う

か

。 

 

張

元

済

は

跋

文

に

お

い

て

、
後

十

志

の

底

本

に

つ

い

て

は

、
た

だ
「

黄

丕

烈

蔵

旧

鈔

百

巻

」
と

述

べ

て

い

た

。
し

か

し

、
こ

れ

ま

で

の

考

察

に

よ

る

と

、
上

図

黄

校

本

に

保

存

さ

れ

て

い

る

旧

鈔

本

の

原

文

は

、
通

行

本

の

テ

キ

ス

ト

と

極

め

て

相

違

し

て

い

る

。
ま

た

、

上図黄校本の本文 
 

黄校語 通行本 

信馬行道一大宅 校（15）：道作到 信馬行到一大宅 

但不知為何大官宅第 校：宅第作第宅 但不知為何大官第宅
  

語人以為野憨 校：語作諸 諸人以為野憨 

相視笑觴 校：觴作侮 相視笑侮 

諸妾皆奔而散  校：脱忙 諸妾皆奔忙而散 

狐嗥烏噪  校 ： 烏 作 鴉
  

狐嗥鴉噪 
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通

行

本

の

中

に

、
張

元

済

が

引

用

し

た
「

黄

校

」（

黄

丕

烈

の

校

語

）
は

、
上

図

黄

校

本

を

調

べ

た

ら

、
そ

の

校

語

は

全

く

見

え

な

い

。

更

に

黄

丕

烈

所

蔵

宋

刻

本

と

草

堂

本

か

ら

採

録

し

た

旧

鈔

本

に

残

っ

て

い

な

い

逸

文

に

つ

い

て

は

、

張

元

済

は

信

憑

性

が

低

い

選

本

か

ら

補

っ

て

お

り

、

さ

ら

に

は

何

も

説

明

し

て

い

な

い

。

以

上

か

ら

、

張

元

済

氏

が

用

い

た

「

黄

丕

烈

旧

鈔

百

巻

」

が

上

図

黄

校

本

だ

と

い

う

可

能

性

は

低

い

と

考

え

ら

れ

る

。 

ま

た

、
上

図

黄

校

本

の
『

夷

堅

志

三

壬

志

』
巻

十

に

は

、
数

多

く

の

欠

文

が

あ

る

。
例

え

ば
「

羅

仲

寅

逢

故

兄

」
の

中

に

、
次

の

よ

う

に

七

字

の

欠

字

が

あ

る

。 

 

① 

吾

兄

已

亡

何

□

□

在

人

世 

② 

□

杯

後

両

人

各

醉 

③ 

□

寅

飲

罷

血

□

吐

不

止 

④ 

其

兄

帰

家

而

□

□

於

八

月 

 

更

に

は

、

巻

末

に

黄

丕

烈

が

以

下

の

よ

う

に

記

し

て

い

る

。 

 
 

 
 

覆

校

此

巻

、

紙

多

破

損

、

故

闕

文

独

多

。 

再

び

こ

の

巻

を

校

訂

し

、

紙

は

破

損

し

て

お

り

、

故

に

闕

文

が

特

に

多

く

あ

る

。 

 

こ

こ

か

ら

、

旧

鈔

本

の

実

物

が

紙

の

破

損

に

よ

り

、

読

め

な

い

と

こ

ろ

が

多

く

あ

っ

た

こ

と

が

わ

か

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

通

行

本

に

お

い

て

は

、

こ

れ

ら

の

闕

文

が

埋

め

ら

れ

て

い

る

が

、

こ

れ

に

つ

い

て

何

の

説

明

も

な

い

。

張

元

済

が

勝

手

に

自

分

で

校

訂

を

行
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い

欠

字

を

埋

め

た

、

と

い

う

可

能

性

が

あ

る

の

で

あ

ろ

う

か

。 

 

『

夷

堅

志

支

庚

』

巻

一

「

詹

村

狗

」
、
「

蘇

相

士

」

に

お

い

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

中

華

書

局

本

の

校

勘

記

に

次

の

よ

う

に

あ

る

。 

  
 

原

無

「

薄

」

字

、

據

周

本

補

。 

 
 

原

無

「

人

」

字

、

據

周

本

補

。 

  
 

元

々

「

薄

」

字

は

な

く

、

周

本

に

拠

り

補

う

。 

 
 

元

々

「

人

」

字

は

な

く

、

周

本

に

拠

り

補

う

。 

 

中

華

書

局

本

の

底

本

で

あ

る

商

務

本

を

調

べ

る

と

、
確

か

に

そ

の
「

薄

」
と
「

人

」
の

二

文

字

が

欠

け

て

い

る

。
し

か

し

、
上

図

黄

校

本

の

原

文

を

見

れ

ば

、
そ

の
「

薄

」
と
「

人

」
は

ど

ち

ら

も

欠

け

て

い

な

い

。
ま

た

通

行

本
『

夷

堅

志

支

甲

志

』
巻

八
「

山

陽

癡

僧

」

の

中

に

、 

  
 

如

是

累

年

、

□

卷

丹

粉

益

鮮

明

。 

 

と

あ

り

、
そ

の
「

卷

」
字

の

前

の

字

が

欠

け

て

い

る

が

、
上

図

黄

校

本

に

は
「

畫

」
と

い

う

字

が

は

っ

き

り

と

記

載

さ

れ

て

い

る

。
こ

こ

か

ら

、

張

元

済

が

用

い

た

「

黄

丕

烈

旧

鈔

百

巻

」

は

、

上

図

黄

校

本

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

が

断

定

で

き

る

。 

袁

伯

夔

本

の

亡

逸

に

よ

り

、

上

図

黄

校

本

と

張

元

済

が

用

い

た

定

本

と

の

詳

し

い

関

係

は

、

現

在

の

我

々

に

と

っ

て

、

知

る

方

法

は

な

い

。

と

こ

ろ

が

、

上

図

黄

校

本

の

中

に

残

っ

て

い

る

校

語

に

よ

り

、

通

行

本

の

テ

キ

ス

ト

に

つ

い

て

は

、

従

来

認

識

さ

れ

て

い
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た

旧

鈔

本

の

原

本

、

或

い

は

上

図

黄

校

本

に

基

づ

く

と

い

う

よ

り

、

旧

鈔

本

を

底

本

と

し

て

ほ

か

の

版

本

（

草

堂

本

と

宋

刻

本

な

ど

（

１

６

）

）
の

異

文

を

参

考

に

し

て

、
新

た

に

作

成

し

た

も

の

だ

と

言

う

こ

と

が

で

き

る

。
そ

の

校

訂

作

業

の

過

程

は

、
そ

の

ま

ま

上

図

黄

校

本

に

校

語

と

い

う

形

で

保

存

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

張

元

済

は

、

黄

丕

烈

が

校

勘

作

業

を

し

た

上

図

黄

校

本

を

見

て

い

な

い

の

で

、

袁

伯

夔

の

と

こ

ろ

か

ら

借

り

た

も

の

を

「

旧

鈔

本

」

の

原

本

と

見

な

し

て

し

ま

っ

た

。

そ

の

た

め

、

後

世

の

人

々

は

通

行

本

の

後

十

志

の

底

本

に

つ

い

て

、

極

め

て

混

乱

し

た

認

識

を

持

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。 

 

五

、

ま

と

め 

 

最

後

に

、
今

ま

で

述

べ

て

き

た

通

行

本
『

夷

堅

志

』
の

後

十

志

の

底

本

の

諸

説

を

整

理

す

れ

ば

、
次

の

一

覧

表

の

と

お

り

で

あ

る

。 

 

 

○ 

張
元
済
の
説
明 

袁
伯
夔
本
（
旧
鈔
本
の
原
本 

黄
丕
烈
の
校
語
付
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

通
行
本 
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〇 
従
来
の
認
識 

旧
鈔
本
の
原
本 

 
 
 
 
 

＝ 
袁
伯
夔
本 

 
 

 
 

 
  

 
＝ 

上
図
黄
校
本 

 
 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

通
行
本 

 

○ 

筆
者
の
考
証 

旧
鈔
本
の
原
本
（
已
佚
） 

 

宋
刻
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

耕
煙
草
堂
本 

 

上
図
黄
校
本
（
本
文
は
旧
鈔
本
に
よ
る
、
校
語
は
宋
刻
本
、
草
堂
本
の
異
文
） 

 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 

袁
伯
夔
本
（
校
語
を
参
考
し
て
新
た
に
抄
写
）（
已
佚
） 

 

 
 
 
 
 
 

  
 

 
  
 
 
   

通
行
本 
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『

夷

堅

志

』

通

行

本

の

底

本

に

つ

い

て

は

、

従

来

の

研

究

者

は

張

元

済

の

説

明

に

依

拠

し

、

安

易

に

そ

の

底

本

を

黄

丕

烈

所

蔵

旧

鈔

本

の

原

本

、

或

い

は

上

図

黄

校

本

と

見

な

し

て

し

ま

い

、

し

か

も

通

行

本

に

保

存

さ

れ

て

い

る

数

条

の

校

語

を

黄

丕

烈

の

校

勘

作

業

の

結

果

と

考

え

た

。 

 

本

章

に

お

い

て

は

、

上

海

図

書

館

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

黄

丕

烈

校

本

を

基

礎

資

料

と

し

て

、

そ

の

本

文

は

黄

丕

烈

が

旧

鈔

本

に

基

づ

い

て

新

た

に

作

成

し

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

ま

た

、

そ

の

中

に

は

宋

刻

本

・

草

堂

本

の

テ

キ

ス

ト

も

混

入

さ

れ

て

お

り

、

上

図

黄

校

本

に

残

っ

て

い

る

校

語

を

通

じ

て

、

黄

丕

烈

の

校

勘

経

緯

、

及

び

残

っ

て

い

な

い

旧

鈔

本

の

姿

、

宋

刻

本

と

の

異

文

な

ど

が

確

認

で

き

る

こ

と

を

指

摘

し

た

。

更

に

、

通

行

本

の

底

本

に

つ

い

て

は

、

上

図

黄

校

本

と

通

行

本

の

テ

キ

ス

ト

の

比

較

を

通

し

て

、

旧

説

の

旧

鈔

本

の

原

本

或

い

は

上

図

黄

校

本

に

基

づ

く

の

で

は

な

く

、

旧

鈔

本

を

底

本

と

し

て

ほ

か

の

版

本

（

草

堂

本

と

宋

刻

本

な

ど

）

の

異

文

を

参

考

に

し

て

、

新

た

に

作

成

し

た

も

の

と

結

論

づ

け

ら

れ

る

の

で

あ

る

。 

 注 （
１
） 

周

亮

工

『

書

影

』

巻

二

（

上

海

古

籍

出

版

社

、

一

九

八

一

年

）
、

第

五

二

頁

。 

（
２
） 

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』
（

中

文

出

版

社

影

印

、

一

九

七

五

）
。 

（
３
） 

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』
、

第

七

三

八

頁

。 

（
４
） 

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』
、

第

三

八

頁

。 

（
５
） 

『

新

校

輯

補

夷

堅

志

』
、

第

七

三

八

頁

。 

（
６
） 

そ

れ

ぞ

れ

『

支

甲

志

』

巻

八

「

晁

氏

蜝

異

」
、
『

支

癸

志

』

巻

三

「

柯

山

蛇

妖

」
、
『

支

癸

志

』

巻

七

「
九

座

山

杉

蘭

」
、

巻

八

「

黄

徳

昭

事

太

宗

」

に

あ

る

。 

（
７
） 

『

中

国

古

籍

総

目

・

子

部

』
（

中

華

書

局

・

上

海

古

籍

出

版

社

、

二

〇

一

〇

年

）
、

第

五

冊

、

第

二

一

六

五

頁

。 

（
８
） 

伊
原
弘
、
静
永
健
編
『
夷
堅
志
の
世
界
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
に
収
録

。 
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（
９
） 

こ

の

抄

本

は

二

〇

〇

二

年

に

『

続

修

四

庫

全

書

』

に

収

録

さ

れ

て

影

印

公

刊

さ

れ

た

が
、
影
印

時

に

脱

落

し

て

し

ま

っ

た

黄 

丕

烈

の

校

語

が

数

多

く

あ

る

の

で

、

注

意

す

べ

き

で

あ

る

。 

（
１０
） 

『

続

修

四

庫

全

書

』

の

説

明

に

よ

る

。 

（
１１
） 

中

国

国

家

図

書

館

の

中

華

古

籍

資

源

庫

デ

ー

タ

ベ

ー

ス

に

よ

る

。 

（
１２
） 

通

行

本

は

「

翹

」

と

し

て

い

る

が

、

ま

た

何

の

説

明

も

な

い

。 

（
１３
） 

そ

の

原

因

に

つ

い

て

は

、

紙

幅

の

都

合

上

、

稿

を

改

め

て

論

じ

た

い

。 

（
１４
） 

続

修

四

庫

全

書

影

印

本

に

は

そ

の

淡

朱

筆

の

校

語

は

見

え

な

い

。 

（
１５
） 

上

図

黄

校

本

の

校

語

は

、

誤

字

の

右

側

に

傍

線

を

引

き

、

更

に

天

頭

に

異

文

を

記

録

す

る

と

い

う

形

で

あ

る

が

、

こ

こ

で 

は

便

宜

上

、
「

某

作

某

」

と

し

た

。

 

（
１６
） 

上

図

黄

校

本

か

ら

通

行

本

の

底

本

（

袁

伯

夔

本

）

に

至

る

ま

で

、

ほ

か

の

版

本

と

校

合

を

行

っ

て

い

る

の

か

ど

う

か

、

例 

え

ば

、

以

上

に

述

べ

た

「

羅

仲

寅

逢

故

兄

」

の

欠

文

を

埋

め

た

こ

と

は

誰

に

よ

っ

て

行

わ

れ

た

の

か

な

ど

、

多

く

の

問

題 

が

残

さ

れ

て

い

る

が

、

今

後

の

課

題

と

し

た

い

。 
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第
五
章
『
夷
堅
志
』
と
南
宋
類
書 

  
 
 

 
 

一

、

は

じ

め

に 

 

本

章

に

お

い

て

問

お

う

と

す

る

の

は

、

従

来

の

研

究

で

い

つ

も

見

逃

さ

れ

て

い

る

南

宋

の

小

説

出

版

の

問

題

で

あ

る

。

印

刷

術

は

唐

代

中

期

に

す

で

に

発

明

さ

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

も

の

の

、

宋

代

以

前

に

お

い

て

は

、

仏

教

の

典

籍

と

儒

家

の

経

典

の

よ

う

な

書

籍

を

刊

行

す

る

た

め

に

用

い

ら

れ

る

に

と

ど

ま

っ

て

い

た

。

宋

代

に

入

る

と

、

商

業

の

発

達

に

伴

っ

て

、

長

ら

く

口

頭

、
書

写

で

伝

承

し

て

き

た

小

説

が

、
刊

行
・
出

版

の

対

象

と

な

る

。
し

か

し

な

が

ら

、
中

国

に

お

け

る

早

期

の

小

説

出

版

に

お

い

て

、

ど

う

い

う

形

で

出

版

さ

れ

た

の

か

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

、

従

来

の

研

究

に

お

い

て

は

ま

だ

詳

細

に

考

察

さ

れ

て

お

ら

ず

、
通

説

に

対

し

て

も

さ

ら

に

検

討

す

る

必

要

が

あ

る

。
例

え

ば

、
従

来

の

文

学

史

で

は

、
し

ば

し

ば

南

宋

小

説

集

『

酔

翁

談

録

』

の

「

幼

習

太

平

廣

記

」
「

夷

堅

志

無

有

不

覽

」

を

引

用

し

て

当

時

の

都

市

で

流

行

し

て

い

た

講

談

の

芸

人

が

『

太

平

広

記

』
、
『

夷

堅

志

』

を

「

必

読

書

」

と

し

て

お

り

、

小

説

の

出

版

は

講

談

に

関

係

し

て

い

る

と

言

う
（

１

）

。

し

か

し

、

当

時

の

人

々

の

言

及

す

る

『

太

平

広

記

』

や

『

夷

堅

志

』

は

現

在

の

そ

れ

と

同

じ

も

の

で

あ

ろ

う

か

。 

太

平

興

国

三

年
（

九

七

八

）
に

完

成

し

た
『

太

平

広

記

』
は

、
同

六

年
（

九

八

一

）
に

版

木

が

彫

ら

れ

た

が

、
天

聖

年

間

に

「

学

者

の

急

と

す

る

と

こ

ろ

に

非

ず

」

と

い

う

異

議

が

唱

え

ら

れ

た

た

め

、

そ

の

版

木

は

回

収

さ

れ

、

太

清

楼

に

保

管

さ

れ

る

こ

と

と

な

る

。

後

に

北

宋

で

は

わ

ず

か

な

が

ら

士

大

夫

の

間

で

流

通

し

て

い

た

が

、

西

尾

和

子

氏

の

研

究

に

よ

る

と

、

南

宋

に

至

っ

て

、

特

に

紹

興

二

十

九

年

（

一

一

五

九

）

に

行

わ

れ

た

曝

書

會

で

『

太

平

広

記

』

を

分

賜

し

た

こ

と

を

契

機

に

し

て

、

両

浙

地

域

一

帯

で

広

が

っ

て

い

る
（

２

）

。

し

か

し

、

こ

の

普

及

は

両

浙

地

域

の

「

士

大

夫

層

」

に

限

ら

れ

て

お

り

、
『

酔

翁

談

録

』
に

述

べ

る

よ

う

に

、
民

間

芸

人

が
「

幼

い

こ

ろ

か

ら

太

平

廣

記

を

習

う

」
と

い

う

こ

と

は

い

さ

さ

か

考

え

づ

ら

い

と

https://kotobank.jp/word/%E8%AC%9B%E8%AB%87-62698
https://kotobank.jp/word/%E8%AC%9B%E8%AB%87-62698
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こ

ろ

が

あ

る

。

特

に

『

太

平

広

記

』

は

五

百

巻

、

七

千

条

の

小

説

が

採

録

さ

れ

て

お

り

、

現

在

で

も

膨

大

な

大

著

で

あ

る

の

で

、

当

時

そ

の

足

本

が

民

間

で

流

伝

し

た

可

能

性

は

低

い

で

あ

ろ

う

。

そ

の

一

方

、

前

章

で

考

察

し

た

よ

う

に

、
『

夷

堅

志

』

は

巻

帙

の

浩

瀚

さ

と

編

纂

時

期

の

分

散

に

よ

り

、
宋

代

に

お

い

て

は

一

括

上

梓

さ

れ

る

こ

と

が

な

か

っ

た

。
南

宋

時

代

に
『

夷

堅

志

』
の

全

本

を

そ

の

現

物

に

即

し

て

言

及

す

る

も

の

は

極

め

て

少

な

く

、
当

時

、
世

間

で

流

伝

し

た

の

は

た

だ

四

、
五

巻

の

刊

本

で

あ

る

。
『

宋

史

』
芸

文

志

に

よ

れ

ば

、
朝

廷

蔵

書

に

数

種

の

残

本

が

認

め

ら

れ

る

だ

け

で

あ

る

。
そ

の

た

め

、
宋

末

、

元

代

の

普

通

の

人

々

に

と

っ

て

、
『

夷

堅

志

』
の

足

本

が

本

来

ど

れ

ぐ

ら

い

存

在

し

て

い

た

の

か

に

つ

い

て

す

ら

、
知

る

す

べ

は

な

か

っ

た

。
第

三

章

で

考

察

し

た

よ

う

に

、
数

巻

の

み

の

選

本

、
或

い

は

某

志

を
『

夷

堅

志

』
の

全

体

と

見

做

し

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

し

か

も

、
『

夷

堅

志

』

の

よ

う

な

巻

数

が

厖

大

な

書

物

は

、

一

般

の

読

者

に

と

っ

て

は

入

手

が

困

難

で

あ

っ

た

。

従

っ

て

宋

元

時

代

に

は
『

夷

堅

志

』
か

ら

選

別

し

、
さ

ら

に

分

類

を

施

し

た
『

夷

堅

志

』
の

選

本

が

世

間

に

流

通

し

て

い

た

。

こ

の

よ

う

な

選

本

こ

そ

当

時

の

人

々

に

と

っ

て

の

『

夷

堅

志

』

だ

っ

た

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

南

宋

時

代

の

小

説

出

版

の

重

要

な

現

象

と

も

言

え

、

現

在

ま

で

残

っ

て

い

る

小

説

集

は

こ

の

形

が

圧

倒

的

多

数

を

占

め

て

い

る

。

例

え

ば

、

分

類

し

た

小

説

集

『

酔

翁

談

録

』
、
『

新

編

分

類

夷

堅

志

』
、
『

類

説

』
、

そ

の

他

、

宋

代

に

出

版

さ

れ

た

善

書

、

及

び

医

学

類

書

に

も

、

膨

大

な

小

説

が

保

存

さ

れ

て

お

り

、
特

に

東

洋

文

庫

に

保

存

さ

れ

て

い

る

宋

刊

本
『

楽

善

録

』
、
台

湾

国

立

故

宮

博

物

院

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

宋

刊

本
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
は

志

怪

小

説

集

と

見

な

す

こ

と

が

で

き

る

。
通

行

本
『

夷

堅

志

』
の

中

で

、
張

元

済

に

よ

っ

て
『

新

編

分

類

夷

堅

志

』
、
『

名

医

類

案

』
な

ど

類

書

か

ら

輯

佚

さ

れ

た

も

の

は

、
二

十

七

巻

あ

る

。
し

か

し

な

が

ら

、
張

元

済

は

宋

代

の

重

要

な

類

書

で

あ

る
『

医

説

』
、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
を

見

逃

し

て

お

り

、
か

え

っ

て

明

代

に

編

纂

さ

れ

た
『

名

医

類

案

』

の

よ

う

な

二

次

史

料

を

利

用

し

た

の

で

、

そ

の

史

料

面

に

お

い

て

は

依

然

と

し

て

考

察

す

る

余

地

が

残

っ

て

い

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

そ

の

ほ

か

、
『

夷

堅

志

』

の

早

期

出

版

の

状

況

、

特

に

『

夷

堅

志

』

前

四

志

以

外

の

各

志

の

出

版

状

況

に

つ

い

て

は

長

ら

く

不

明

の

ま

ま

で

あ

っ

た

。

本

章

は

南

宋

に

編

纂

さ

れ

た

『

夷

堅

志

』

の

分

類

選

本
（

３

）

と

『

夷

堅

志

』

を
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引

用

し

た

南

宋

類

書

、
と

い

う

二

側

面

か

ら

そ

の

伝

承

関

係

、
引

用

来

源

な

ど

を

明

ら

か

に

し

、
当

時

の
『

夷

堅

志

』
各

志

の

出

版

状

況

を

考

察

し

た

い

。 

 

二

、

南

宋

の

『

夷

堅

志

』

分

類

選

本

に

つ

い

て 

 

現

在

知

ら

れ

る

南

宋

の

『

夷

堅

志

』

分

類

選

本

に

は

、

次

の

四

種

が

あ

る

。 

 

（

１

）

何

異

分

類

本

十

卷 

（

２

）

陳

曄
（

４

）

『

夷

堅

志

類

編

』

三

卷

（

３

）

葉

祖

榮

『

新

編

分

類

夷

堅

志

』

五

十

一

卷 

（

４

）

古

杭

本 

 現

存

す

る

の

は

（

３

）
『

新

編

分

類

夷

堅

志

』
（

以

下

、
『

分

類

夷

堅

志

』

と

称

す

）

の

明

刻

本

の

み

で

あ

る

。

以

下

は

ま

ず

こ

の

本

に

関

す

る

問

題

点

に

つ

い

て

考

察

し

て

お

き

た

い

。 

 ①

『

分

類

夷

堅

志

』 

 

『

分

類

夷

堅

志

』

の

明

刻

本

は

日

本

の

内

閣

文

庫

（

二

部

、

一

部

は

紅

葉

山

文

庫

舊

藏

、

一

部

は

林

羅

山

舊

藏

）
、

静

嘉

堂

文

庫

、

京

都

大

学

近

衛

文

庫

、

中

国

の

国

家

図

書

館

、

上

海

図

書

館

な

ど

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

。
『

分

類

夷

堅

志

』

は

南

宋

の
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葉

祖

榮

に

よ

っ

て

編

纂

さ

れ

て

お

り

、
明

代

に

至

っ

て

洪

楩
（

洪

邁

の

兄

で

あ

る

洪

遵

の

子

孫

と

い

う
（
５
）
）
の

私

人

書

坊
「

清

平

山

堂

」
で

刊

刻

し

た

も

の

で

あ

る

。
甲

集

か

ら

癸

集

ま

で

全

十

集

で

、『

夷

堅

志

』
か

ら

六

百

四

十

余

篇

の

小

説

を

選

択

し

、

三

十

六

の

「

門

」
、

百

を

超

す

「

類

」

に

分

類

さ

れ

て

い

る
（

６

）

。

そ

の

う

ち

の

二

七

七

篇

の

小

説

は

現

存

す

る

十

四

志

に

存

せ

ず

、
張

元

済

に

よ

っ

て

ま

と

め

ら

れ

て

商

務

本
『

夷

堅

志

』
の
『

夷

堅

志

補

』
二

十

五

巻

と

な

っ

た

。
ま

た

大

塚

秀

高

氏

の

研

究
（

７

）

に

よ

る

と

、
『

夷

堅

志

補

』

に

収

め

ら

れ

な

か

っ

た

篇

、

す

な

わ

ち

現

存

す

る

十

四

志
（

初

編

の

前

四

志

、

支

志

の

七

志

、

三

編

の

三

志

）

の

い

ず

れ

か

に

見

え

る

篇

の

分

布

状

況

は

以

下

の

通

り

で

あ

る

。 

 

各

志

二

十

巻

か

ら

な

る

初

編

に

つ

い

て

は

そ

れ

ぞ

れ

二

割

も

し

く

は

そ

れ

以

上

の

条

が

採

ら

れ

、
二

編

に

相

当

す

る

支

志

か

ら

は

一

割

強

が

採

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

る

。
こ

れ

に

対

し

、
三

編

に

あ

た

る

三

志

の

場

合

、
現

存

す

る

三

志

に

限

っ

て

で

は

あ

る

が

、

全

く

そ

の

条

が

採

ら

れ

て

い

な

い

の

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん

『

新

編

分

類

夷

堅

志

』

が

『

夷

堅

志

』

三

十

二

志

の

す

べ

て

か

ら

均

等

あ

る

い

は

満

遍

な

く

そ

の

条

を

採

っ

た

と

す

る

保

証

は

な

い

の

だ

が

、『

新

編

分

類

夷

堅

志

』

が

編

纂

さ

れ

た

当

時

、

三

志

以

下

は

存

在

し

て

い

な

か

っ

た

可

能

性

が

高

い

の

で

は

あ

る

ま

い

か

。 

 以

下

は

大

塚

秀

高

氏

が

統

計

し

た

現

存

す

る
『

夷

堅

志

』
十

四

志

収

録

条

と

こ

れ

に

対

応

す

る
『

分

類

夷

堅

志

』
収

録

条

の

一

覧

表

で

あ

る

。 
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表

一 

            

 

『

夷

堅

志

』

三

十

二

志

の

う

ち

、

十

四

志

の

み

が

存

し

た

の

で

、
『

分

類

夷

堅

志

』

所

収

の

小

説

は

二

つ

に

分

か

れ

た

。

即

ち

現

存

す

る

十

四

志

に

対

応

す

る

篇

に

つ

い

て

そ

の

来

源

を

特

定

で

き

た

が

、

存

在

し

な

い

篇

に

つ

い

て

は

来

源

不

明

の

ま

ま

張

元

済

に

よ

っ

て
『

夷

堅

志

補

』
二

十

五

巻

と

し

て

ま

と

め

ら

れ

た

。
こ

の

出

処

が

判

明

不

可

能

な

小

説

は

二

七

七

篇

あ

り

、

こ

の

来

源

に

つ

い

て

、

大

塚

氏

は

以

下

の

よ

う

に

推

測

し

た

。 

  
 

こ

の

場

合

、

初

編

の

残

る

六

志

分

の

う

ち

い

ず

れ

か

五

志

分

が

残

っ

て

い

た

か

、

二

編

の

残

る

三

志

分

と

初

編

の

い

ず

れ

か

四

志

分

が

残

っ

て

い

れ

ば

辻

褄

が

合

う

こ

と

に

な

ろ

う

（

も

ち

ろ

ん

こ

れ

は

机

上

の

計

算

に

過

ぎ

な

い

の

だ

が

）
。 

 

甲  3 1 8－ 1 0 0  

乙  2 5 6－ 5 3  

丙  2 6 4－ 5 3  

丁  2 8 7－ 6 2  

支 甲  1 3 7－ 1 7  

支 乙  1 3 1－ 1 5  

支 景  1 4 6－ 1 6  

支 丁  1 3 2― 1 1  

支 戊  1 1 9－ 1 3  

支 庚  1 2 5－ 1 4  

支 癸  1 1 6― 1 1  

三 己  1 2 5－ 0  

三 辛  1 2 8－ 0  

三 壬  1 1 9－ 0  
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こ

の

所

論

は
『

分

類

夷

堅

志

』
の

来

源

及

び

編

纂

時

間

問

題

に

つ

い

て

、
非

常

に

説

得

力

が

あ

る

。
以

下

は

、
こ

の

所

論

を

踏

ま

え

て

、

ほ

か

の

書

の

記

録

及

び

事

件

の

発

生

時

間

を

手

が

か

り

と

し

て

、

こ

の

問

題

に

つ

い

て

考

え

た

い

。
（

な

お

、

現

存

す

る

十

四

志

に

存

在

し

な

い

篇

、

即

ち

出

処

不

明

の

二

七

七

篇

の

小

説

は

張

元

済

に

よ

っ

て

通

行

本

の

『

夷

堅

志

補

』

と

し

て

編

纂

さ

れ

た

の

で

、

便

宜

上

こ

の

『

夷

堅

志

補

』

を

利

用

し

た

い

。
） 

 

『

夷

堅

志

補

』
巻

二

十

四
「

隆

報

寺

」
と

い

う

小

説

は

、
宋

代

の

医

学

類

書
『

医

説

』
巻

三

に

も

収

録

さ

れ

て

お

り

、
そ

の

末

尾

に

「

己

志

」

と

記

さ

れ

る

。

こ

こ

か

ら

、

こ

の

小

説

は

元

々

『

夷

堅

志

己

志

』
（

已

佚

）

に

属

す

る

こ

と

が

わ

か

る

。

ま

た
『

夷

堅

志

補

』
巻

十

八

の
「

真

州

病

人

」
、
巻

十

二

の
「

傅

道

人

」（
８

）

は

共

に
『

医

説

』
巻

三

に

収

録

さ

れ

て

お

り

、
別

々

に

「

庚

志

」
、
「

辛

志

」

と

記

載

さ

れ

る

。

更

に

、
『

夷

堅

志

補

』

巻

九

「

徐

汪

二

僕

」

は

南

宋

の

筆

記

『

賓

退

録

』

巻

五

に

、

『

夷

堅

志

補

』
巻

一
「

程

烈

女

」
は

南

宋

時

代

の
『

舆

地

紀

勝

』
に

収

録

さ

れ

て

お

り

、
別

々

に
「

戊

志

」
と
「

癸

志

」
と

記

さ

れ

る

。
以

上

の
『

医

説

』
、
『

賓

退

録

』
、
『

舆

地

紀

勝

』
は

、
い

ず

れ

も

南

宋

中

期

に

成

立

し

た

の

で

、
当

時

に

出

版

さ

れ

た

ば

か

り

の

『

夷

堅

志

』

の

初

編

で

あ

る

『

夷

堅

志

初

志

』

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

れ

ら

に

よ

っ

て

、
『

分

類

夷

堅

志

』

の

小

説

の

来

源

、

特

に

編

纂

さ

れ

た

当

時

、
『

夷

堅

志

初

志

』

の

十

志

が

ど

れ

く

ら

い

完

成

し

、

ま

た

採

録

さ

れ

た

か

、

と

い

う

問

題

が

明

ら

か

に

な

る

。
そ

の

一

方

、
二

編

と

三

編

で

あ

る
『

夷

堅

志

支

志

』
、
『

夷

堅

志

三

志

』
の

方

は

、
ど

の

よ

う

な

状

態

で

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。
『

夷

堅

志

支

癸

志

』

巻

三

「

鬼

国

続

記

」

の

冒

頭

に

、

以

下

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 

支

壬

載

鬼

国

母

之

異

、

復

得

一

事

（

略

） 

 

支

壬

に

は

鬼

国

母

の

異

聞

を

載

せ

て

い

る

が

、
（

こ

の

た

び

）

再

び

一

つ

の

出

来

事

を

得

た

。 
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こ

こ

か

ら

、
現

在
『

夷

堅

志

補

』
巻

二

十

一

に

あ

る
「

鬼

国

母

」
と

い

う

小

説

は

、
元

々
『

夷

堅

志

支

壬

志

』
に

属

し

た

こ

と

が

わ

か

る

。 
現

存

す

る

史

料

か

ら

明

確

に

判

断

で

き

る

の

は

、

以

上

の

一

例

し

か

な

い

。
し

か

し

な

が

ら

、
『

夷

堅

志

補

』

の

二

七

七

篇

の

小

説

を

仔

細

に

吟

味

す

れ

ば

、

小

説

の

発

生

時

間

を

利

用

し

て

考

察

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

一

章

に

述

べ

た

よ

う

に

、

『

夷

堅

志

支

志

』

に

は

そ

の

年

に

起

こ

っ

た

出

来

事

、

時

に

は

先

月

発

生

し

た

ば

か

り

の

奇

異

な

事

件

が

掲

載

さ

れ

、

特

に

慶

元

二

年

三

月

以

後

は

、

編

纂

に

ほ

と

ん

ど

三

、

四

ヶ

月

と

い

う

極

め

て

短

い

時

間

し

か

要

さ

な

か

っ

た

。

筆

者

の

考

察

に

よ

る

と

、
『

夷

堅

志

補

』

の

小

説

の

中

で

、

最

も

遅

い

年

月

は

「

鄱

陽

雷

震

」

の

「

慶

元

三

年

六

月

二

十

二

日

晩

」

で

あ

る

。

洪

邁

の

故

郷

で

あ

る

鄱

陽

で

、

当

地

の

悪

事

を

働

く

人

々

に

天

罰

が

下

さ

れ

る

（

強

い

落

雷

）

と

い

う

噂

で

あ

る

。

ま

た

第

二

編

で

あ

る

『

夷

堅

志

支

志

』

の

中

で

最

後

に

完

成

さ

れ

た

『

夷

堅

志

支

癸

志

』

は

慶

元

三

年

五

月

十

四

日

に

完

成

し

た

の

で
（

９

）

、

そ

の

小

説

は

本

来

『

夷

堅

志

』

の

三

編

で

あ

る

『

夷

堅

志

三

志

』

に

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。

そ

の

ほ

か

、
『

夷

堅

志

補

』

巻

十

二

「

蓑

衣

先

生

」

に

「

慶

元

三

年

五

月

二

十

二

日

」
、

巻

十

一

「

黄

鐵

匠

女

」

に

「

慶

元

三

年

春

…

又

数

月

」

と

の

年

代

が

見

え

る

。
こ

れ

に

よ

り

、
こ

の

二

作

品

は

共

に

三

編

で

あ

る
『

夷

堅

志

三

志

』
か

ら

採

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。
こ

れ

は

大

塚

氏

の

推

測

と

い

さ

さ

か

違

う

が

、

慶

元

三

年

六

月

以

後

の

年

月

が

全

く

み

え

ず

、

ま

た

、

大

塚

氏

の

考

察

に

よ

り

『

夷

堅

志

三

志

己

』
、『

夷

堅

志

三

志

辛

』
、『

夷

堅

志

三

志

壬

』
な

ど

成

書

の

遅

い

三

志

は

、『

分

類

夷

堅

志

』
に

な

い
（

表

一

を

参

照

）
の

で

、

『

分

類

夷

堅

志

』

に

収

め

ら

れ

た

『

夷

堅

志

三

志

』

は

、
『

夷

堅

志

三

志

』

の

前

数

志

（
『

夷

堅

志

三

甲

志

』
、
『

夷

堅

志

三

乙

志

』
）

と

判

断

し

て

よ

い

だ

ろ

う

。 

以

上

の

考

察

の

結

果

を

ま

と

め

る

と

、
現

在

確

認

で

き

る
『

分

類

夷

堅

志

』
に

引

用

さ

れ

た

小

説

の

来

源

は

、
以

下

の

通

り

で

あ

る

。 
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表

二 

       

②

古

杭

本

に

つ

い

て 

 

第

三

章

に

述

べ

た

よ

う

に

、
古

杭

本

は
『

夷

堅

三

志

』
刊

行

後
（

一

一

九

八

年

以

降

）
に

出

版

さ

れ

た

初

志

・
支

志
・

三

志

の

選

本

で

あ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

沈

天

佑

が

閩

本

を

修

補

し

た

際

に

、

そ

の

小

説

が

本

来

ど

こ

に

由

来

す

る

か

を

知

ら

な

か

っ

た

の

で

、
他

志

の

小

説

を

前

四

志

に

混

入

し

て

し

ま

う

と

い

う

問

題

を

引

き

起

こ

し

た

。
で

は

、
古

杭

本

は
（

１

）
何

異

分

類

本

十

卷

（

２

）

陳

曄

分

類

本

三

卷

（

３

）
『

分

類

夷

堅

志

』

の

う

ち

い

ず

れ

か

で

あ

る

可

能

性

は

あ

る

の

で

あ

ろ

う

か

。 

『

分

類

夷

堅

志

』
は

十

志

に

分

け

ら

れ

て

い

る

が

、
古

杭

本

に

収

録

さ

れ

た

小

説

と

比

較

す

る

と

、
多

く

の

異

同

が

あ

る

。

例

え

ば

、

表

一

に

よ

る

と

、
『

分

類

夷

堅

志

』

に

は

『

夷

堅

志

三

志

己

』

に

含

ま

れ

る

小

説

は

採

録

さ

れ

て

い

な

い

。

と

こ

ろ

が

、
本

来
『

夷

堅

志

三

志

己

』
に

含

ま

れ

て

い

た

こ

と

が

判

明

し

て

い

る

小

説

が

四

篇
（
「

韓

郡

王

薦

士

」
、「

宗

立

本

小

児

」
、

「

齊

宜

哥

救

母

」
、「

周

世

亨

寫

經

」
）
、
古

杭

本

に

存

在

し

て

い

る

。
ま

た
『

分

類

夷

堅

志

』
は

六

百

余

篇

の

小

説

を

収

録

し

て

お

り

、

古

杭

本

と

一

致

し

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

古

杭

本

が

『

分

類

夷

堅

志

』

で

あ

る

可

能

性

は

小

さ

い

。 

次

に
（

１

）
何

異

分

類

本

十

卷

は

、
南

宋

の

何

異

が

自

分

の

所

藏

す

る
『

夷

堅

志

』
初

志

、
支

志

、
三

志

、
四

志

の

あ

わ

せ

て

三

百

二

十

巻

中

か

ら

（

残

り

の

一

百

巻

は

散

佚

し

た

と

思

わ

れ

る

）
、
「

詩

詞

」
「

雜

著

」
「

藥

餌

」
「

符

咒

」

に

関

す

る

内

容

初

志  

甲  

乙  

丙  

丁  

戊  

己  

庚  

辛  

癸  

支

志  

支 甲  

支 乙  

支 景  

支 丁  

支 戊  

支 庚  

支 壬  

支 癸  

三

志  

前 某 志  
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の

小

説

を

選

択

、
分

類

し

て

、
十

巻

か

ら

な

る
『

夷

堅

志

』
分

類

本

を

編

纂

し

た

も

の

で

あ

る
（

１

０

）

。
ま

た
（

２

）
陳

曄
『

夷

堅

志

類

編

』
は

、
南

宋

の

陳

曄
（

字

は

日

華

）
が
『

夷

堅

志

』
中

の
「

詩

文

」
と
「

藥

方

」
に

関

す

る

小

説

を

選

別

し

て

、
分

類

本

に

編

纂

し

た
（

１

１

）

。
ち

な

み

に

、『

夷

堅

志

支

己

志

』
巻

七

に

陳

曄

と

記

載

し

て

い

る

の

で

、
こ

こ

か

ら

陳

曄

は

洪

邁

の

知

人

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

陳

曄

分

類

本

と

何

異

分

類

本

に

共

通

す

る

類

別

は
「

詩

文

」
と
「

藥

方

」
で

あ

り

、
何

異

分

類

本

に

特

有

の

も

の

は
「

雜

著

」

「

符

咒

」
で

あ

る

。「

雜

著

」
が

具

体

的

に

ど

の

よ

う

な

内

容

の

小

説

を

収

録

し

て

い

た

か

は

不

明

だ

が

、「

符

咒

」
の

内

容

は

は

っ

き

り

し

て

い

る

。
そ

れ

は

当

時

の

人

々

が

、
僧

侶

、
道

士

、
お

よ

び

民

間

の

巫

師

に

よ

っ

て

伝

え

ら

れ

た

護

符

や

呪

文

に

よ

り

魔

除

け

を

行

い

、

病

人

を

治

療

す

る

類

の

小

説

で

あ

っ

た

。

こ

の

種

の

小

説

は

古

杭

本

中

に

非

常

に

多

い

（

例

え

ば

、

『

夷

堅

志

甲

志

』
に

補

刻

さ

れ

た
「

齊

宜

哥

救

母

」
「

周

世

亨

寫

經

」
、
『

夷

堅

志

丁

志

』
に

補

刻

さ

れ

た
「

詹

小

哥

」
な

ど

）
。

従

っ

て

、

陳

曄

分

類

本

と

古

杭

本

の

特

徴

は

一

致

し

な

い

。

以

上

の

三

つ

の

版

本

の

う

ち

、

何

異

の

編

纂

し

た

十

巻

分

類

本

の

特

徴

が

古

杭

本

と

最

も

合

致

し

て

い

る

。 

と

こ

ろ

で

、
陳

曄

分

類

本

の

原

本

は

現

在

残

っ

て

い

な

い

の

で

、
そ

の

内

容

に

つ

い

て

我

々

は

知

る

す

べ

が

な

い

。
一

方

、

南

宋

医

学

類

書
『

医

説

』
の

う

ち

の

三

十

三

篇

の

小

説

は

、
そ

の

末

尾

に
「

類

編

」
と

記

載

さ

れ

て

お

り

、
呉

佐

忻

の

論

文

が

指

摘

し

た

よ

う

に

、
こ

の
「

類

編

」
は

、
ま

さ

に

南

宋

の

陳

曄

が

編

纂

さ

れ

た
『

夷

堅

志

類

編

』
で

あ

る
（

後

節

に

詳

し

い

）
。

こ

れ

ら

小

説

の

テ

キ

ス

ト

は

南

宋

の

各

種

医

学

類

書

に

よ

っ

て

保

存

さ

れ

て

お

り

、
更

に

、
そ

の

中

に
『

夷

堅

志

』
早

期

出

版

の

情

報

が

残

っ

て

い

る

。
次

節

に

お

い

て
『

医

説

』
を

始

め

、『

夷

堅

志

』
を

残

す

南

宋

時

代

の

諸

医

学

類

書

を

考

察

し

た

い

。 

 

三

、

南

宋

の

医

学

類

書

か

ら

見

た

『

夷

堅

志

』

の

テ

キ

ス

ト 
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『

夷

堅

志

』
は

当

時

の

社

会

の

怪

異

事

を

ま

と

め

て

収

録

し

た

の

で

、
そ

の

内

容

は

風

俗

習

慣

、
鬼

神

、
咒

語

、
医

薬

の

処

方

な

ど

多

岐

に

わ

た

っ

て

い

る

。
そ

の

た

め

、
当

時

流

行

し

た

類

書

は

、
そ

の

性

質

に

よ

っ

て
『

夷

堅

志

』
の

小

説

を

採

録

し

て

い

る

。

例

え

ば

、

善

書

類

書

『

楽

善

録

』

は

、
『

夷

堅

志

』

の

よ

う

な

小

説

集

、

筆

記

な

ど

か

ら

因

果

譚

に

関

連

す

る

小

説

を

採

っ

て

い

る

。

そ

の

ほ

か

に

、

南

宋

の

医

学

類

書

は

医

者

・

医

薬

に

関

連

す

る

興

味

深

い

逸

話

等

を

内

容

別

に

出

典

も

明

示

し

て

引

用

し

て

い

る

。
こ

れ

に

は

膨

大

な
『

夷

堅

志

』
所

収

の

小

説

が

保

存

さ

れ

て

お

り

、
ま

た

引

用

や

出

典

も

明

示

さ

れ

て

い

る

の

で

、『

夷

堅

志

』
の

南

宋

時

代

の

テ

キ

ス

ト

を

考

察

す

る

際

に

、
最

も

確

実

な

資

料

と

な

る

と

い

え

る

。『

夷

堅

志

』

を

引

用

し

て

出

典

も

明

記

し

て

い

る

南

宋

の

医

学

類

書

は

、

以

下

の

四

種

が

挙

げ

ら

れ

る

。 

 

①

張

杲

著

『

医

説

』

十

巻 

②

周

守

忠

著

『

歴

代

名

医

蒙

求

』

二

巻 

③

楊

士

瀛

著

『

仁

斎

直

指

方

』

二

十

六

巻 

④

朱

佐

著

『

類

編

朱

氏

集

験

薬

方

』

十

五

巻 

 こ

の

う

ち

『

仁

斎

直

指

方

』

は

純

粋

な

薬

方

書

で

、
『

夷

堅

志

』

の

小

説

を

引

用

す

る

際

に

は

、

た

だ

薬

方

の

内

容

を

記

す

の

み

で

あ

る

の

で

、

こ

こ

で

は

論

述

し

な

い

。 

こ

こ

で

、
一

番

早

く

成

立

し

た

の

は

、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
で

あ

る

。『

歴

代

名

医

蒙

求

』
は

南

宋

時

代

の

周

守

忠

が

歴

代

の

文

献

か

ら

名

医

の

伝

記

、
奇

聞

異

事

、
薬

方

な

ど

を

採

録

し

て

編

纂

し

た

、
上

下

二

巻

か

ら

な

る

医

学

類

書

で

あ

る

。
こ

の

書

の

宋

刻

本

は

臺

灣

の

故

宮

博

物

院

に

所

蔵

さ

れ

て

お

り

、
序

文

に

よ

る

と

、
そ

の

刊

行

期

間

は

嘉

定

十

三

年(

一

二

二

〇)

で

、

洪

邁

が

な

く

な

っ

た

時

期
（

一

二

〇

二

）
と

そ

れ

ほ

ど

遠

く

な

い

の

で

、
そ

こ

に

引

用

さ

れ

た
『

夷

堅

志

』
は

非

常

に

貴

重

な
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資

料

と

な

る

。 

次

に
『

医

説

』
十

巻

は

、
南

宋

の

張

杲

が

編

纂

し

た

医

書

で

、
医

家

傳

、
医

薬

に

関

連

す

る

逸

話

な

ど

を

内

容

別

に

引

用

し

て

い

る

。
筆

者

の

統

計

に

よ

れ

ば

、
そ

の

中

に
『

夷

堅

志

』
に

属

す

る

八

十

八

条

の

小

説

を

引

用

し

て

お

り

、
そ

の

内

容

は

そ

れ

ぞ

れ

神

医

、

神

方

、

心

疾

健

忘

、

蟲

獸

咬

犬

傷

、

湯

火

金

瘡

、

食

忌

、

医

切

報

應

、

金

石

藥

之

戒

な

ど

の

類

に

属

す

る

。 

『

医

説

』
は

一

二

二

四

年

に

出

版

し

、
洪

邁

が

な

く

な

っ

た

時

期

か

ら

遠

く

な

く

、
南

宋

時

代

に

お

け

る
『

夷

堅

志

』
の

版

本

と

伝

承

の

情

報

が

保

存

さ

れ

て

い

る

。
特

に

そ

の

後

に

出

版

さ

れ

た

朱

佐

著

『

類

編

朱

氏

集

験

薬

方

』
、
明

代

の

『

名

医

類

案

』
、
『

本

草

綱

目

』

は

全

て

こ

れ

か

ら

引

用

し

て

い

る

の

で

、
『

医

説

』

に

収

録

さ

れ

た

小

説

の

来

源

、

ほ

か

の

類

書

と

の

伝

承

関

係

に

つ

い

て

は

考

察

す

る

べ

き

で

あ

る

。 

以

下

は

ま

ず
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

宋

刻

本

の

影

印

本
（

１

２

）

に

基

づ

い

て

、
そ

の

収

録

し

た
『

夷

堅

志

』
小

説

テ

キ

ス

ト

に

つ

い

て

考

察

を

加

え

た

い

。 

 

（

１

）
『

歴

代

名

医

蒙

求

』 

 

『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

中

に

は

表

三

に

示

す

よ

う

に

、
十

篇

の

小

説

が
『

夷

堅

志

』
か

ら

収

録

さ

れ

て

い

る

。
そ

の

う

ち

の

八

篇

は

現

存

す

る

十

四

志

に

収

録

さ

れ

て

い

る

が

、
二

篇

は

佚

文

で

あ

る

。
こ

の

二

篇

の

う

ち

の
「

法

程

報

愆

」
と

い

う

小

説

が
『

医

説

』
に

収

録

さ

れ

て

お

り

、
末

尾

に
「

甲

志

」
と

記

さ

れ

て

い

る

の

で

、
こ

の

小

説

は

も

と
『

夷

堅

志

甲

志

』
に

属

し

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る
（

１

３

）

。 
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表

三 

  

 
 

  
 

         

表

三

に

よ

る

と

、

出

処

不

明

の

「

劉

著

十

篇

」

を

除

く

と

、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』

に

収

録

さ

れ

た

小

説

は

全

て

初

編

の

前

四

志

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

。
そ

れ

に

対

し

て

、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
以

後

の

南

宋

の

類

書

の

収

録

範

囲

は

、
例

え

ば

、『

医

説

』
、

『

分

類

夷

堅

志

』
、

何

異

分

類

本

、

古

杭

本

の

収

録

範

囲

が

、

初

編

の

前

四

志

に

限

ら

ず

、

初

編

の

残

る

六

志

、

二

編

、

三

編

な

ど

に

拡

大

し

て

い

る

。

こ

こ

か

ら

考

え

れ

ば

、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』

を

編

集

し

た

際

に

は

、

世

間

に

流

行

し

た

『

夷

堅

志

』

の

テ

キ

ス

ト

は

、

主

に

初

編

の

前

四

志

の

某

刻

本

で

あ

る

も

の

と

考

え

ら

れ

よ

う

。 

と

こ

ろ

で

、
「

法

程

報

愆

」

は

『

分

類

夷

堅

志

』

に

も

収

録

さ

れ

、

張

元

済

に

よ

っ

て

佚

文

と

し

て

『

夷

堅

志

補

』

巻

十

八

に

収

録

さ

れ

た

。
し

か

し

な

が

ら

、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
が

引

用

し

た

テ

キ

ス

ト

を

通

行

本

、『

分

類

夷

堅

志

』
と

比

べ

る

と

、

巻 小説 原出処 

巻上 異人治疽   『丙志』巻十六異人癰疽方  

巻下 安常鍼兒 『甲志』巻十龐安常鍼 

璟知非娠 『甲志』巻八潘璟医 

張鋭兩治 『乙志』巻十張鋭医 

小郗吐津 『乙志』巻一小郗先生 

李医何功 『甲志』巻九王李二医 

與權識證 『甲志』巻二謝與權医 

法程報愆 佚文（注：『甲志』） 

劉著十篇 佚文 

張敦夢神 『丁志』巻二張敦夢医 
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文

字

異

同

と

削

除

さ

れ

た

と

こ

ろ

が

多

く

あ

る

。

以

下

は

『

歴

代

名

医

蒙

求

』

の

テ

キ

ス

ト

の

注

目

す

べ

き

三

点

を

指

摘

す

る

。 ①

「

劉

著

十

篇

」 

『

歴

代

名

医

蒙

求

』
巻

下

の
「

劉

著

十

篇

」
は

現

存

す

る

十

四

志

に

見

え

ず

、
更

に

、
中

華

書

局

本

の
『

夷

堅

志

補

』
、
『

再

補

』
、
『

三

補

』
に

も

輯

佚

さ

れ

て

い

な

い

。
こ

の

小

説

は

ま

た
『

医

説

』
巻

二

に

収

録

さ

れ

る

が

、
多

く

の

と

こ

ろ

が

削

除

さ

れ

て

い

る

。
『

歴

代

名

医

蒙

求

』

の

中

か

ら

輯

佚

さ

れ

る

べ

き

小

説

テ

キ

ス

ト

で

あ

る

と

思

わ

れ

る

。 

 

②

「

與

權

識

證

」 

こ

の

小

説

は

『

甲

志

』

巻

二

に

収

録

さ

れ

て

い

る

が

、

校

勘

す

べ

き

と

こ

ろ

は

以

下

の

二

例

で

あ

る

。 

      

 

③ 

通

行

本

の

底

本

の

破

損

に

よ

り

、
「

異

人

癰

疽

方

」
、
「

王

李

二

医

」

に

は

本

文

が

欠

け

て

い

る

と

こ

ろ

が

何

箇

所

が

あ

る

が

、
そ

れ

は
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
に

基

づ

い

て

補

充

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
そ

の

ほ

か

、
通

行

本

に

お

い

て

、
ど

れ

か

正

し

い

か

判

断

で

き

な

い

異

文

に

対

し

て

強

い

証

拠

を

提

出

し

て

い

る

。
例

え

ば

、
張

元

済

と

厳

元

照

が
『

王

李

二

医

』
の
「

李

力

詞

曰

」
に

対

し

て
「

詞

字

疑

誤

」
と

い

う

異

議

を

提

唱

し

、
葉

祖

栄
『

分

類

夷

堅

志

』
を

参

考

に

し

て
「

葉

本

作

辞

」
と

い

う

朱

、

張

二

医 

楊

公

夫

人

滕

氏 
 

通

行

本 

有

宋

、

張

二

医 

楊

公

妻

益

国

夫

人

滕

氏 

歴

代

名

医

蒙

求 
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（

１

４

）

。
し

か

し

な

が

ら

、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
を

見

れ

ば

、
ま

さ

に
「

辞

」
に

作

る

こ

と

が

わ

か

る

。
ま

た

通

行

本
『

甲

志

』

巻

十

の

「

龐

安

常

鍼

」

に

は

、

多

く

の

異

文

が

あ

り

、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』

を

利

用

す

る

と

、

そ

の

異

文

に

つ

い

て

の

判

断

が

で

き

る

の

で

、

参

考

価

値

が

極

め

て

高

い

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

（

２

）
『

医

説

』

に

つ

い

て 

従

来

の

輯

佚

の

考

察

で

は

、
以

上

に

挙

げ

た

南

宋

医

学

類

書

の

前

後

の

伝

承

、
及

び

源

流

を

理

解

し

て

い

な

か

っ

た

た

め

、

『

医

説

』
、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

よ

う

な

早

期

の

も

の

を

見

逃

し

、
か

え

っ

て

明

代

の

類

書

を

引

用

し

、
伝

承

に

よ

り

生

じ

た

文

字

異

同

も

混

入

さ

れ

て

い

る

。

こ

こ

で

は

、
『

夷

堅

志

』

の

小

説

を

収

録

し

た

数

が

一

番

多

く

、

並

び

に

後

世

の

『

類

編

朱

氏

集

験

薬

方

』
、
『

名

医

類

案

』
な

ど

の

来

源

と

考

え

ら

れ

る
『

医

説

』
に

つ

い

て

、
そ

の

テ

キ

ス

ト

の

来

源

、
各

種

類

書

と

の

前

後

関

係

、

特

に

テ

キ

ス

ト

の

価

値

を

考

察

す

る

。 

『

医

説

』
に

収

録

さ

れ

て

い

る
『

夷

堅

志

』
の

テ

キ

ス

ト

は

三

種

あ

る

。
一

つ

は

小

説

の

末

尾

に
「

類

編

」
と

記

載

さ

れ

て

い

る

い

わ

ゆ

る

『

夷

堅

志

類

編

』

本

で

あ

り

、

も

う

一

種

は

末

尾

に

「

夷

堅

志

」
、

三

つ

目

は

直

接

「

某

志

」

と

記

さ

れ

て

い

る

各

志

で

あ

る

。 

 

初

め

て

そ

の

輯

佚

価

値

に

注

目

し

た

の

は

、

呉

佐

忻

氏

の

「
『

医

説

』

中

的

『

夷

堅

志

』

佚

文

」
（

１

５

）

で

あ

る

。
『

医

説

』

の

小

説

の

中

の

三

十

三

篇

の

末

尾

に
「

類

編

」
と

記

載

が

あ

り

、
呉

佐

忻

氏

の

考

察

に

よ

る

と

、
そ

れ

は

陳

曄

著
『

夷

堅

志

類

編

』
の
「

藥

方

」
類

小

説

で

あ

り

、
更

に

そ

の

中

の

十

篇

は

通

行

本

に

な

く

、
即

ち

佚

文

で

あ

る

こ

と

が

判

明

し

た

。
以

上

述

べ

た

よ

う

に

、
南

宋

の
『

夷

堅

志

』
の

類

書

の

う

ち

、『

夷

堅

志

類

編

』
三

巻

は

、
南

宋

の

陳

曄

が
『

夷

堅

志

』
中

の
「

詩

文

」

と
「

藥

方

」
に

関

す

る

小

説

を

選

別

し

て

、
分

類

本

に

編

纂

し

た

も

の

で

あ

る

。
こ

の

書

は

散

逸

し

た

の

で

、
長

ら

く

注

目

さ

れ

て

い

な

か

っ

た

。
呉

氏

の

論

文

を

踏

ま

え

て

、
そ

の

三

十

三

篇

の

巻

数

、
及

び

も

と

の

出

処

を

整

理

す

れ

ば

、
次

の

一

覧

表
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の

通

り

で

あ

る

。 

 

表

四 

               

『

夷

堅

志

類

編

』
の

全

本

は

残

っ

て

い

な

い

が

、
こ

の

表

に

よ

る

と

、
そ

の

収

録

範

囲

は
『

初

志

』
、
『

支

志

』
、
『

三

志

』
で

あ

り

、
ま

た

知

る

こ

と

が

で

き

る

最

後

の

志

は
『

夷

堅

志

三

志

辛

』
で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。
あ

わ

せ

て

陳

振

孫
『
直
齋
書
録
解

題
』
に
よ
れ
ば

、
『

夷

堅

志

類

編

』

の

成

書

時

期

は

、
『

夷

堅

志

三

志

辛

』

が

成

立

し

た

慶

元

四

年

（

一

一

九

八

）

か

ら

編

纂

者

の

陳

曄

が

四

川

總

領

を

務

め

た

嘉

泰

年

間

（

一

二

〇

一

～

一

二

〇

四

）

ま

で

の

数

年

間

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

る

。 

巻 小説名 原出処 

卷二 灸背瘡 佚文 

灸瘵疾 佚文 

巻三 一服飲 佚文 

陽證傷寒 佚文 

透水丹愈耳痒 佚文 

巻四 鬼疰  『支戊志』陳氏鬼疰  

治羸疾  『甲志』仁和県吏 

治喉閉 佚文 

治齒痛 佚文 

治翻胃  『支丁志』義烏孫道 

治痰嗽 佚文 

治齁喘 佚文 

巻五 神志恍惚 佚文 

治惡夢 佚文 

脾疼 佚文 

痁疾（毛宗甫） 佚文 

痁疾（宗室） 佚文 

瘧疾  佚文 

鼈癥  『支戊志』鼈癥 

誤吞水蛭 『支戊志』衛承務子 

巻六 治背瘡 佚文 

療癰毒  『支景志』公安薬方 

預療背疽  『支景志』茅山道士 

治閉結并脚氣 『三辛志』螺治閉結 

治蠱毒 佚文 

巻七 打撲傷損（林四） 佚文 

辟蛇毒 佚文 

治湯火呪 佚文 

 療飢蟲 『丁志』高氏飢蟲 

巻八 蒼術辟邪 佚文 

巻九 善攝生 佚文 

巻十 治惡瘡 佚文 

治善惡瘡 佚文 
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こ

こ

で

一

つ

問

題

が

あ

る

。
『

医

説

』

の

末

尾

に

記

載

さ

れ

た

書

名

に

つ

い

て

、

な

ぜ

「

夷

堅

志

類

編

」

と

記

載

せ

ず

、

た

だ

「

類

編

」

と

記

さ

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

か

。 

 

言

及

し

た

よ

う

に

、
『

医

説

』
が

引

用

し

た
『

夷

堅

志

』
の

テ

キ

ス

ト

の

来

源

は

、
『

夷

堅

志

類

編

』
本

以

外

に

、
あ

と

二

種

が

あ

り

、
一

つ

は
「

夷

堅

志

」
と

記

載

し

、
も

う

一

つ

は

直

接

所

属

志

名
（

た

と

え

ば

、
『

丁

志

』
、
『

戊

志

』
）
を

記

録

し

て

い

る

。
前

者

の

小

説

は

、
も

と

の

出

処

を

具

体

的

に

記

載

し

て

い

な

い

が

、
現

存

す

る

十

四

志

を

比

較

す

れ

ば

、
そ

の

出

処

が

部

分

的

に

わ

か

る

。
整

理

す

る

と

次

の

表

の

通

り

で

あ

る

。
（

囲

み

線

は

現

存

す

る

十

四

志

と

比

較

す

る

と

出

処

が

判

明

す

る

も

の

。

判

明

し

な

い

も

の

を

「

な

し

」

に

、

そ

の

ほ

か

は

元

々

直

接

「

某

志

」

と

記

さ

れ

て

い

る

も

の

で

あ

る

）
。 

 

表

五 

            

巻 小説名 原出典 

巻二 脚氣灸風市 なし 

 唐與正治疾 なし 

 以医知名 『乙志』巻十 

 非孕 『甲志』巻八 

 鍼瘤巨虱  『丁志』 

 鍼急喉閉  『庚志』 

巻三 夢獲神方 『甲志』巻十七 

 夢藥愈眼疾  『丙志』巻十三 

 人參胡桃湯 『己志』 

 神授乳香飲 『己志』 

 柴胡㕮咀 『戊志』 

 傷寒舌出 『丁志』 

 夢張主藥愈癰 『庚志』 

 驚風妙藥 『庚志』 

 竹葉石膏湯 『庚志』 

 呂真人治目疾 『辛志』 

 寒嗽 『癸志』 

巻四 倉辛有智 甲志巻十二 

 觀音洗眼偈 なし 

 硼砂治哽 『壬志』 

 嘔血咯血 『癸志』 

 治爛縁眼 『癸志』 

 治眼二百味花草膏 『癸志』 

巻五 酒蟲 『丁志』 

 驚氣入心 『己志』 

 驢軸治瘧 『庚志』 

 誤吞水蛭（呉少師） 『庚志』 

 苦寸白蟲（趙子山） 『庚志』 

 苦寸白蟲（蔡定夫） 『庚志』 

 桑葉止汗 『辛志』 

巻六 中挑生毒 『丁志』 

時康祖心漏 『己志』 

中仙茅附子毒 『己志』 
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こ

の

表

五

に

よ

る

と

、

元

々

「

夷

堅

志

」

と

記

載

し

た

小

説

は

、

主

に

初

編

の

前

四

志

（
『

甲

志

』
、
『

乙

志

』
、
『

丙

志

』
、
『

丁

志

』
）
に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

。
そ

れ

に

対

し

て

、
直

接
「

某

志

」
と

記

し

た

の

は

、
主

に

初

編

の

後

六

志

で

あ

る

。
『

医

説

』

の

跋

文

に

、

張

杲

の

編

纂

作

業

に

つ

い

て

、

以

下

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

  
 

蓋

其

生

平

目

覽

耳

聼

、

凡

涉

于

医

者

必

録

。 

  
 

思

う

に

（

張

杲

の

）

普

段

に

お

い

て

耳

で

聞

き

目

で

見

て

、

全

て

医

学

に

関

わ

る

も

の

は

必

ず

録

す

る

。 

 中蕈毒 『己志』 

 井錫鎮癭 『癸志』 

巻七 白芷治蛇齧 『乙志』巻十九 

 大黄療湯火瘡 『甲志』巻二 

 食蜜不可食鮓 『乙志』巻二十 

 食河豚不可服風藥 『乙志』巻二十 

 蟹解漆毒 『丙志』 

 搓衮舒筋 『癸志』 

巻八 隂氣所侵 『支甲』巻六 

 草藥不可妄用 『甲志』巻十 

巻九 服丹之過 『庚志』 

 腎神 『癸志』 

巻十 許学士 『甲志』巻五 

 聶医善士 『丙志』巻二 

 徐樓臺 『丁志』 

 符助教 『丁志』 

 水陽陸医 『丁志』 

 医僧瞽報 『甲志』 

 段承務 『己志』 

 鮑君大王 『戊志』 

 治下疳瘡 『庚志』 
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『

医

説

』
の

初

稿

は

一

一

八

九

年

に

完

成

し

た

が

、
始

め

て

刊

行

さ

れ

た

の

は

、
嘉

定

十

七

年
（

一

二

二

四

）
で

あ

る

。
そ

の

間

に

は

張

杲

は

引

き

続

い

て

医

学

文

献

を

ま

と

め

た
（
「

搜

訪

尚

不

綴

」
）
と

い

う

。
あ

わ

せ

て

当

時

の
『

夷

堅

志

』
の

出

版

状

況
（

第

三

章

を

参

照

）
か

ら

見

れ

ば

、
そ

の

編

纂

経

緯

が

窺

え

る

。
即

ち

張

杲

が

編

纂

し

た

際

に

は

、
ま

ず

比

較

的

に

早

い

成

書

の

前

四

志

か

ら

な

る

「

夷

堅

志

」

を

引

用

し

、

そ

の

後

『

夷

堅

志

』

初

編

の

各

志

を

入

手

し

て

、
「

某

志

」

と

記

載

し

て

採

録

し

た

の

で

あ

る

。
そ

し

て

張

杲

が

初

稿

を

完

成

し

た
（

一

一

八

九

年

）
あ

と

、
程

な

く

出

版

さ

れ

て

い

た
『

夷

堅

志

類

編

』

（

成

書

時

期

は

一

一

九

八

～

一

二

〇

四

）

を

入

手

し

、

そ

の

う

ち

の

「

薬

方

」

に

関

連

す

る

小

説

を

初

稿

に

加

え

て

、
「

夷

堅

志

類

編

」

を

省

略

し

て

「

類

編

」

と

称

し

た

、

と

い

う

編

纂

経

緯

で

あ

っ

た

と

考

え

ら

れ

よ

う

。 

  
 
 

 

四

、

結

び

に

か

え

て

―

―

各

類

書

の

関

係

と

価

値 

  

前

節

の

考

証

に

よ

っ

て

、
現

存

す

る

南

宋

類

書

と
『

夷

堅

志

』
の

分

類

選

本

に

保

存

し

て

い

る
『

夷

堅

志

』
の

来

源

が

明

ら

か

に

な

る

。

最

後

に

、
『

夷

堅

志

』

に

関

連

す

る

南

宋

類

書

の

性

質

と

価

値

を

整

理

し

た

い

。 

 

南

宋

類

書

が

引

用

し

た

『

夷

堅

志

』

の

テ

キ

ス

ト

は

、

以

下

の

よ

う

に

五

種

に

分

け

ら

れ

て

い

る

。 

 

① 

『

医

説

』

が

引

用

し

た

『

夷

堅

初

志

』

前

四

志

（

即

ち

小

説

の

末

に

「

夷

堅

志

」

と

記

載

し

た

も

の

） 

 

② 

『

医

説

』

が

引

用

し

た

『

夷

堅

初

志

』

後

六

志

（

即

ち

「

某

志

」

と

直

接

記

さ

れ

て

い

る

も

の

で

あ

る

） 

 

③ 

『

医

説

』

が

引

用

し

た

『

夷

堅

志

類

編

』

の

「

薬

方

」

類

小

説

（

即

ち

小

説

の

末

に

「

類

編

」

と

記

載

し

た

も

の

） 
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④ 

『

分

類

夷

堅

志

』 

 

⑤ 
『

歴

代

名

医

蒙

求

』 

 

こ

の

う

ち

、
④
『

分

類

夷

堅

志

』
は

張

元

済

に

よ

っ

て

輯

佚

さ

れ

、
校

勘

資

料

と

し

て

利

用

さ

れ

た

の

で

、
こ

こ

で

は

論

述

し

な

い

。
②

に

つ

い

て

は

、
張

元

済

が

明

代

の
『

名

医

類

案

』
か

ら

輯

佚

し

た

が

、
そ

の

中

に

削

除
・
改

作

し

た

と

こ

ろ

が

多

く

存

在

し

て

い

る

。
例

え

ば

、
通

行

本

の

中

に

、
『

名

医

類

案

』
か

ら

輯

佚

し

た

小

説
「

生

薑

治

嗽

」
（
『

志

再

補

』
）
は

、
そ

の

冒 

頭

は

「

一

人

事

佛

甚

謹

」

と

書

い

て

あ

る

が

、
『

医

説

』

は

「

晋

之

姪

事

觀

音

甚

謹

」

で

あ

り

、

洪

邁

の

姪
（

１

６

）

の

一

人

の

字
（

晋

之

）
と

記

載

さ

れ

て

い

る

。
こ

の

よ

う

に

勝

手

に

簡

略

化

し

た

と

こ

ろ

が

多

く

存

在

し

て

い

る

。
③
『

夷

堅

志

類

編

』

に

つ

い

て

は

、
長

ら

く

散

逸

し

て

し

ま

っ

た

と

思

わ

れ

て

き

た

が

、『

医

説

』
の

お

か

げ

で

、「

薬

方

」
に

関

連

す

る

部

分

に

保

存

さ

れ

て

い

た

。

佚

文

が

多

い

の

で

、

注

意

す

べ

き

で

あ

る

。 

次

は

、
通

行

本

の
『

夷

堅

志

』
、
『

医

説

』
、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』
、
『

名

医

類

案

』
に

お

い

て

、
こ

の

四

種

す

べ

て

に

収

録

さ

れ

た

小

説

、
「

張

鋭

医

」

と

い

う

小

説

の

一

部

分

を

例

と

し

て

、

①

、

⑤

の

テ

キ

ス

ト

と

通

行

本

『

夷

堅

志

』

と

の

関

係

と

価

値

を

明

ら

か

に

す

る

。
（

網

掛

け

部

分

は

文

字

異

同

が

あ

る

） 

 

通

行

本

（
『

乙

志

』

巻

十

「

張

鋭

医

」
） 

成

州

団

練

使

張

鋭
、
字

子

剛
、
以

医

知

名
、
居

鄭

州
。
政

和

中
、
蔡

魯

公

之

孫

婦

有

娠
、
及

期

而

病
、
国

医

皆

以

為

陽

證

傷

寒
、

懼

胎

之

墮
、
不

敢

投

涼

劑
。
魯

公

密

信

邀

鋭

來
、
鋭

曰
、
兒

處

胞

十

月
、
將

生

矣
、
何

藥

之

能

敗
。
如

常

法

與

藥
、
且

使

倍

服
。

半

日

兒

生

、

病

亦

失

去

。

明

日

、

婦

大

泄

不

止

、

而

喉

痺

不

入

食

。

衆

医

交

指

其

疵
、

且

曰

、

二

疾

如

冰

炭

、

又

産

蓐

甫

爾

、
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雖

扁

鵲

復

生

、

無

活

理

也

。

鋭

曰

、

無

庸

憂

、

將

使

即

日

愈

。

取

藥

数

十

粒

、

使

吞

之

、

咽

喉

即

平

、

泄

亦

止

。 

  
 
 

『

医

説

』

本

（

巻

二

「

以

医

知

名

」

と

題

す

る

） 

成

州

団

練

使

張

鋭

、
字

子

綱

、

以

医

知

名

、

居

於

鄭

州
。
政

和

中
、

蔡

魯

公

之

孫

婦

有

娠
、
及

期

而

病

、

国

医

皆

以

為

陽

證

傷

寒

、

懼

胎

之

墜

、

不

敢

投

涼

劑

。

魯

公

密

邀

鋭

視

之

、

鋭

曰

、

兒

處

胎

十

月

、

將

生

矣

、

何

藥

之

能

敗

。

即

以

常

法

與

藥

、

且

使

倍

服

之

。

半

日

而

兒

生

、

病

亦

失

去

。

明

日

、

婦

大

泄

、

而

喉

閉

不

入

食

。

衆

医

復

指

言

其

疵

、

且

曰

、

二

疾

如

氷

炭

、

又

産

蓐

甫

近

、

雖

扁

鵲

復

生

、

無

活

理

也

。

鋭

曰

、

無

庸

憂

、

將

使

即

日

愈

。

乃

入

室

取

藥

数

十

粒

、

使

吞

之

、

咽

喉

即

通

、

下

泄

亦

止

。 

  
 

『

歴

代

名

医

蒙

求

』

本

（

巻

下

、
「

張

鋭

兩

治

」

と

題

す

る

） 

成

州

団

練

使

張

鋭

、
字

子

剛

、

以

医

知

名

、

蔡

魯

公

之

孫

婦

有

娠
、

及

期

而

病
、

国

医

皆

以

爲

陽

證

傷

寒

、

懼

胎

之

墮
、

不

敢

投

凉

劑

。

魯

公

密

邀

鋭

視

之

、

鋭

曰

、

兒

十

月

将

生

矣

、

何

藥

之

能

敗

。

即

以

常

法

與

藥

、

且

使

倍

服

之

。

半

日

而

兒

生

、

病

亦

失

去

。

明

日

、

婦

大

泄

、

而

喉

閉

不

入

食

。

衆

医

復

指

言

其

疵

、

且

曰

、

二

疾

如

冰

炭

、
又

産

蓐

甫

尓

、

雖

扁

鵲

復

生

無

活

理

也

。

鋭

曰

、

無

庸

憂

、

将

使

即

日

愈

。

乃

取

藥

数

十

粒

、

使

吞

之

、

咽

喉

即

平

、

泄

亦

止

。 

 

『

名

医

類

案

』

本

（

巻

十

一

、
「

胎

産

併

病

」

と

題

す

る

） 

政

和

中
、
蔡

魯

公

之

孫

婦

有

孕
、
及

期

而

病
、
国

医

皆

以

為

陽

症

傷

寒
、
懼

胎

墮

不

敢

投

凉

劑
。
張

鋭

視

之

曰
、
兒

處

胎

十

月
、

將

生

矣

、

何

藥

之

能

敗

。

即

以

常

法

與

藥

、

且

使

倍

服

之

、

半

日

而

兒

生

、

病

亦

失

去

。

明

日

、

婦

大

泄

、

而

喉

閉

不

入

食

。

衆

医

復

指

其

疵
、
且

曰
、
二

疾

如

冰

炭
、
又

産

蓐

甫

近
、
雖

司

命

無

若

之
、
何

張

曰
、
無

庸
、
將

使

即

日

愈
。
乃

取

藥

数

十

粒
、
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使

吞

之

、

咽

喉

即

通

、

下

泄

亦

止

。 

 
こ

れ

ら

を

比

較

す

る

と

、
通

行

本

の
『

夷

堅

志

』
、『

医

説

』
、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

テ

キ

ス

ト

は

そ

れ

ぞ

れ

異

同

が

あ

る

が

、 

『

名

医

類

案

』
よ

り

整

っ

て

い

る

も

の

で

あ

る

と

わ

か

る

。
第

三

章

で

考

証

し

た

よ

う

に

、
通

行

本
『

夷

堅

志

』
前

四

志

の

祖 

本

は

元

代

に

刊

修

さ

れ

た

宋

刻

元

修

本

で

あ

る

。
そ

の

刊

行

時

代

に

つ

い

て

は
『

医

説

』
、『

歴

代

名

医

蒙

求

』
の

成

書

時

期

、 

及

び

現

存

す

る

両

書

の

宋

刻

本

よ

り

遅

れ

て

い

る

た

め

、
『

医

説

』

と

『

歴

代

名

医

蒙

求

』

が

引

用

し

た

『

夷

堅

志

』

テ

キ

ス 

ト

は

も

ち

ろ

ん

非

常

に

参

考

価

値

が

あ

る

と

思

わ

れ

る

。

今

後

の

研

究

に

お

い

て

、

詳

細

に

考

察

す

べ

き

だ

と

思

わ

れ

る

。 

以

上

の

よ

う

に

、

南

宋

に

編

纂

さ

れ

た

『

夷

堅

志

』

の

分

類

選

本

と

引

用

し

た

『

夷

堅

志

』

の

類

書

は

、

膨

大

な

『

夷

堅 

志

』
の

テ

キ

ス

ト

を

保

存

し

て

い

る

。
ま

た

そ

れ

ら

の

成

書

時

期

は

、
現

存

す

る

最

も

早

く

印

刷

さ

れ

た

宋

刻

元

修

本

よ

り

、 

『

夷

堅

志

』

の

成

書

に

近

く

、

そ

の

た

め

、
『

夷

堅

志

』

早

期

の

出

版

状

況

を

窺

う

こ

と

が

で

き

る

。

言

う

ま

で

も

な

く

『

夷

堅

志

』

の

南

宋

出

版

状

況

に

つ

い

て

研

究

す

る

際

に

最

も

重

要

な

資

料

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

。 

 
 注 （

１
） 

 

程

毅

中

『

宋

元

小

説

研

究

』
（

江

蘇

古

籍

出

版

社

、

一

九

九

八

年

）

第

一

四

二

頁

、

蕭

相

愷

『

宋

元

小

説

史

』
（

浙

江

古

籍

出

版

社

、

一

九

九

七

年

）

第

二

一

五

頁

を

参

考

。 

（
２
） 

西

尾

和

子

「

南

宋

期

に

お

け

る

『

太

平

広

記

』

受

容

の

拡

大

要

因

に

つ

い

て

」
（
『

日

本

中

国

学

会

報

』

第

六

十

六 

集

、

二

〇

一

四

年

）

を

参

照

。 

（
３
） 

『

夷

堅

志

』

の

分

類

選

本

に

つ

い

て

は

、

南

宋

の

も

の

以

外

は

、

明

代

に

編

纂

さ

れ

た

『

新

訂

増

補

夷

堅

志

』

と

『

感

応

汇

徴

夷

堅

志

纂

』

が

挙

げ

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

に

つ

い

て

、

稿

を

改

め

て

論

じ

た

い

。 
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（
４
） 

陳

振

孫

『

直

齋

書

録

解

題

』

は

「

四

川

總

領

陳

昱

日

華

」

と

記

載

し

て

い

る

が

、
『

夷

堅

志

』
、
『

両

朝

綱

目

備

要

』 

は

全

て

「

陳

曄

」
（

日

華

は

字

で

あ

る

）

に

作

る

。

本

章

で

は

、

後

者

に

従

っ

て

「

陳

曄

」

に

作

る

。 

（
５
） 
常

金

蓮

『

六

十

家

小

説

研

究

』
（

斉

魯

書

社

、

二

〇

〇

八

年

）

第

四

十

二

頁

を

参

照

。 

（
６
） 

川

島

優

子

「

明

代

の

白

話

小

説

と

『

夷

堅

志

』
」
（

伊

原

弘

・

静

永

健

編

『

夷

堅

志

の

世

界

』
、

勉

誠

出

版

、

二

〇

一

五

年

）

参

照

。 

（
７
） 

大

塚

秀

高

「

明

代

後

期

に

お

け

る

『

夷

堅

志

』

と

そ

の

影

響

」
（
『

夷

堅

志

の

世

界

』
、

勉

誠

出

版

、

二

〇

一

五

年

に

収

録

）
。 

（
８
）  

明

代

の

医

学

類

書

『

名

医

類

案

』

に

も

収

録

さ

れ

て

い

る

が

、

実

際

に

『

医

説

』

か

ら

節

録

し

て

採

ら

れ

た

。 

（
９
） 

『

夷

堅

志

支

癸

志

』

の

序

文

に

よ

る

。 

（
１０
） 

何

異

「

容

齋

随

筆

序

」

に

、
「

盡

得

『

夷

堅

』

十

志

與

支

志

、

三

志

、

及

四

志

之

二

、

共

三

百

二

十

巻
、
就

摘
其
間

詩
詞

、
雜

著

、

藥

鉺

、

符

咒

之

屬

、

以

類

相

從

、

編

刻

于

湖

陰

之

計

臺

、

疏

為

十

卷

、

覽

者

便

之

」

と

あ

る

。 

（
１１
） 

『

夷

堅

志

類

篇

』

三

巻

、

四

川

總

領

陳

昱

（
『

文

献

通

考

』

は

陳

曄

に

作

る

）

日

華

取

『

夷

堅

志

』

中

詩

文

、

薬

方 

類

為

一

編

」
。

陳

振

孫

『
直

齋
書
録
解
題
』

に
収
録

（

上

海

古

籍

出

版

社

、

一

九

八

七

）
、

三

三

七

頁

。 

（
１２
） 

『

天

禄

琳

琅

叢

書

』

に

収

録

、

故

宮

博

物

院

影

印

、

一

九

三

一

年

。 

（
１３
） 

第

三

章

で

考

証

し

た

よ

う

に

、

元

代

の

沈

天

佑

が

入

手

し

た

閩

本

の

版

木

に

は

多

く

の

欠

損

が

あ

っ

た

（

遺

缺

甚 

 
 

 

多

）
。

例

え

ば

、
『

夷

堅

志

甲

志

』

巻

五

の

巻

首

に

「

二

十

事

」

と

記

載

し

て

い

る

が

、

実

数

は

十

八

篇

で

あ

る

。

し 

た

が

っ

て

そ

の

小

説

は

宋

末

元

代

に

散

佚

し

て

し

ま

っ

た

と

思

わ

れ

る

。 

（
１４
） 

洪

邁

『

夷

堅

志

』
（

中

華

書

局

、

二

〇

〇

六

年

）
、

第

一

冊

、

第

七

四

頁

。 

（
１５
） 

呉

佐

忻

「
『

医

説

』

中

的

『

夷

堅

志

』

佚

文

」
（
『

中

医

薬

文

化

』
、

一

九

九

二

年

第

二

期

）
。 

（
１６
） 

洪

邁

の

姪

の

一

人

で

あ

り

、

名

前

は

不

明

。
『

夷

堅

志

支

癸

志

』

巻

九

「

鄒

氏

小

兒

」

に

も

見

え

る

。

ま

た

大

塚

秀 

http://kns.cnki.net/kns/NaviBridge.aspx?bt=1&DBCode=CJFD&BaseID=YGWZ&UnitCode=&NaviLink=%e4%b8%ad%e5%8c%bb%e8%8d%af%e6%96%87%e5%8c%96
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高

「

夷

堅

志

は

如

何

に

し

て

成

っ

た

か

」
（
『

饕

餮

』

第

二

三

号

、

二

〇

一

五

年

）

に

よ

れ

ば

、

洪

邁

の

姪

世

代

の

諱

は

全

て 
木

扁

の

文

字

を

用

い

、

字

は

諱

の

木

扁

を

取

っ

た

文

字

に

「

之

」

を

加

え

た

も

の

と

し

た

よ

う

で

あ

る

。

例

え

ば

、

洪

邁

の 

長

兄

の

第

四

子

洪

樇

の

字

は

脩

之

（
『

夷

堅

志

癸

志

』

巻

六

に

「

予

姪

脩

之

」

と

あ

る

）
、

第

七

子

洪

楹

の

字

は

盈

之

（
『

夷 

堅

志

支

丁

志

』

巻

八

に

「

盈

之

姪

」

と

あ

る

）
、

次

兄

の

長

子

洪

楀

は

禹

之

（
『

夷

堅

志

支

丁

志

』

巻

五

に

「

禹

之

姪

」

と

あ 

る

）

で

あ

る

。

こ

の

原

則

に

照

ら

せ

ば

、

こ

の

姪

の

名

前

は

洪

榗

と

な

る

は

ず

で

あ

る

。 
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結 
 

 

論 
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中

国

の

南

宋

時

代

（

一

一

二

七

～

一

二

七

九

）

は

、

メ

デ

ィ

ア

革

命

と

言

わ

れ

る

よ

う

に

木

版

印

刷

が

急

速

に

発

展

し

た

時

代

で

あ

る

。

知

識

人

の

間

で

伝

写

し

た

鈔

本

か

ら

刊

本

へ

の

変

化

、

民

間

芸

能

に

お

い

て

口

頭

伝

承

か

ら

種

本

の

印

刷

へ

の

変

化

が

急

速

に

発

展

し

た

。
情

報

伝

播

は

も

ち

ろ

ん

、
知

識

の

編

纂

方

式

、
儒

家
・
仏

教

の

経

典

テ

キ

ス

ト

か

ら

通

俗

小

説

に

至

る

ま

で

の

テ

キ

ス

ト

形

態

に

多

大

な

変

化

が

生

ま

れ

た

。
特

に

、
奇

譚

、
逸

話

、
街

談

巷

説

を

記

録

し

た

小

説

集

を

は

じ

め

通

俗

娯

楽

の

読

物

に

お

い

て

は

、
非

常

に

興

味

深

い

現

象

が

出

て

く

る

。
例

え

ば

、
営

利

的

な

著

述

活

動

、
大

衆

記

事

と

逸

話

を

の

せ

る

現

在

の

雑

誌

・

新

聞

を

髣

髴

と

さ

せ

る

出

版

モ

デ

ル

、

及

び

そ

れ

に

よ

り

後

続

記

事

、

匿

名

記

事

な

ど

の

編

纂

方

法

も

出

現

し

て

い

る

。
印

刷

術

は

唐

代

中

期

に

す

で

に

発

明

さ

れ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

も

の

の

、
宋

代

以

前

に

お

い

て

は

、

仏

教

の

典

籍

と

儒

家

の

経

典

の

よ

う

な

書

籍

を

刊

行

す

る

た

め

に

用

い

ら

れ

る

に

と

ど

ま

っ

て

い

た

。

宋

代

に

入

る

と

、

商

業

の

発

達

に

伴

っ

て

、
長

ら

く

口

頭

、
書

写

に

よ

っ

て

伝

承

し

て

い

た

歴

代

小

説

が

、
刊

行
・
出

版

の

対

象

と

な

っ

た

の

で

あ

る

。 そ

の

中

で

、
最

も

注

目

さ

れ

る

の

は

、
今

日
「

民

間

故

事

集

の

魁

」
と

称

さ

れ

る

、
洪

邁

の

撰
『

夷

堅

志

』
三

十

二

志

、
全

四

百

二

十

巻

で

あ

る

。
『

夷

堅

志

』

三

十

二

志

は

、

一

時

期

に

完

成

さ

れ

た

も

の

で

は

な

く

、
洪

邁

の

八

十

歳

の

生

涯

を

か

け

て

、
逐

次

編

纂
・
出

版

さ

れ

た

。
成

書

の

時

期

が

異

な

り

、
出

版

地

点

も

各

地

に

広

が

り

、
か

つ

ま

た

四

百

巻

を

超

え

る

浩

瀚

な

書

物

で

あ

っ

た

た

め

、

宋

代

に

お

い

て

『

夷

堅

志

』

全

巻

が

一

括

し

て

上

梓

さ

れ

た

こ

と

は

な

か

っ

た

。

つ

づ

く

元

代

に

は

、
『

夷

堅

志

』

は

早

く

も

一

部

が

散

佚

し

、

今

日

で

は

お

よ

そ

半

分

し

か

伝

わ

ら

な

い

。

こ

の

よ

う

な

資

料

的

制

約

も

あ

っ

て

か

、

従

来

の

研

究

で

は

、

撰

者

洪

邁

の

執

筆

動

機

と

成

書

時

間

に

焦

点

を

当

て

た

研

究

が

中

心

で

あ

っ

た

。 

筆

者

は

こ

の

よ

う

な

先

行

研

究

を

踏

ま

え

た

上

で

、
上

篇

に

お

い

て
『

夷

堅

志

』
の

編

纂

、
下

篇

に

お

い

て
『

夷

堅

志

』
の

版

本

、

と

い

う

二

つ

の

側

面

に

重

点

を

置

き

考

察

し

て

き

た

。 

上

篇

の

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

に

お

い

て

は

、

ま

ず

『

夷

堅

志

』

収

録

の

逸

話

に

つ

い

て

洪

邁

に

提

供

し

た

人

士

を

取

り

上
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げ

、

木

版

印

刷

が

急

速

に

発

展

し

た

当

時

の

環

境

や

、

従

来

の

小

説

集

出

版

に

は

見

ら

れ

な

い

様

々

な

現

象

を

分

析

し

た

。 

当

時

の

人

間

関

係

に

つ

い

て

の

指

摘

に

よ

り

、

洪

邁

は

提

供

者

が

提

供

し

た

情

報

、

記

事

の

扱

い

に

対

し

て

慎

重

な

姿

勢

を

示

し

て

い

る

。
現

在

の

新

聞

メ

デ

ィ

ア

に

よ

く

用

い

ら

れ

る

後

続

記

事

、
関

連

記

事

、
匿

名

記

事

が

出

て

き

た

。
こ

れ

ら

は

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

に

よ

っ

て

洪

邁

の

周

辺

に

多

数

の

記

事

提

供

者

が

出

現

し

た

こ

と

と

関

連

す

る

。

そ

の

人

た

ち

は

洪

邁

の

代

わ

り

に

、
積

極

的

に

異

聞

奇

談

を

採

集

し

、
さ

ら

に

そ

の

事

件

の

目

撃

者

、
関

係

者

に

訪

ね

て

詳

し

く

調

査

し

た

。
こ

の

よ

う

に
「

専

業

」
記

事

提

供

者

の

増

加

に

つ

れ

て

、
洪

邁

は
『

夷

堅

志

』
編

纂

初

期

の

採

集

者

・

作

者

よ

り

、
内

容

の

真

偽

、

信

憑

性

を

審

査

す

る

編

纂

者

へ

と

立

場

を

変

化

さ

せ

た

の

で

あ

っ

た

。

こ

れ

は

以

前

の

志

怪

小

説

の

編

纂

と

は

異

な

っ

て

い

る

。 次

に

南

宋

の

出

版

史

に

お

け

る

極

め

て

興

味

深

い

現

象

―

―

「

改

作

」

と

い

う

新

た

な

編

纂

活

動

に

注

目

し

た

。

『

夷

堅

志

』
三

十

二

志

の

う

ち
『

夷

堅

志

乙

志

』
の

現

存

諸

本

は

全

て

南

宋

淳

熙

七

年
（

一

一

八

〇

）
の

建

安

本

に

遡

る

こ

と

が

で

き

る

。
建

安

本

は

、
洪

邁

が

読

者

の

批

判

を

免

れ

る

た

め

に

、
『

夷

堅

志

乙

志

』
原

刻

本

の

一

部

に

、
改

編

・

削

除

を

加

え

た

う

え

で

、
新

た

に

編

纂

し

て

再

刊

し

た

も

の

と

い

う

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。
そ

の

根

拠

は

、
上

海

図

書

館

所

蔵

の

明

鈔

本
『

夷

堅

志

乙

志

』

三

巻

（

残

本

）

の

存

在

で

あ

る

。

建

安

本

系

の

テ

キ

ス

ト

と

校

合

す

る

と

、

こ

の

残

本

は

、

す

で

に

失

わ

れ

た

『

夷

堅

志

乙

志

』
原

刻

本

系

統

の

鈔

本

で

あ

る

こ

と

が

判

明

し

、
改

作

さ

れ

る

前

の

原

刻

本

の

テ

キ

ス

ト

を

保

存

し

て

い

る

。

こ

の

二

種

類

の

伝

本

を

詳

細

に

比

較

検

討

す

る

こ

と

で

、

『

夷

堅

志

』

の

編

纂

の

実

態

を

見

出

す

こ

と

が

で

き

た

。

あ

わ

せ

て

、
改

作

の

背

景

と

し

て

、
南

宋

当

時

の

出

版

環

境

や

政

治

状

況

、
と

く

に

洪

邁

の

故

郷
・
饒

州

の

名

族

の

批

判

が

そ

れ

に

大

き

く

関

わ

っ

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。 

下

篇

の
『

夷

堅

志

』
の

諸

版

本

研

究

に

お

い

て

は

、
『

夷

堅

志

』
の

現

存

諸

本

に

つ

い

て

文

献

学

的

に

調

査

研

究

し

、
『

夷

堅

志

』

の

伝

承

な

ら

び

に

現

存

テ

キ

ス

ト

に

見

ら

れ

る

諸

問

題

を

解

明

し

た

。 
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ま

ず

、

現

存

す

る

諸

本

の

前

四

志

の

祖

本

で

あ

る

静

嘉

堂

文

庫

に

所

蔵

さ

れ

て

い

る

宋

刻

元

修

本

に

つ

い

て

調

査

し

、

従

来

、
不

明

確

で

あ

っ

た

、
元

代

に

他

志

か

ら

混

入

さ

れ

た

逸

話

の

数

と

具

体

的

な

篇

目

を

そ

れ

ぞ

れ

明

確

に

し

た

上

で

、
『

夷

堅

志

』
の

現

存

す

る

前

四

志

の

テ

キ

ス

ト

の

、
真

の

来

源

、
及

び

補

刻

来

源

の
「

古

杭

本

」
と

は

ど

う

い

う

も

の

で

あ

っ

た

の

か

、

と

い

う

点

に

つ

い

て

考

察

し

た

。 

次

に

、
上

海

図

書

館

所

蔵

の

黄

丕

烈

校

本

を

基

礎

資

料

と

し

て

、
黄

丕

烈

の

校

語

を

検

討

し

、
従

来

、
未

解

明

で

あ

っ

た

、

通

行

本

の

底

本
（

後

十

志

）
の

成

立

過

程

に

つ

い

て

考

察

す

る

と

と

も

に

、
上

海

図

書

館

蔵

本

の

性

格

、
及

び

そ

の

中

に

保

存

さ

れ

る

宋

刻

本

と

旧

鈔

本

関

連

の

諸

情

報

に

つ

い

て

整

理

し

論

及

し

た

。 

最

後

に

、
通

行

本
『

夷

堅

志

』
に

お

い

て

は

、
張

元

済

に

よ

っ

て
『

分

類

夷

堅

志

』
、
『

名

医

類

案

』
な

ど

諸

書

か

ら

輯

佚

し

た

も

の

が

二

十

七

巻

あ

る

が

、

宋

代

の

重

要

な

類

書

で

あ

る

『

医

説

』
、
『

歴

代

名

医

蒙

求

』

を

見

逃

し

て

お

り

、

か

え

っ

て

『

名

医

類

案

』

の

よ

う

な

二

次

史

料

を

利

用

し

て

し

ま

っ

た

こ

と

に

着

目

し

て

考

察

し

た

。

さ

ら

に

、
『

夷

堅

志

』
の

早

期

出

版

の

状

況

、

特

に

『

夷

堅

志

』

前

四

志

以

外

の

各

志

の

出

版

に

つ

い

て

は

、

長

ら

く

不

明

の

ま

ま

で

あ

っ

た

。
『

夷

堅

志

』

の

分

類

選

本

と
『

夷

堅

志

』
を

引

用

し

た

南

宋

類

書

、
と

い

う

二

側

面

に

注

目

し

て

、
そ

の

伝

承

関

係

、
引

用

来

源

な

ど

を

明

ら

か

に

し

、

南

宋

の

『

夷

堅

志

』

各

志

の

出

版

状

況

を

明

ら

か

に

し

た

。 

こ

の

よ

う

に

、

本

論

文

で

は

文

献

考

証

的

方

法

を

用

い

て

、

上

篇

に

お

い

て

は

、
『

夷

堅

志

』
は

如

何

に

編

纂

さ

れ

た

の

か

に

つ

い

て

記

事

提

供

者

の

出

現

と

「

改

作

」

を

中

心

に

論

じ

、

下

篇

に

お

い

て

は

、
『

夷

堅

志

』

の

現

存

す

る

十

四

志

の

諸

版

本

、
及

び

南

宋

類

書

が

引

用

し

た
『

夷

堅

志

』
の

テ

キ

ス

ト

、
そ

の

来

源

、
補

刻

に

よ

る

混

入

、
通

行

本

の

形

成

ま

で

の

伝

承

ル

ー

ト

な

ど

に

つ

い

て

論

じ

た

。 

 

南

宋

時

代

に

編

纂

さ

れ

た

『

夷

堅

志

』

は

大

規

模

か

つ

長

期

的

に

わ

た

る

洪

邁

個

人

の

営

為

に

よ

る

著

作

で

あ

り

、

合

計

四

百

二

十

巻

も

の

大

部

な

書

物

た

め

、

一

括

し

て

上

梓

さ

れ

る

こ

と

が

な

く

、

し

か

も

後

に

散

佚

し

た

部

分

が

多

い

た

め

、
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こ

れ

ま

で

そ

の

実

像

を

把

握

す

る

の

が

難

し

か

っ

た

。

本

論

文

で

は

、

そ

の

編

纂

過

程

と

こ

れ

ま

で

伝

承

さ

れ

て

き

た

諸

版

本

と

い

う

側

面

に

着

目

し

考

察

す

る

こ

と

を

通

し

て

、
『

夷

堅

志

』
を

総

合

的

観

点

か

ら

把

握

し

よ

う

と

試

み

た

。
本

論

文

に

お

け

る

考

察

に

よ

っ

て

、
当

時

の

実

情

に

即

し

て
『

夷

堅

志

』
編

纂

と

諸

版

本

の

実

像

を

、
能

う

限

り

具

体

的

に

明

ら

か

に

す

る

こ

と

が

で

き

た

と

考

え

る

。 

 

   

  


